




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「君と結けつ婚こんしたのは、その方が私にとって都合が良かったからだ」

　私、リリアーナ・カトリーヌ・ドゥ・オールウィンがその言葉を聞いたのは結婚式を終えて初めて夜を共に過ごすはずのベッドの上でした。

　私の意思の外で決められたあまりに急な結婚という人生の一大事を理解しきれず、吞のみ込こめてもいない私はぼんやりする思考を持て余しながら旦だん那な様を見上げました。

　旦那様は冷たい表情をその美しい顔に浮うかべて、私の前に立っておりました。

　すらりと高い背に均整の取れた男らしい体つき、そして美しい琥こ珀はく色の髪かみに切れ長の二重の瞳ひとみは鮮あざやかな青。男らしく整った顔はまるで作り物のように綺き麗れいでした。

　けれどシェードランプの灯あかりだけが頼たよりの薄うす暗ぐらい部屋は彼かれの顔の陰いん影えいを際きわ立だたせていて、だからこそ冷たいものが少しでも混じると身も凍こおる思いがします。

　私の旦那様になった人は──六年前の戦争で王国の英えい雄ゆうとして名を上げたスプリングフィールド侯こう爵しやく、ウィリアム・イグネイシャス・ド・ルーサーフォード様です。

　旦那様は、かっちりとした騎き士しの制服姿のままでボタンの一つも外されていません。到とう底てい、これからゆっくりと眠ねむるとはいえない格好でした。

　私は旦那様のその冷たいお顔と纏まとう空気が恐おそろしくて身を小さくしました。

「泣くな。泣く女は見たくない」

　身を縮めた私が泣くと思ったのか酷ひどくうんざりしたような声が上から降ってきて、ますます私は身を小さくしました。

　私は成人を迎むかえたばかりの十五歳さい。旦那様は二十五歳。十も年が離はなれている上、婚こん約やく式で婚約書に署名するために教会で会った時以来、こうして顔を合わせたのは結婚式を挙げた今日が二度目でした。

　私が伯はく爵しやく家けの人間であることは確かですが、訳あって屋や敷しきの外に出ることは許されていませんでした。ですから会ったこともない旦那様がどうして私と結婚したのかは分かりませんし、私を外に出すのを嫌いやがっていたお父様が何な故ぜ結婚を許したのかも分かりません。

　当然、旦那様のことも何も知りません。ですので、これから少しずつでもお互たがいを知っていけたらと思っていました。

　けれど、婚約式の時は二回も目が合ったのですが、今日の結婚式では旦那様と一度も目が合いませんでした。下ろされたヴェールが上げられることもなく、参列者もほとんどなく、儀ぎ礼れい的な結婚式はただ淡たん々たんと進みました。その後、旦那様は騎士の制服に着き替がえてそのままお仕事に行ってしまわれたので、私は一人で嫁よめ入いり先である侯爵家に参りました。

「私は君と子どもを作る気はない。侯爵位もルーサーフォード家も私の弟に継つがせる」

　続いた言葉に驚おどろいて顔を上げました。

　冷たい表情の旦那様と目が合い、形の良いい眉まゆが僅わずかに寄せられて咄とつ嗟さに顔を俯うつむけました。

「最初に言った通り、君と結婚したのは私にとって都合が良かったからだ。私は結婚などする気はなかったが、立場上、周りが五う月る蠅さかった。それに辟へき易えきしていた頃ころ、偶ぐう然ぜん、君の噂うわさを耳にした。伯爵家には病弱で外に出せない娘むすめがいると……病弱な娘なら短い婚約期間で娶めとっても、後々社交会に出なくとも周りが勝手に理由を想像して納なつ得とくしてくれる。……君の父であるエイトン伯はくは上の娘を私に押おし付けようとしていたが、彼が賭と博ばくで作った三〇〇〇万リルという借金を肩かた代がわりしてやるとすんなり君を差し出してくれたよ」

「……さ、三〇〇〇万リル？」

　私は全身から血の気が引く音を聞きながら顔を上げました。

「貴族院の査問委員会に言えば、爵しやく位い及および領地、私財没ぼつ収しゆうになる額だ。……だが、これで私に逆らうこともないと思えば安いものだ」

　すっと細められた青い瞳を見上げて、私は無意識の内に鳩みぞ尾おちに手を当てていました。

　私のことはどうなろうとかまいません。でも、実家にはたった一人、私の愛する弟がいるのです。あの子の未来を考えれば、逆らうことなどできるわけもありませんでした。

「妻としての責務は何一つとして果たさなくていい。夜会や茶会にも出なくていい。……とはいえ、十五歳と若い君の人生を縛しばり付ける以上、ドレスでも宝石でも欲ほしいものは好きなだけ買えばいい。私の部屋以外なら屋敷や庭だったら好きに散策してもいい。その代わり一いつ切さいの面めん倒どうは起こすな。何かあれば君の侍じ女じよのエルサか執しつ事じのアーサーに言え」

　分かったな、と最後を締しめくくった旦那様は私が頷うなずいたのを見届けるとくるりと背を向けて、部屋を出て行かれました。バタン、とドアの閉まる音がやけに大きく聞こえました。

　私は空っぽになった心をどうにかしようと膝ひざを抱かかえ、唇くちびるを嚙かみ締しめて涙なみだをこらえました。

　拒きよ絶ぜつされたことが悲しいのか、お父様が多額の借金を抱えていたことが悔くやしいのか情けないのか、大切な弟の将来が一時的とはいえ守られたことへの安あん堵どか、もう何が何だか分かりませんでした。

　一カ月ほど前、婚約式を行った教会でお父様が何度も旦那様に「病弱で役立たずな娘でいいのか」と尋たずねていたのを思い出しました。お父様は私ではなく溺でき愛あいする姉様をクレアシオン王国の英雄であり大貴族のスプリングフィールド候に嫁とつがせたかったからです。

「上の娘に比べて不器量な上に病弱で、引きこもっていたからろくに社交もできない役立たずの娘だがそれでもいいのか、上の娘の方がそれはそれは綺麗で淑しとやかで」と言い募つのるお父様の言葉に、旦那様はただ一言「私はその娘が良い」と言って下さいました。咄嗟に顔を上げた先で鮮やかな青い瞳が私を見つめていたのをはっきりと覚えています。

　あの時、望まれて結婚するのだと私は涙が出そうになって、胸に感じたこともない温かな感情が去来しました。

　私はこの結婚に僅かでも期待や希望というものを抱いだいていたのだと今になって気付きました。少しは愛してもらえるのではないか、そう願っていたことに気付いてしまったのです。あの時の温かな感情は、きっと「幸せ」だったのでしょう。

「……馬ば鹿かね、リリアーナ。私なんかが愛されるわけがないのに……」

　自分で吐はき出した言葉が空っぽになった心にすとんと落ちて、ぴったりと収まりました。

　結婚するにあたって面倒がなく都合の良い私が良かったのです。

　けれど、まさかお父様が三〇〇〇万リルなんて途と方ほうもない額の借金を抱えていたとは知りませんでした。それを私という娘を一人貰もらうだけで肩代わりして頂けるなんて旦那様はとても優やさしい方です。

　私はひとりぼっちの寝しん室しつで、ならばせめてその優しい旦那様が望むような妻飾りであろうと決意しました。

　幸いなことに与あたえられたお部屋は、実家の私のお部屋よりずっと広くて家具も素す敵てきですし、旦那様のお部屋以外であれば屋敷の中や庭を散策をしてもいいと言って下さいました。小さな部屋の中しか知らなかった私にしてみれば、とても大きくて素敵な変化です。

　自分をそう奮い立たせて、私は顔を上げました。

　これが私と旦那様の結婚初夜の出来事でした。







[image: ]




　私は、ふぅと息を吐はき出して糸の始末をつけ、余分な糸をハサミで切りました。

　出来上がったのはクッションカバーです。夏の花々をあしらった刺し繡しゆうは彩いろどり鮮あざやかな糸のお蔭かげでとても綺き麗れいにできました。侯こう爵しやく家けが運営する孤こ児じ院いんのバザーに出して運営費の足しにしてもらうのです。刺繡をはじめとしたお裁さい縫ほうは、これといった取とり柄えのない私の唯ゆい一いつの特技で、侯爵家のためにできることといえばこれくらいしかありません。

　旦だん那な様と結けつ婚こんして侯爵家に嫁とついできて、早いものでもう一年が経たちました。

　大陸の西に位置するクレアシオン王国は広く豊かな領土を持ち、戦争が終結して数年がたった今はとても平和で穏おだやかです。

　旦那様は王国の守護の要かなめである王家直属のヴェリテ騎き士し団で王都を護まもる第一師団の師団長を務めておられます。その上、王国の英えい雄ゆうでもある旦那様は次期騎士団長としても期待されているのです。

　ですが、その分、お仕事が途と方ほうもなくお忙いそがしいらしくこの一年間屋や敷しきへ帰って来られたのはほんの数回で、屋敷に滞たい在ざいする時間も短くお会いすることはありませんでした。最近も遠方への視察に一カ月ほど出かけられていて、こちらに戻もどられたのは五日前のことです。

　この一年、私は妻として何の役にも立っていません。姉のように美しいわけでもなく、ぱっとしない淡あわい金の髪に曇くもり空ぞら色の瞳ひとみでとても地味です。一応は伯はく爵しやく令れい嬢じようだったのですが、引きこもっていた私は令嬢として必要な知識も教養も最低限しかなく、実の母は私が産まれた半年後には天国に行ってしまったので後うしろ盾だてもありません。

　世間知らずで旦那様にとって都合が良いという利点があったとしても、三〇〇〇万リルという大金を支し払はらってまで妻として迎むかえ入れるには欠点が多すぎます。

　けれど、旦那様は私にとても良くして下さっています。

　私の趣しゆ味みが裁縫だと侍じ女じよに伝えた翌日には立派な裁縫道具を用意してくれました。それにこの屋敷の中で旦那様の書しよ斎さいと寝しん室しつ以外は自由に歩き回れますし、なんと、お庭に出たって怒おこられないのです。エルサと一いつ緒しよにお庭をお散歩するのは私のひそかな楽しみです。

　実家にいた頃ころは一週間に一度書庫に行く時か、両親や姉に呼び出された時だけしか部屋から出ることは許されていませんでしたので、とても新しん鮮せんです。

　ですので、私は旦那様にとてもとても感謝しております。

　私はもともと両親に疎うとまれておりましたので、伯爵家ではひっそりと生活しておりました。幼い頃に、わけあって貴族令嬢として何の価値もなくなってしまったのですが父と継まま母ははは私を捨てるようなことはありませんでした。とはいえ貴族令嬢として価値のない娘むすめを持て余していたのは事実ですから、私は書庫に出入りする以外は基本的には屋敷の片かた隅すみに与あたえられた部屋で過ごすように命じられておりました。

　異母姉あねは私を嫌きらっていますが、七つ下の異母弟おとうとのセドリックは部屋に引きこもってばかりいる私を心から慕したってくれて、両親や姉の目を盗ぬすんで私の部屋に来てくれました。使用人たちは、私を憐あわれんでくれたのかセドリックが可愛かわいかったのかそのことについては目こぼししてくれていたので、留守がちだった両親と姉は知りません。

　私の結婚が決まった時、セドリックは寂さびしそうにしていましたがあの子だけがお祝いの言葉をくれました。

　今も月に一度だけ手紙が届きます。私に会いたいと言ってくれる弟に応えたい気持ちはありますが、私は侯爵家に嫁いだ身、旦那様の許可なく実家に帰ることも、客人を招くこともできません。何より私の両親は、セドリックが私と会うのを許さないでしょう。

　私が侯爵家に嫁いで抱かかえている心配事は、大事なセドリックのことだけです。寂しい思いをしていないか、哀かなしい思いをしていないか、それだけが心配なのです。

「……セドリック」

　口の中だけで愛を込めてその名を呼びます。記憶の中のあの子は、嬉うれしそうに笑っていて胸が切なくなりました。

　コンコン、と控ひかえめなノックの音に私は思考の渦うずに吞のまれていた意識を引き上げて、どうぞ、と答えて顔を上げました。

「失礼いたします。奥おく様さま、午後のお茶をお持ちしました」

　入って来たのは、私の専属侍女であるエルサでした。

　エルサは、いつも亜あ麻ま色いろの髪を一分の隙すきもなく後ろでまとめ、シックなメイド服もきっちりと着ています。他のメイドさんの首元のリボンは白ですが、白百合しらゆりの刺繡が入った赤いリボンは私の侍女であるという特別な証あかしです。

「本日は、奥様の好きな苺いちごのタルトを料理長が作ってくれたんですよ」

　エルサがにこりと笑って、私の前にお皿を置いてくれます。艶つや々つやの赤い苺に白い生クリームが綺麗で、見ただけで美お味いしいと分かる逸いつ品ぴんです。

「ありがとうございます。フィーユ料理長さんにもお礼をお伝えして下さいね」

「はい。奥様、失礼いたしますね」

　そう言ってエルサも私の向かいのソファに腰こしを下ろしました。彼かの女じよの前にも私のものと同じ苺のタルトと紅茶が置いてあります。

　本来は、侯爵夫人と侍女が席を共にするなどありえないことです。侍女に対して丁てい寧ねいすぎる口調であることも咎とがめられることです。

　けれど、これらが許されているのはエルサや他の使用人さんたちの優やさしさなのです。

　屋敷に来た当初、こうしてお茶を出されても私は口を付けることができませんでした。キラキラとまるで宝石のように美しいタルトをどうやって食べれば良いか分からなかったのです。実家にいた頃の食事はパンとスープだけだったので、見たことしかない豪ごう華かな食事と左右に並ぶ沢たく山さんのカトラリーの使い方がさっぱり分からず、粗そ相そうをしてしまうのではと恐おそろしくて食事ができなくなってしまったのでした。

　他にも使用人に敬けい称しようを付けて呼んだり、敬語を使ったりしないようにと侯爵家家令のアーサーさんに初日に注意され、非常に情けないことに口を利きくこともできなくなってしまいました。伯爵家では、使用人に対しても敬称を付け、敬語を使わなければ両親に酷ひどく怒られるのです。あの怒ど声せいと恐きよう怖ふと痛みを体が覚えていて、私は彼かれらを呼ぶことも、何かを頼たのむことも、返事をすることもできなくなってしまったのです。

　そんな私を助けてくれたのは、他ならない侍女のエルサでした。

　あの結婚初夜に肌はだを見られたくなくて、入浴と着き替がえの手伝いを泣きながら拒こばんだ私を心配してくれたエルサは、親身になって私に尽つくしてくれました。

　まるで姉のように尽くしてくれるエルサに私は一カ月ほど経って、漸ようやく心の内の恐怖や痛みを説明することができたのです。情けなさに泣いてしまった私をエルサは抱だき締しめてくれて、敬語でも何でもいいから話してほしいと言ってくれました。更さらには自分が教えるからと、こうしてお茶や食事を共にしてくれるようになりました。

　エルサがいなければ、私はどうなっていたか分かりません。エルサは今では私にとってかけがえのない存在です。

「……美味しいです。苺がとっても甘あまくて、カスタードクリームも濃のう厚こうですね」

「料理長が自画自賛しておりましたから。今日の夜は、奥様の大好きなじゃがいものポタージュを作ると張り切っていましたよ」

「本当ですか？　とても楽しみです」

　私は、ふふっと笑ってタルトを小さく切り分けて口へと運びます。じゅわっと広がる苺の果か汁じゆう、カスタードクリームと生クリームは苺の酸味を包つつみ込んで美味しさを引き立ててくれます。クッキー生き地じのタルトもざくざくとした食感が楽しいです。

　エルサが説明してくれたのか、厳しかった執しつ事じのアーサーさんも優しくなって私の無作法を目こぼししてくれています。もちろん、少しずつ淑しゆく女じよとしてのマナーは学んでおりますが、要領が悪いのかなかなか上手にはできないのです。ですが他の使用人さんたちもとても優しくて、私は侯爵家に嫁いできて良かったと心から思っています。

　旦那様に愛してもらうことは叶かないませんでしたが、その分、たとえ同情であったとしても優しい使用人さんたちがいてくれるだけで私は充分、幸せなのです。

「フレデリックときたらまたワンピースを買って来て、次の休みこそ出かけようと果たせもしない約束をするのですよ？　そうやってため込まれたワンピースやドレスが何着あると思っているのでしょうか」

　ぷりぷり怒っているエルサは、いつもの大人びた彼女よりもずっと可愛らしくて少女のようです。

　私より五つ年上のエルサは執事のフレデリックさんと結婚しています。フレデリックさんは彼女より五つ年上で、旦那様と同じ二十六歳。旦那様の乳ち兄きよう弟だいでもあります。

　幼馴染だったという二人はその分遠えん慮りよがないのかよく喧けん嘩かをしますが、聞いている側からすればそれはただの痴ち話わ喧げん嘩かです。言うと「違ちがいます！」と全力で否定してくるので言いませんけど。

「ふふっ、エルサとフレデリックさんは本当に仲が良いですね」

「奥様、私は仲の良よし悪あしの話はしておりません。殿との方がたの中身を伴ともなわない約束にはお気を付け下さいませ、と経験を踏ふまえて助言申し上げているのです」

　エルサがむっとしたような顔で言いました。くるくると表情の変わるエルサは、見ているだけでも楽しいです。

　私は、彼女のことは敬称を付けずに呼ぶことに成功しています。達成するまでに三カ月もかかりましたが初めて自然に呼べた時、とても褒ほめてくれたので、すんなりと彼女のことだけは呼べるようになりました。とはいっても口調を直すのはまだまだ難しいです。

「それにしてもよく降る雨ですね」

　エルサが窓の外に顔を向けて言いました。それにつられるようにして私も窓のほうへ顔を向けます。お茶をいただく前よりも少し雨あま脚あしが強くなったような気がします。

　すると不意に外から騒さわがしい声が聞こえてきて、私とエルサは顔を見合わせました。立ち上がったエルサが窓から外を覗のぞき込み、驚おどろいたような顔で振ふり返かえります。

「旦那様が戻られたようです。玄げん関かんに馬車が停とまっております」

「ど、どうしたらいいのでしょうか」

　急なことに動どう揺ようを隠かくせません。見送りも出迎えもしなくていいとは言われていますが、こんなに早い時間に帰ってきたのは結婚してから初めてです。

「確かく認にんして参りますので、奥様はここで……」

　トントントンとやけに焦あせったようなノックの音がエルサの言葉を遮さえぎりました。

「フレデリックでございます。奥様、入室の許可を」

「ど、どうぞ……」

　フレデリックさんは先ほど話題に上ったエルサの夫です。執事とはいっても、この屋敷ではなく旦那様に専属で仕えているので会うことはほとんどありません。

　ガチャリとドアを開けて入って来たフレデリックさんは、端たん正せいな顔に焦しよう燥そうと困こん惑わくを浮うかべていました。

「奥様、落ち着いて聞いて下さい」

　ただならぬ雰ふん囲い気きに、すぐにエルサが隣となりにやって来て私の手を握にぎり締めてくれました。その温ぬくもりに、私はどうにか背筋を伸のばしてフレデリックさんの言葉を待ちます。

「旦那様が訓練中にお怪け我がをなさいました。命に別状はありませんが、転んだ拍ひよう子しに頭を打って……少々、問題が起きてしまったのです」




　フレデリックさんを先頭にエルサと一緒に旦那様の寝室に向かいました。中へ入りベッドへと歩み寄って、倒たおれそうになるのをエルサに支えられながら私はぐっと耐たえました。

「……貴女あなたは、誰だれですか？」

　頭に白い包帯を巻いた旦那様は、私の顔を見て申し訳なさそうにそう言いました。

「旦那様、いくら何でも酷すぎます。普ふ段だんから奥様をほったらかしにしている上に、そんな……っ！」

　エルサが声を荒あららげると慌あわてたフレデリックさんが彼女の口を手で塞ふさぎました。

　私たちは答えを求めてベッドの傍そばに控えていた家令のアーサーさんに顔を向けました。

　ロマンスグレーの髪を後ろに撫なで付け、きっちりと燕えん尾び服ふくを着こなすアーサーさんは、普段の冷静な彼らしくなく、エルサと同じ紺こん色いろの瞳に困惑を滲にじませています。瞳の色が同じなのはアーサーさんとエルサが親子だからです。

「どうやら旦那様は、頭の打ちどころが悪く、記き憶おくを失われてしまったようなのです。奥様のことはおろか、ご自分のこともご家族のことも、ご友人のことも私共使用人のことも覚えていないようなのです」

　予想していなかった事態に私もエルサも声も出ませんでした。

「フレデリック、モーガン様を呼んであるから、下で迎えてすぐにお連れするように」

「はい。……エルサ、発言には気を付けるように」

　フレデリックさんは、エルサにしっかり釘くぎを刺さしてから侯爵家お抱え医師のモーガン先生をお迎えに部屋を出て行きました。

　私は改めて旦那様に向き直ります。久しぶりに見た旦那様は、なんだか酷くお疲つかれのご様子で目の下に隈くまがありますし、心なしか少しやつれたようにも見えました。

　けれど、あの冷たい表情はそこにはなくて困り果てた顔をしていました。いつもはちょっと怖こわいと思ってしまっていたのですが、今日の旦那様はセドリックと同じ小さな子どものように見えます。自分が誰か分からず、周りの人間のことも分からない今の旦那様の心境を思えば、どれほど心細いことでしょうか。

　私は、こっそりと深呼吸を繰くり返かえしてから意を決して旦那様に声を掛かけました。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ。旦那様」

　そう言ってから、何を言っているのでしょうか、と泣きたくなりました。

　大丈夫じゃないからこんなことになっているのです。もっと他に気の利いた言葉をと頭を悩なやませていると、無意識にスカートを握っていた手が温かいものに包まれました。驚いて見れば、そこには旦那様の手に包まれた私の手があります。

　旦那様の手が私の手を握っている、というありえない事実に私は固まってしまいました。

「貴女のような麗うるわしい女性が私の妻だとは、本当ですか？」

「ひえっ」

　淑女にあるまじき変な声が出てしまいました。普段なら「奥様」とやんわりと窘たしなめてくれるアーサーさんもぽかんと口を開けて旦那様を見ています。

　固まる私を他よ所そに旦那様は、私の手の甲こうに触ふれるだけの口づけを落としました。

「どうか貴女の名前を教えて頂けませんか？」

　私はどうしてよいか分からず、助けを求めてエルサを振り返りました。エルサは、すぐに「大丈夫ですよ」と私の背を撫でてくれました。その手に勇気を貰もらい、スカートを摘つまみ、腰を折り、淑女に見えるように精せい一いつ杯ぱい上品に頭を下げました。

「リリアーナ・カトリーヌ・ドゥ・オールウィン＝ルーサーフォードと申します」

　嚙かまずに言えて良かったと安あん堵どして体を起こすと再び旦那様に手を取られました。

「リリアーナ」

　結婚して初めて私は旦那様に名前を呼ばれました。

　その上、手まで握られて、ぐいっと引っ張られたかと思えば、どういうわけか旦那様の隣に腰掛けておりました。

「だ、旦那様……？」

　一体、何が起こっているのか全く分かりません。エルサもアーサーさんも助けてくれる気配がありません。

「リリアーナ、私は妻である貴女のことも忘れてしまった薄はく情じような夫ですが、見限らずにいて下さいますか？」

　ぐいっと肩かたを抱かれて、下から覗き込むようにして旦那様がおっしゃいました。

　空と同じ鮮やかな青の瞳に顔を真っ赤にした私が映り込んでいるのを見つけて、ますますいたたまれなくなり、逃にげるように顔を俯うつむけて、自分を落ち着かせるためにそっと息を吐き出しました。

「私が、旦那様を見限るなんてことはありません」

　その逆のことはこれから先、起こりうる可能性は充分にありますが、お飾りでしかない妻に何一つ不自由のない生活をさせて下さる心優しい旦那様を私が見限るなんてことだけは絶対にありえません。

「貴女はなんと心優しい人だろう。ありがとう、リリアーナ。その言葉だけで私の心細さはどこかへと行ってしまったよ」

　旦那様がふっと微笑ほほえまれました。その言葉通り、旦那様の目には隠しきれなかった安堵が滲んでいるのを見つけてしまいました。
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　もしも、私が旦那様の立場だったらと考えて胸が苦しくなりました。自分がどこの誰かも分からず、声を掛けてくる全ての人が記憶にない。見知らぬ部屋で見知らぬ人に囲まれる。それはどれほど恐ろしいことでしょうか。そんな中で「妻」という使用人とも友人とも違う肩書を持つ人間に縋すがりたくなるのは当然なのかもしれません。

　こんな頼たよりがいのない妻で申し訳ない気持ちもありますが、普段の恩を返すためにも私は旦那様にできる限り、安心して下さいという意味を込めて微笑みかけました。

「貴方あなたのお心をほぐすことができたのならば、何よりでございます。至らぬ点ばかりの妻ですが、私はお傍におりますので何なりとお申し付け下さいね」

「……ありがとう、リリアーナ」

　旦那様は嬉しそうに笑って下さいました。

　そして、旦那様がもう一度口を開こうとした時、コンコンとノックの音がしてフレデリックさんが主治医のモーガン先生を連れて来てくれました。

　モーガン先生は、アーサーさんと同い年くらいのおじ様です。白髪しらが交じりの鳶とび色いろの髪と口ひげ、丸い眼鏡がトレードマークでいつも優しくにこにこしているのです。私が食事もできず、口もきけず、熱を出しては寝ね込こんでいた頃ころにとってもお世話になりました。

「旦那様、こちらは旦那様がお生まれになる以前から当家の主治医として尽くして下さっているモーガン様でございます」

　フレデリックの紹介を聞いた旦那様は、じっとモーガン先生を見て何か記憶に引っ掛かるところはないかと探さぐっていたようですが、すぐに残念そうにため息を零こぼされました。

「すまない、貴き殿でんのことも分からない……」

「いえいえ、無理に思い出そうとしてはいけません。頭というのはとても繊せん細さいにできていますからね。……それにしてもいつの間にやら奥様と仲良くなられたのですね」

　旦那様と手を繫つなぎ、寄より添そうように座すわっている私に気付いて、モーガン先生は顔を綻ほころばせました。

「ち、違うのです……これはっ」

　恥はずかしくなって慌てて立ち上がろうとするのですが、旦那様がそれを許してくれません。力強い腕うでに肩を抱かれてしまい、ますます旦那様と密着してしまいました。騎士らしい筋肉に覆おおわれた旦那様の体はとてもがっしりとしています。

「傍にいてくれ、リリアーナ」

　耳元で蕩とろけるように甘く低い声で囁ささやかれ、私はびっくりしすぎて腰が抜ぬけてしまい旦那様に寄り掛かるような格好になってしまいました。そして私の顔は隠しようもないくらいに赤く染まっているに違いありませんでした。

　モーガン先生は、そんな私に顔を綻ばせると「仲がよろしくて何より」と言って、鞄かばんをフレデリックさんに預けて中から聴ちよう診しん器きを取り出しました。

　旦那様が寝ね間ま着きのボタンを外しましたので、私は慌てて視線をあらぬ方へ向けました。その先にいたエルサがニヤニヤしていましたので今度は顔を俯けました。

「ふむ、お体のほうは問題なさそうですな。それでは旦那様、頭を打ったとのことですので、少し別の検査をしますよ」

　そう言ってモーガン先生は、旦那様に指を見せて本数を答えてもらったり、蠟ろう燭そくの光を左右に動かして眼球の動きを確かめたり、他にも様々な質問をなさいました。

　だんだんと分かってきたのは旦那様には、王国や侯爵家の歴史、地理に関すること、文字の読み書き、馬の乗り方といった日常生活を送る上で必要な知識は何一つ欠けていませんでした。人に関する記憶だけがごっそりと抜ぬけ落おちてしまっているのです。

「旦那様は足を滑すべらせて転んだのですよね？」

　モーガン先生がフレデリックさんに尋たずねます。

「雨天を想定した訓練を騎士団の敷しき地ち内にある屋外訓練場で行っていたのですが、攻こう撃げきを避よけた折、雨にぬかるんだ地面に足を取られ、転んだ先にあった石に頭を強打したのです。気絶した旦那様はすぐに医務室に担かつぎ込まれました。三十分ほどして目が覚めたのですが、私を見るなり「誰だ」とおっしゃいまして、これは一大事だとすぐに屋敷に。幸いその場には私と団長閣下と副師団長しかおらず、他の者には知られておりません」

　振り返って見ると確かに旦那様の頭には白い包帯が痛々しく巻かれています。

「あまり見ないでくれ、リリアーナ」

　旦那様はそう言って、そっぽを向いてしまいました。

「も、申し訳ありません、不ぶ躾しつけでした……っ」

　私は慌てて視線を自分の膝ひざに移しました。

「ち、違うよ、リリアーナ。君を責めたわけではない」

「いえ、私が失礼をいたしました。お許し下さいませ」

　旦那様に怒られるのは、綺麗なお顔や大きなお体と相まって迫はく力りよくがありますので恐ろしいです。私は身を小さくして、もう一度許しを請こいました。するとどうしたことか、いきなりぐいっと強い力で肩をより一層抱き寄せられて、気が付いた時には旦那様の腕の中におりました。旦那様のものと思われる青々とした木々のような爽さわやかなコロンの香かおりが鼻先をかすめていきます。

　ぽんぽんとまるで幼子にするように旦那様の大きな手が、私の背中を撫でて下さいます。

「すまない、言葉が足りなかったな。君を忘れた理由が転んで頭を打ったからだなんて恥ずかしすぎるだけだ」

「お、怒っておられないのですか？」

「怒ってなどいない。だから、そう怯おびえないでくれ、大丈夫だから」

　よしよしと大きな手が私の頭を撫でて下さいます。大きな手はとても温かく、優しいです。私は怒られたわけではないと知って、ほっと息を吐き出しました。旦那様の腕の中は力強く、そして温かい場所でした。

　ですが、そう自覚した途と端たん、抱き締められているという事実にも気が付いて、慌てて体を離はなそうとしますが、いくらその厚い胸を押おしても旦那様はびくともしません。

　そしてやっぱり誰も助けてくれません。何な故ぜか、エルサもフレデリックさんもアーサーさんもモーガン先生も、皆みなが私と旦那様を見てニヤニヤしているような気がするのです。

「だ、旦那様、放して下さいませ」

「嫌いやだ。君は私の妻だろう？」

「そ、それは、そうなのですが……っ」

　私は極限まで自分の顔が赤くなっているのが分かりました。

「私は君の心ここ地ちよい温もりさえも忘れてしまったのか」

　私はびっくりしすぎて変な声が出そうになり慌てて旦那様の胸に顔を押し付けました。

「お言葉ですが旦那様」

　エルサの冷たい声が後ろから聞こえてきました。

「旦那様は奥様のお名前しか知らないはずでございます」

　エルサの言葉の意味が分からずに旦那様が首を傾かしげたのが分かりました。

「結婚してからこの一年、旦那様は仕事仕事で奥様と夜を共にしたことは一度もございません。結婚した日ですら、式の直後、騎士団の制服に着替えてそのまま出勤なさいました」

「まさか……だって披ひ露ろうパーティーがあるだろう？」

　旦那様の声は信じられないと言わんばかりです。

　その問いに答えたのは、エルサではなくアーサーさんです。

「ほとんどの貴族の皆様が領地に戻られてしまっている季節だったこともあり旦那様はする意味がないとおっしゃったので行っておりません。結婚式自体も私とフレデリック、エルサ、副師団長殿どのしか出席しておりません」

　副師団長様は、旦那様の親友であり、なんとクレアシオン王国の王太子殿でん下かなのですが結婚式ではヴェールも下ろされたままでしたし、極度の緊きん張ちように苛さいなまれていたのでお姿は覚えていないのです。

　旦那様は、衝しよう撃げきのあまりに声も出ないといったご様子でした。

「ですので、奥様を返して下さいませ」

　言うが早いか、私は気が付くとエルサの腕の中におりました。

「エ、エルサ？」

「奥様、フレデリックが失礼いたします」

　何故かフレデリックさんに耳を塞がれてしまいました。

　そして、エルサは旦那様に向けてにっこりと綺麗に笑いました。口がぱくぱく動いているので何かを言っているようです。

「……以上ですわ、旦那様」

　フレデリックさんの手が外された後に聞き取れたのはそれだけでした。

　振り返ると旦那様は、この世の終わりみたいな顔で項垂うなだれています。一体、エルサに何を言われたのかと声を掛けようとしたのですが、それは阻はばまれてしまいました。

「さあ、奥様。旦那様はこれからもっと精密な検査がありますので、一度、私とお部屋に戻りましょうね」

「で、でも旦那様が……」

「ああ、奥様はなんとお優しい！　でも良いのです、旦那様は少々、過去のご自分と対話しているだけでございます。それに頭を打っているのですからこれ以上馬ば鹿か……ではなく、これ以上、困ったことにならないようにモーガン先生に診みて頂かないといけません。ですので、邪じや魔まにならないようにお部屋に戻りましょう」

　私は、エルサの言葉に素す直なおに頷うなずき、旦那様に向き直りました。

「旦那様、モーガン先生はとても素す晴ばらしいお医者様です。ですから、不安なことがありましたら、すぐに先生に相談するのが一番です」

　ああ、と力なく頷く旦那様は、お可哀想かわいそうに顔色があまりよろしくありません。

「モーガン先生、旦那様をどうかよろしくお願いいたします」

　私はモーガン先生に深々と頭を下げました。

「奥様。旦那様のことは私にお任せ下さい」

「落ち着いたらフレデリックがご報告に参りますので、それまではお部屋で心を休めていて下さい」

　モーガン先生の優しいお言葉とアーサーさんの心こころ遣づかいに感謝を述べて、私は旦那様に頭を下げてからエルサと共に旦那様の寝室を後にしました。
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「お言葉ですが旦那様」

　私は顔を上げて侍女を見る。

「旦那様は奥様のお名前しか知らないはずでございます」

　その言葉の意味が分からず、私は首を傾げた。すると侍女は、形の良い眉まゆを不ふ愉ゆ快かいそうに寄せて口を開いた。

「結婚してからこの一年、旦那様は仕事仕事で奥様と夜を共にしたことは一度もございません。結婚した日ですら、式の直後、騎士団の制服に着替えてそのまま出勤なさいました」

「まさか……だって披露パーティーがあるだろう？」

　侍女の言葉が信じられず、私はそう問いを重ねた。

　私の問いに答えてくれたのは、侍女ではなく初老の執事だったが先ほどまでとは打って変わって、冷たい眼まな差ざしで披露パーティーをしなかった理由を教えてくれた。

　彼の紡つむぐ言葉が信じられず、けれど先ほどの違い和わ感かんの正体に気付く。

　夫に挨あい拶さつするだけだというのにリリアーナは何故か怯えていたのだ。

　いや違う。リリアーナはずっと怯えている。普段から仲の良い夫ふう婦ふだったらあんなふうに怯えることはないだろう。

「ですので、奥様を返して下さいませ」

　気付いてしまった事実に私が固まっている間にリリアーナは、侍女の腕の中に奪うばわれる。

「エ、エルサ？」

「奥様、フレデリックが失礼いたします」

　にっこりと笑った侍女はフレデリックというらしい若い執事にリリアーナの耳を塞がせると私に顔を向けて、極ごく上じようとも言える美しい笑えみを浮かべた。

「女嫌いで有名な旦那様は、ご自分の都合だけで奥様と結婚したのです。そして、この一年、貴方はご自分で娶めとった癖くせに妻がいるのが嫌だと屋敷にほとんど帰ってこなかった。初夜だって、奥様と少し話をしてすぐにお仕事に戻られたのです。奥様がこの一年、どれほど心細い思いをしていたかも知らず、自分の身勝手さを省かえりみもせず屋敷に閉じ込めておいたくせに記憶がなくなってから奥様の魅み力りよくに気付くなんて遅おそすぎです。ふざけんのもいい加減にしろよ、節操なしの糞くそ野や郎ろうが」

　私はぱくぱくと喘あえぐように唇くちびるを震ふるわせた。

　けれど侍女の口は止まらないし、止めるべき執事二人は聞こえないふりをしている。

「奥様を泣かせたら屋敷から追い出されるのは、あ・な・た、ですからね。そのどうしようもない脳みそにしっかり刻み込んでおいて下さいませ……以上ですわ、旦那様」

　フレデリックの手が外れてリリアーナが振り返ったが私は自分が信じられずに項垂れた。

　侍女の言葉が本当ならば、私は間ま違ちがいなく最低な夫だった。リリアーナが心配してくれていることは寧むしろ奇き跡せきだ。

　彼女の言葉からは、心からこんな夫を案じてくれているのが伝わってきて、私はますます罪悪感に押し潰されそうになった。

　妻の細い背がドアの向こうに消えて、部屋の中が沈ちん黙もくに包まれる。それを破るように私は一いち縷るの望みをかけて「すまないが……」と初老の執事に声を掛ける。

「はい。いかがなさいました」

「あの侍女の言葉は、本当か……？」

「ええ、エルサの言葉は全て本当ですし、私の言葉も本当です。旦那様は奥様と結婚されてからのこの一年、誰に何を言われても奥様をずっと放置して、ろくに言葉を交かわしたことさえもありません」

　この見るからに冷静で厳格そうな執事も怒っているのだと、言葉の端はし々ばしからひしひしと伝わってきた。

「……彼女は……リリアーナは私を嫌っているのだろうか？」

　呆あきれるほど弱々しい声の問いかけの返事は、是ぜではなく否だった。

「いえ。奥様は怯えてはいらっしゃいますが、旦那様を嫌っても憎にくんでも疎んでもおりませんよ。心優しい奥様は、何不自由ない暮らしをさせてもらっているといつも旦那様に感謝していらっしゃいます。ただ、奥様が旦那様を男性として好ましく思っているか否いなかと聞かれるのなら、それは否でございますが」

　その言葉に私は失意の下、布ふ団とんに倒れ込んだ。

　執事の言葉通り、リリアーナはこの部屋の中に入ってきた瞬しゆん間かんから出て行くその時まで、確かにずっと私の身を案じてくれていた。だが、それはある意味彼女にとっては義務なのだ。会うことがなくとも戸こ籍せき上は夫なのだから心配の一つ二つしてくれるのは当たり前と言えば当たり前のことだった。私を好きか嫌いかなんて、そもそも彼女の中にその選せん択たく肢しが存在していないのだ。

　その事実に頭を抱えた私に、執事二人と医師から三人分のため息が零されたのだった。







[image: ]




「モーガン先生、あの……旦だん那な様は、やはりどこかお加減が悪いのですか？」

　旦那様が記き憶おくを失ってから早六日が経たちました。

　モーガン先生はこの六日間、ずっと屋や敷しきに滞たい在ざいして下さり、旦那様の治ち療りようと経過観察を入念に行って下さっています。

　幸い旦那様は記憶喪そう失しつになった以外、お体の不調はありませんでした。ですが極度の過労と診しん断だんされ、一週間はベッドの上で過ごすようにと先生に厳命されてしまいました。

　ゆっくり休んで頂きたいので、私は午前中に少しだけお顔を見に行きお話をするだけでしたが、旦那様はみるみるうちに回復して、ご飯もよく食べて、よく眠ねむったお蔭かげで顔色も随ずい分ぶんと良くなり、お肌はだや髪かみにも艶つやが戻もどりました。

　モーガン先生は、エルサの淹いれた紅茶を飲みながら大だい丈じよう夫ぶと柔やわらかに首を横に振ふります。

「旦那様の経過は順調ですよ。もともと、子どもの頃ころから風か邪ぜも引かない丈じよう夫ぶな方ですからね。少々、打ち身や擦すり傷きずもありましたがもうすっかり綺き麗れいに治っていますよ」

「そう、ですか……お元気なら良かったです」

　私はほっと胸を撫なで下おろしました。

「ただ記憶のほうはまだ戻る気配がありませんが……この数日間、観察した結果を踏ふまえて奥おく様さまにも詳しよう細さいをお話しさせて頂きたく、今日はお時間を頂ちよう戴だいしたのですよ」

　そう告げるモーガン先生に私は姿勢を正します。

「奥様、記憶とは家で例えると柱のようなものです。この屋敷にも立派な柱がありますが、柱がしっかりしているからこそ嵐あらしが来ようとも屋敷はびくともしませんでしょう」

　モーガン先生は、できるだけ分かりやすい言葉を選んでゆっくりと話して下さいます。

「旦那様の場合は、その大事な柱が脆もろくなり傾かたむいてしまっている状態なのです。それはとても危ない状態で、屋根や壁かべを支えるには心こころ許もとない。ほんの少し風が吹ふけば倒たおれてしまうやもしれません。気き丈じようにしておられますが、やはり自分が誰だれか分からないというのは大変、不安なことでしょう」

「……記憶は、戻らないのですか？」

「こればかりは誰にも分かりません。記憶喪失というものは薬では治りませんからな。今夜戻るかもしれないし十年後かもしれないし、或あるいは一生戻らないかもしれません。戻るとしても一部だけなのか全部なのかも分かりません。旦那様の場合は、頭の打ちどころが悪かったのですが……それにしては少々、綺麗さっぱり忘れすぎているのです」

「忘れすぎ、ですか？」

　言葉の真意が分からず、私は首を傾かしげました。

「記憶の混こん濁だくというのは、頭をぶつけたり、事故に遭あったりすると割と頻ひん繁ぱんに起こることなのです。脳というのは繊せん細さいで、それでいて大おお雑ざつ把ぱですからね。大たい抵ていは事故前後のことや、そこから数年くらい前のことを忘れてしまうくらいなのですが……旦那様の場合は二十六年分の記憶が綺麗さっぱりなくなっています。けれど、その間に得た知識は残っていて、別に赤ん坊ぼうのように無知になったわけではない。ここが少々、異常な点なのです。それに記憶喪失というのは辛つらかったり、哀かなしかったりする記憶を消して心を保とうとする自己防衛の一種でもあるのです」

　モーガン先生が困ったように眉まゆを下げられました。

　モーガン先生の言葉から察するに旦那様は、何かとても辛いことか哀しいことがあったということなのでしょうか。

　いつも温和な先生の困った顔はあまり見たことがなくて、なんだか不安になってしまいスカートをぎゅうと握にぎり締しめました。すると細く温かい手がそっと私の手に重ねられ、顔を上げれば隣となりに腰こし掛かけたエルサが心配そうに私の顔を覗のぞき込んでいました。

「大丈夫ですよ、奥様。何があろうとこのエルサがお傍そばにおりますから」

「ありがとうございます、エルサ。……申し訳ありません、先生、続きをお願いします」

　モーガン先生は、エルサと同じように心配そうに私の顔を見た後、一度、紅茶で喉のどを潤うるおしてから口を開きました。

「ここから先の話は、私の推測でしかないことを最初に申し上げておきます。……旦那様は頭を打った際にもしかしたら、全てを忘れてしまいたいと願ったのかもしれません」

　予想外の言葉に私はエルサを振り返りました。けれど、エルサはどこかもどかしげな表情を浮うかべてモーガン先生を見つめていました。

「生憎あいにく、私が記憶喪失になる前の旦那様と最後にお会いしたのは、半年も前のことです。森の方に出向かれるとのことで毒どく蛇じや用の薬と虫刺さされの薬を処方して簡単な診しん察さつをさせて頂いただけです。……ここ最近は、何か変わったことはありましたかな？」

「……申し訳ありません。私は旦那様のことは何も、本当に何も知らないのです。エルサ、何か心当たりはありませんか？」

　エルサは、逡しゆん巡じゆんするように目を伏ふせ、暫しばらくして首を横に振りました。

「最近の旦那様はほとんどこちらには戻られませんでしたのでフレデリック、或いは副師団長様か師団長専属の事務官の方々や同どう僚りようの騎き士しの皆みな様さまのほうが何か知っているかと」

「そうですか。憶おく測そくとはいえ、もし何かしらの原因があるのなら、やはり無理矢理記憶を取り戻そうとするのが一番いけません。旦那様にも言い聞かせましたが、無理に思い出そうとすれば心がそれを拒きよ否ひして心身に何らかの影えい響きようを及およぼしかねません。ですが……ふむ……そうだ、奥様」

　エルサの答えに何かを考え込むようにしていたモーガン先生が不意に顔を上げました。そこにはいつもの穏おだやかな笑えみが浮かんでいましたが、その次に紡つむがれた言葉はとても驚おどろきに満みち溢あふれていました。

「この機会に、少しだけでも旦那様と向き合ってみませんか？」

　思いがけない提案に私は暫く言葉を見つけられず、ただ茫ぼう然ぜんとモーガン先生を見つめることしかできません。

「奥様、奥様、お気を確かに」

　とんとんとエルサの手が私の手に触ふれて、私は我を取り戻しました。

「向き合う、の、ですか」

　なんとも情けない声が出てしまいました。けれど、モーガン先生は優やさしく頷うなずいてくれます。

「無論、怪け我がなどしないほうが医者としても、私個人としても望ましいですが、今回のことはもしかしたら奥様と旦那様に神様が与あたえたチャンスかもしれませんよ」

「チャンス……」

「ええ。……もちろん、私は奥様が嫁とついで来られてからのこの一年、旦那様がどんな態度だったのかも存じておりますし、奥様のお気持ちも分かっているつもりですが……私は旦那様のことも、幼い頃ころからよく知っているのです。あの方は、本来は優しいお方です。ですからこの機会に旦那様と向き合ってみませんか？」

「で、ですが……」

　逃にげるように私は顔を俯うつむけました。

　思い出すのは、あの夜の冷たくて怖こわい旦那様でした。

　ここ数日は毎日お会いして、短い時間ですがお話もしておりますし、元より旦那様はこんな私を妻として迎むかえてくれた方です。ですから、旦那様が冷たいだけの方ではないことは分かっているつもりですが、どうしてもあの夜の印象が拭ぬぐえないのです。

　人の怒いかりという感情は、とても怖いものです。それを向けられる恐おそろしさは、いとも容易たやすく私の体と心の自由を奪うばうのです。

「奥様、すみません。少し私が軽けい率そつでしたね」

　押おし黙だまってしまった私にモーガン先生が謝罪を口にしたので、私は慌あわてて首を横に振りました。

「いえ、先生は何も悪くありません。私が臆おく病びようなのがいけないのです」

「そんなことはありません。臆病なことは決して悪いことではありませんよ。……向き合えとはもう言いません。その代わり、少しだけお互たがいにお話をしてみるのがいいかもしれませんよ」

「……お話ですか？」

「ええ。こうやって私やエルサと話すように、ほんの少しだけでも旦那様の本来の人となりを知ってみたら、怖くなくなりますよ」

「奥様、私もフレデリックも必ずお傍におりますから。もし、旦那様が何か酷ひどいことを言ったら、このエルサがすぐにとっちめてやりますからね」

　真しん剣けんな顔で冗じよう談だんを言うエルサに、思わずふふっと笑ってしまいました。するとエルサとモーガン先生もほっと表情を緩ゆるめてくれました。

「旦那様、私とお話なんてして下さるでしょうか……」

「ゆっくりでいいのですよ。奥様の心が思うようにすればいいのです」

　諭さとすように優しく言って下さったモーガン先生に私は、結局、小さく頷くことしかできなかったのでした。




　けれど物事というものは予想できないことのほうが多いと知ったのは翌日のことでした。

　旦那様が、一週間ぶりにベッドから出る許可が出た途と端たん、何な故ぜか私の部屋を訪ねて来たのです。

　今朝の旦那様は、今日こそはベッドから出る許可を貰もらうと息巻いていらっしゃいましたが、それ以外のことは何も言っていませんでした。ですので、昼食を終えて日課である刺し繡しゆうをしているところに急にお一人でいらっしゃった旦那様には驚きを隠かくせませんでした。

　旦那様は、慌てる私に刺繡を続けるように言うと向かいのソファに腰掛けて、それから何を言うわけでもないのですが、視線を感じるのです。エルサが部屋の隅すみに控ひかえていてくれるのが唯ゆい一いつの救いです。

　私は、来月の一日に行われる夏のバザーに向けてクッションカバーや小物入れ、ヘッドドレスやリボンに刺繡を入れていますが、見ていても面おも白しろくないと思うのです。それでも旦那様は部屋にお戻りになる様子がなく、正直、何を話したら良いのか全く分かりません。

「……旦那様、あの……お部屋で休んでいらしたほうが……」

「リリアーナは、刺繡が好きなのか？」

　私の言葉はさらっと受け流されてしまい、逆に質問が返されました。

　旦那様は、じっと私を見つめて答えを待っています。

「……刺繡をすると、誰かが喜んでくれるので好きなのです」

　とはいっても刺繡を贈おくったことがあるのは、セドリックとエルサだけです。セドリックは私が刺繡をしたハンカチやスカーフをとても喜んでくれて、私は刺繡が好きになったのです。エルサの赤いリボンは不注意でシミができてしまったことを彼かの女じよがとても悔くやんでいたので、小物入れをアレンジしたいからとちょっとだけ噓うそをついてリボンを借り、エルサにぴったりの百ゆ合りの花を刺繡したのです。出来上がったものをプレゼントしたらエルサはとても喜んでくれました。

「確かに見事な腕うで前まえだ。これを贈られたら皆、嬉うれしいだろうな」

　テーブルの上にあったクッションカバーを手に取り、旦那様がしげしげと眺ながめます。

　向日葵ひまわりをメインに据すえた夏をイメージしたデザインの刺繡は、書庫にあった刺繡のモチーフ集の中にあったものを参考にしたもので、我ながらなかなかの力作です。

　そこではたと、旦那様に裁さい縫ほう箱ばこや刺繡糸を買ってもらったお礼を言っていないことを思い出し、刺繡をしていたハンカチを傍かたわらに置いて立ち上がりました。

「あ、あのっ、旦那様」

「ん？」

「裁縫箱と刺繡糸、とても嬉しかったです。妻として何の役目も果たせていないのにこんなに素す晴ばらしいものを買って下さって、とても感謝しております。お礼を言うのが遅おそくなってしまい、申し訳ありません」

　ぺこりと頭を下げて一気に言いきりました。嚙かまずつっかえず、途と切ぎれず最後まで言えたことに私の心を達成感が満たします。この一年、エルサやアーサーさんの指導の下行われた淑しゆく女じよ教育が着実な成果を上げているのを確信しました。そうでなければ、旦那様とお話しすることがそもそもできなかったでしょう。

　ですが、達成感に浸ひたる私とは裏腹に「顔を上げてくれ」と少し焦あせったような声で旦那様に言われて体を起こします。

「裁縫箱と刺繡糸くらい、お礼を言われるようなことじゃない」

　旦那様が苦く笑しようを零こぼされました。

「そんなことありません」

　私は即そく座ざに首を横に振って返しました。

「実家にいた頃は、姉様やお継か母あ様さまのもの以外には、こんなに綺麗な糸を自由に使うことはできませんでしたし、裁縫箱もメイドさんのお下がりを貰ったのです。ですが旦那様はこんなに綺麗な裁縫箱を下さいました」

　隣に置いた裁縫箱を振り返り繊細な花の意い匠しようを撫でました。職人さんが丹たん誠せい込こめて彫ほったのでしょう柔らかな木目と色とりどりの花はとても愛らしく、貰ってから三日は使うのがもったいなくて眺めていました。蓋ふたを開けるとまるで虹にじのようにずらりと並ぶ彩いろどり鮮あざやかな刺繡糸に感激して、そこからまた三日、眺めていました。初めて針を刺したのは、裁縫箱を貰ってから一週間も後のことです。

「私、この綺麗な糸を眺めているだけで幸せなのです」

　ずらりと並ぶ糸を撫でながら、自然と頰ほおが緩んでしまいました。

　赤色一つとっても少しずつ濃のう淡たんの違ちがうものが十種類はあるのです。その繊細な色の違いに頭を悩なやませながら刺繡をするのはとても楽しいことです。それに糸の減り具合をエルサが確かく認にんして、それとなく補ほ充じゆうをしてくれているので色が欠けることもありません。

　私はもう一度、心を込めて精せい一いつ杯ぱい、感謝の気持ちを伝えました。

「旦那様、本当にありがとうございます」

「あ、ああ、いや、喜んで、もらえたのなら何よりだ」

　旦那様は心なしか顔を赤くしてそっぽを向いてしまいました。

　もしや無理をして熱でも出てきてしまったのでしょうか。やはり、たったの一週間では回復しきれなかったに違いありません。

「旦那様、お顔が赤いです。もしやお熱が出たのではありませんか？　すぐにお部屋に戻って休みましょう」

「これは違うから大丈夫だ。まだ部屋には帰らない、もう少し君と話がしたいんだ」

　妙みように勢いよく旦那様が言いました。

　もしかしたらモーガン先生が、旦那様にも私と話をするようにと助言して下さったのかもしれません。旦那様は誠実な方なので先生の言葉を守ろうとしているのでしょう。

「大丈夫ですよ、奥様」

　いつのまに近くに来ていたのか顔を上げればエルサがいました。

「あまりにお綺麗だったのでちょっと見み惚とれていただけですから」

　エルサがにっこりと笑って言いました。

「確かに、この糸はとても綺麗ですものね……でも、本当に大丈夫かしら」

　無理が一番いけないとモーガン先生は言っていましたので私は心配でなりません。

「旦那様は殺しても死にやしませんから大丈夫ですよ。でも、奥様のお心に憂うれいが残るなら、今すぐにでも部屋から追い出しま」

「エルサの言う通り、私は大丈夫だ」

　エルサの言葉を遮さえぎって旦那様が言いました。エルサが舌打ちをしたような気もしますが、きっと気のせいでしょう。

　旦那様は、ごほんと咳せき払ばらいをして居住まいを正しました。何かお話があるご様子ですので、私も背筋を正して旦那様と向き合いました。

「……その、リリアーナ」

「はい」

　旦那様はなんだかとても言い辛づらそうなご様子で、鮮やかな青い瞳ひとみは何かを探すようにうろうろしています。薄うすい唇くちびるも何かを言おうとしては閉じて、また開いて、でも何も言わずに閉じてを繰くり返かえします。

　もしや私は自分でも気付かぬ内に何か無作法なことをしてしまったのでしょうか。心優しい旦那様は、それを正そうとして下さっているのかもしれません。

「旦那様、申し訳ありません」

　私は立ち上がり深々と頭を下げました。旦那様が少し驚いたように身構えます。

「私、旦那様が不ふ愉ゆ快かいに思われるようなことをしてしまったのですね……」

「は？　え？　ち、違う、断じて違う！」

「ですが、何やら言い辛そうにしていらっしゃいますし、難しいお顔をなさっていますし、やはり何か私が……」

「だから違う、ええっとあの、そうだ、これ！　これは何に使うものか聞きたかったんだ！」

　旦那様が手に取ったのはヘッドドレスです。旦那様は男性ですのでこれが何かご存じなくても無理はありません。きっと年下の私に聞くのが恥はずかしかったのでしょう。

「ほらな、君は何も悪いことはしていないから、座すわってくれ」

　そのお言葉にほっと胸を撫で下ろして、私はソファに座り直しました。

「これはヘッドドレスと申します。エルサが使っているものはお仕事用なのでシンプルですけど、これはちょっとしたお出かけ用やおめかし用にと思って作ってみました」

　このヘッドドレスはレースと布で作ったお花をあしらっていますが、それだけではなく楕だ円えん形けいの紺こん色いろの下地には白の糸で菱ひし形がたの模様を刺繡で表現し、菱形模様の角にはガラス製のビーズをあしらっています。エルサたちがとても素す敵てきだと褒ほめてくれた品です。

「そうか……この布の花も君が？」

「はい。エルサが幾いくつか布をくれたので……クッションカバーはいらなくなったシーツで作りました。リボンはメイドさんたちが子どもたちのためにと寄付してくれたので、私は刺繡をしただけです」

「子ども？」

「旦那様はお忘れかもしれませんが……奥様がこれらを作っているのは全て、当家が運営している孤こ児じ院いんのバザーに出すためです」

　エルサが私の足りない言葉を補って旦那様に説明してくれました。

「旦那様は孤児院の子どもたちのことは昔からとても気にかけていらっしゃって、学生の頃も戦いくさが終わって落ち着いてからも定期的に訪おとずれていたそうです」

「子どもが、好きだったんだろうか」

「精神年ねん齢れいが同じくらいですから気安いのかもしれません。お庭で子どもたちと楽しそうにはしゃいでおられたそうですよ」

　旦那様が頰を引ひき攣つらせていますが、エルサはふふっと笑って楽しそうです。

　今の話を聞いて私が立ち上がろうとすると、すぐにエルサが私の気持ちを汲くみ取とって寝しん室しつからお菓か子しの箱を持ってきてくれました。

「それは？」

「孤児院の子どもたちがお礼にとくれたのです。寄付で貰ったというお菓子の箱の中に私へのプレゼントをたくさん詰つめ込んでくれたのですよ。お手紙も頂きました」

　王都で評判のお菓子屋さんの箱は、捨てるのがもったいないくらいに綺麗です。蓋を開けると、押し花や子どもたちが描かいてくれた絵、毛糸で作ったコースターと何通かのお手紙が入っています。子どもたち手作りのクッキーやマフィンも入っていたのですが、エルサと一いつ緒しよに美お味いしく頂いてしまいました。

「アーサーさんがルーサーフォード家の孤児院は、他の孤児院よりもずっと子どもたちが豊かに暮らせていると教えて下さいました。このお手紙やお花を見る度にその通りなのだなぁと思います。きっと心根の優しい子どもたちなのでしょうね。旦那様のことも、時折一緒に遊んで下さったとか、剣けん術じゆつを教えてもらったと書いてあるのですよ」

　エルサたちの話以外で唯一、ほとんど知らない旦那様のことを子どもたちからのお手紙が教えてくれました。

　拙つたない文字で一いつ生しよう懸けん命めい綴つづられた便びん箋せんの中に、旦那様の話題が出る度にやはり優しい人なのだと実感したものです。

　一度、慰い問もんに行かれてはとアーサーさんが提案して下さいましたが、旦那様の許可が下りなかったので行ったことはありません。

　ですが旦那様のお立場を考えれば仕方ないことです。有力貴族の若き当主で見み目め麗うるわしく、スタイルも抜ばつ群ぐん。その上、隣りん国ごくとの戦争で偉い大だいな功績を残した旦那様は騎士団の出しゆつ世せ頭がしらで、王太子殿でん下かからの信しん頼らいも厚いとくればますます人気に拍はく車しやがかかるのも頷けます。

　けれど、旦那様は同時に女おんな嫌ぎらいでも有名でダンスは踊おどらず、ご令れい嬢じようとの交流も必要最低限だったらしいのです。なんでも英えい雄ゆうとなった旦那様の妻の座を狙ねらい、大勢のご令嬢が醜みにくい争いを始め、それに辟へき易えきした旦那様は女嫌いになってしまったのだそうです。ですから、その旦那様がいきなり伯はく爵しやく家けにいたのかどうかも怪あやしい娘むすめと結けつ婚こんしたので、社交界は騒そう然ぜんとし、多くのご令嬢が涙なみだしたそうです。

　故ゆえに夜会にも茶会にも一度も出たこともない侯こう爵しやく夫ふ人じんを多くの貴族の皆様が──特に女性が知りたがっているのです。私は実家にいた頃から外の世界に触れたことはありませんので、家族と使用人さん以外は誰も私を知らないため余計に噂うわさになっているのです。私が美しく完かん璧ぺきな淑女であれば良かったのですが、噂の侯爵夫人が不器量で何もできないただの小こ娘むすめでは皆様をがっかりさせてしまう上、旦那様の評判に傷が付いてしまうのは明らかです。なので、私は侯爵家に嫁いでからも敷しき地ちの外へは出たことがありません。とはいっても実家にいた頃に比べれば、ずっとずっと自由で幸せなので困ったことは一度もありませんが。

「リリアーナ。私と君は、教会の戸こ籍せき上は夫ふう婦ふだ」

　徐おもむろに旦那様が切り出しました。確かにその通りなので、はい、とその言葉を肯こう定ていします。

「しかし、お互いのことは全くと言っていいほど知らない。その上、私は自分のことも分からなくなってしまった」

　旦那様の端たん正せいなお顔に悔くやしさが滲にじんでいるのを見つけてしまいました。旦那様が記憶を失ってまだ一週間、でも旦那様にとってはもう一週間なのかもしれません。

「焦らないで下さいませ、旦那様。モーガン先生が無理は禁物だと言っていました」

「……ありがとう。君は優しいな」

「いえ、お優しいのは旦那様です。旦那様のお蔭で私は何不自由ない暮らしができているのですから」

　旦那様は、そうか、と小さく呟つぶやいて顔を俯けました。けれど、数すう拍はくの間を置いてすぐに顔を上げ、徐に立ち上がりこちらにやって来るとなんと私の足元に膝ひざをついたのです。

「だ、旦那様っ？」

　慌てる私を他よ所そに旦那様は私の手を取ると、その大きな両手で包つつみ込むようにして握り締めました。顔を上げた旦那様の鮮やかな青い瞳に囚とらわれて私は固まってしまいます。

「だが、私は夫としては失格だっただろう。君を顧かえりみることもなく、寧むしろ、自分勝手な理由で疎うとんでいたとアーサーに教えられた。挙句の果てに君のことを綺麗さっぱり忘れて、どれだけ頑がん張ばっても思い出すこともできない。これまでの私は君を傷付けるばかりだった」

　まるでそのことを心から後こう悔かいしているかのように旦那様は言葉を紡ぎました。

　旦那様は本当にお優しい方です。私は、握られている旦那様の手にもう片方の手を重ねて、旦那様の心が少しでも軽くなればと願いました。

「旦那様、そんなにご自分を責めないで下さいませ。私が旦那様に傷付けられたことはこれまで一度だってありません。それに、思い出せなくても仕方がないことです。たった三回しか顔を合わせなかった人間のことなど、もともと記憶になくても不思議はございませんもの。ですからどうか、ご自分を責めないで下さいませ」

　握り締められた手に力が込められたかと思うと旦那様は、どうしてか今にも泣き出しそうな顔になってしまいました。旦那様、とお声を掛けるとその顔を隠すように私の膝に顔を埋うずめてしまいました。それでも握った手を離はなしてくれる様子はありません。

　どうしたらいいのか分からず、私はエルサを見上げました。一いつ瞬しゆんエルサはとても冷たい目をして旦那様を見ているような気がしましたが、優しいエルサがあんな冷たい目をするなんて私の見み間ま違ちがいでしょう。

「そのすっからかんの頭を撫でて差し上げれば、その内復活すると思いますよ」

「でも具合が悪くなったのならモーガン先生をお呼びしたほうが……」

「いいえ、旦那様は懺ざん悔げしようにもその資格すらもないという想定外の事態に耐たえられなかったただの腑ふ抜ぬけでございますので。奥様が御心を痛める必要は一いつ切さいございません。それに奥様が頭を撫でて差し上げればそれで充じゆう分ぶん、いえ寧ろ、贅ぜい沢たくです」

　エルサの言葉の意味はよく分かりませんでしたが。

　私は、旦那様の琥こ珀はく色の髪をそっと撫でました。セドリックの子ども特有の柔らかな髪に比べると旦那様の髪はしっかりとしていて、さらさらと私の指の間を抜ぬけていきます。こっそり確認しましたが、旦那様の後頭部にあった大きなたんこぶはなくなっていました。

[image: ]

　それから暫く頭を撫でていたのですが、今度は微び動どうだにしなくなってしまいました。

「エルサ、どうしましょう、旦那様、もしかしたら気を失っているのかもしれません。だって動かないんですもの」

　あまりにも動かない旦那様に不安になって助けを求めるようにエルサを見上げます。

「そのようなことはございませんよ。……いい加減にしないとアーサーを呼びますよ、ヘタレ旦那様」

　何か言外に別の意味合いも含ふくまれていたような気がしますが、エルサの呼びかけに旦那様の逞たくましい肩かたがびくりと跳はねました。気を失っていたわけではないようです。

　私がほっと息を吐はき出したのとほぼ同時に旦那様が勢いよく顔を上げました。

「リリアーナ、今度のと言っても大分先だが、孤児院のバザーに一緒に行かないか？」

　予想外の言葉に今度は私が固まってしまいました。

「私と君は、夫婦だ。死が二人を別つまで共にある関係なのだから、お互いのことをよく知るためにその機会を設けるべきだと思うのだ。だからもっと話をして、一緒に出かけたりもしたい。これから毎日、私は君と過ごすための時間を少しでも作る。だから、今度の孤児院のバザーにも一緒に行かないか？」

　旦那様は冗談を言っているようには見えず、至し極ごく真剣な眼まな差ざしで私を見つめています。

　一体全体、旦那様はどうしてしまったのでしょう。私の顔を見るのすらあんなに嫌いやがっておいででしたのに、一緒に過ごしたいだなんて驚き以外にありません。

　ですが記憶喪失になってしまって何もかもが分からない中、お飾かざりでも妻という家族の肩書を持つ私に縋すがりたくなるほど心細いのでしょう。

「こうしてお話をするのはかまわないのですが……孤児院は……行けそうにありません」

　私は、物心ついた時には外出は禁じられておりましたので外の世界のことは何にも知らないのです。

　私は、また無意識の内に鳩尾みぞおちに手を当てていました。

　不安や恐きよう怖ふといった負の感情は、この鳩尾にずしりと重く固まる気がするのです。ですから幼い頃から不安になると鳩尾を押さえる癖くせが付いてしまいました。

「私と出かけるのは、嫌か？」

　旦那様がおそるおそるといった様子で私に問いかけます。私は、まさか、と慌ててその言葉を否定しました。

「その、私は……両親の言い付けで、外に出たことがないのです。部屋に引きこもりっぱなしだったもので世間知らずですから、旦那様に迷めい惑わくをかけてしまいます」

　色んな気持ちを誤ご魔ま化かすように私は微笑ほほえみました。

　孤児院の子どもたちに会ってみたい気持ちはあります。けれど、旦那様の評判に傷を付けてしまうほうが恐ろしいことですし、ご迷惑をおかけするのも嫌なのです。

「記憶喪失の私のほうが君に迷惑をかけているだろう？」

「旦那様が迷惑だなんてそんなことはありません……っ」

　神しん妙みような顔で問う旦那様に私は首を横に振ります。

「そ、それに、多くの方がどんな人間かと知りたがっている侯爵夫人が私のような世間知らずのぱっとしない小娘だなんて知れたら、侯爵家の恥はじになってしまいます」

「恥だなんてそんなことがあるわけないだろう？　それにぱっとしないなんて噓だ。君はとても美しい女性だよ？」

　旦那様は心底、理解ができないというご様子で首を傾げています。

「君は体が強くないと聞いた。だからご両親も外に出さなかったのだろう？　今は充分、元気になったとモーガン医師が教えてくれた。外出禁止を言い渡わたした私が言うのはおこがましいが、一緒に出かけよう。ご両親だってきっと娘に外の世界を知ってほしいはずだ」

「で、ですが……私は……」

　旦那様の眼差しから逃げるように顔を俯けました。

　鳩尾に伸のびそうになった手が大きな手に捕つかまって、優しく包まれます。

「リリアーナ、こうなったら何が何でも孤児院のバザーに行こう」

　有う無むを言わせぬ口調で旦那様は私の手を強く握り締めて宣言しました。後ろでエルサまで、うんうん、と頷いています。

　それを拒否することは許してもらえそうになく、私はおずおずと頷くことしかできないのでした。
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　結局来月のバザーに旦那様と一緒に行くことになってしまったわけですが、その前にまずは一緒にディナーをと旦那様が誘って下さいました。

　食事のマナーはエルサとアーサーさんのお蔭で上達しましたが、旦那様と一緒というのは緊きん張ちようしてしまいます。私は食事をするのがどうにもこうにも昔から下手なのです。

　エルサはディナーの時間が近づくにつれ緊張で青ざめていく私に「断ってきましょうか？」と気き遣づかってくれましたが、折角誘って下さったのですし、一度きりのことでしょうからと自分を奮い立たせました。

　旦那様が私に興味を持たれたのは、記憶喪失になって心細いからに違いありません。妻という肩書は一応、家族に分類されますから私に接して下さっているのです。それに自分で旦那様に「何なりとお申し付け下さい」と言ってしまったのですから、私を頼たよろうとする旦那様を拒こばむのは間違っています。

　ドレスに着き替がえてドレッサーの前に座った私の髪を、エルサが丁てい寧ねいに整えてくれます。

「奥様の御髪おぐしは本当に艶やかでお綺麗です。毎日、こうしてお手入れをさせて頂けるのは私の楽しみなのですよ」

　まるで絹糸を梳すくかのように大事にしてくれていると分かる手つきで私の髪を櫛くしで梳きながらエルサが言いました。

「あ、ありがとうございますっ」

　私にはもったいないような褒め言葉に気き恥はずかしくなって、私は早口にお礼を言って少し顔を俯けました。何でもお見通しのエルサが、ふふっと可お笑かしそうに笑った小さな声が上から聞こえました。

　実家にいた頃は、身み仕じ度たくは全て自分でしなければいけませんでした。

　なので侯爵家に来るまでコルセットという凶きよう器き、いえ、淑女のプライドとは無む縁えんでした。後ろで紐ひもを縛しばるコルセットは一人では身に着けられませんので、絶対に透すけないシュミーズを自分で着てからエルサにコルセットを締めてもらい、ドレスを着せてもらっています。

　今夜のドレスは、控えめな淡あわいピンクです。Ａラインのシンプルなドレスですが、さりげなくレースやリボンがあしらわれていて可愛かわいいのです。

　実家にいた頃は、姉や母のお下がりのドレスを着ていたのですが、シミがあったり破れていたり、サイズが合わなかったりしていたので、嫁いできた時に用意されていた私にぴったりサイズのたくさんの綺麗なドレスはとても嬉しかったです。

　この一年、何度かドレスを新しく仕立てましょうとエルサは言ってくれましたが、春夏秋冬に合わせて十着ずつも用意して下さっていたのですから、それ以上は屋敷からも出ない私には無用の長物です。

　どのドレスもシンプルなデザインですので、新調しなくても、少しだけ手を加えて自分で刺繡をしたりアレンジをしたりして楽しませてもらえます。

　できましたよ、と声を掛けられて目を開けると鏡の中に綺麗に化け粧しようをされて、着き飾かざった私がいました。私にはもったいない気もしますがやっぱりこのドレスは可愛いです。

「ありがとうございます、エルサ」

　いいえ、とエルサは笑って答えてくれましたが、ふと真顔になるとしげしげと鏡の中の私を観察します。

「……奥様、あの朴ぼく念ねん仁じんゴホンッ、旦那様とお食事なのですからアクセサリーをお願いしてはいかがですか？　もしかしたらこれから必要になるかもしれませんよ」

「そういうものは夜会にもお茶会にも出ない私には不要です」

「でもせめて髪飾りくらい……」

「いいえ、侯爵家のお金は旦那様のものですし、領民の皆様が汗あせ水みず流して働いて納めて下さった大事なお金ですから、そんなことには使えません」

　そうきっぱりと返すとエルサはなんだか不満そうでした。エルサは度たび々たび、私にドレスや宝石を買い求めてはと言ってくれますが、旦那様のお金をそんなことに使うのはもったいないのでいつもお断りしています。お飾りの妻があれもこれも欲ほしがるなんて厚かましいにも程ほどがありますから。それに何より既すでに旦那様はこんな私のために三○○○万リルという大金を支し払はらって下さっているのですから、余計に無む駄だ遣づかいはできません。

「……あ、では、結婚指輪をお願いしてはいかがでしょう？　夫婦なのですからこれは必要だと思いますよ」

　エルサの言葉に私は、自分の左手に視線を落としました。

　私の薬指は空っぽです。エルサの薬指も空っぽですが、仕事中は首に細いチェーンに指輪を通して掛けているのです。前に見せてもらいましたがシンプルな銀の指輪は、内側にエルサへのメッセージが彫られていました。エルサが恥ずかしがってすぐに隠してしまったので何が書いてあるか分からなかったのが残念です。

　私も多少は夢を見たこともある十六歳さいです。憧あこがれがないわけではありませんが、結婚指輪というものはエルサとフレデリックさんのように愛し合う夫婦が身に着けるものだと思っています。私が結婚指輪というものの存在を知ったのは、実家にいた頃です。

　その頃のもう一つの想い出を思い出して、何もない薬指を見ながら思わず笑みを零してしまいました。急に笑った私にエルサが不思議そうに首を傾げます。

「ふふっ、昔、あの子が私に結婚指輪、というか婚こん約やく指輪をくれたのです」

「セドリック様ですか？」

「はい。どうやら結婚というものについて教わったみたいですごく緊張しながらも私に求きゆう婚こんしてくれたんです。姉弟きようだいは結婚できないからだめよ、と言ったら泣いてしまったのですが、諦あきらめきれなかったみたいで後日、お花で作った指輪を私にくれたんですよ。水に浮かべて暫く部屋にこっそりと飾っていたのですが、見る度たびに幸せな気持ちになれました」

「まあ、お可愛らしいですね」

「滅めつ多たに泣かない子なので、泣かれた時は驚きました。でもあの子なりに本気だったのだと嬉しく思ってしまいました。ちゃんと片膝をついて私の手を取って、まるで王子様みたいに求婚してくれたんです」

　姉の贔ひい屓き目めかもしれませんけど、と小さな声で付け足しましたが、聞こえていたエルサはくすくすと笑って「素敵ですね」と言ってくれました。

　その時不意にコンコンとノックの音が聞こえてきました。

「奥様、ディナーの仕度が調いましたのでダイニングへどうぞ。旦那様もお待ちです」

　聞こえてきたのは、メイドのメリッサさんの声でした。私は用意されていた肘ひじまでの白手て袋ぶくろを嵌はめて立ち上がります。

「奥様、本当に大丈夫ですか？　あまり顔色が……」

　エルサが心配そうに眉を下げながら私の顔を覗き込んできます。私は精一杯、笑って返しました。

「大丈夫です。だってエルサとアーサーさんが教えて下さったんですもの。それに旦那様が待っていて下さるのだから行かないわけにはいきません。料理長さんたちも腕うでによりをかけてくれているでしょうし」

　エルサは何か言いたげでしたが、私の意思を汲み取って納なつ得とくしてくれたようです。




　ダイニングに近づくにつれて、再び緊張してきました。心臓がドキドキと五う月る蝿さくなって冷や汗まで額に滲んできます。今日は私の体調を気遣ってコルセットを緩くしてくれているのに、心なしか息苦しいのです。

「奥様、本当に大丈夫ですか？」

　私の異変に気付いたエルサが足を止め、私の足も自然と止まってしまいました。

「……だ、大丈夫です。エルサが綺麗にしてくれたんですもの、それに……お食事のマナーだってエルサとアーサーさんが合格を出してくれたんですから」

「お食事する奥様のお姿はどこからどう見ても完璧な淑女ですよ。私が保証します」

　自分に言い聞かせるように紡いだ言葉を肯定してくれたエルサが、私の背をそっと撫でてくれました。

　足を止めてしまったのがいけなかったのでしょうか。手まで震ふるえだして、それを誤魔化すように体の横で握り締めました。心を落ち着けようと思い、深呼吸をして目を閉じ、それが間違いだったと気付いたのはすぐのことです。

　瞼まぶたの裏にお継母様の振るう鞭むちが見えました。

「きゃっ」

　幻まぼろしだと分かっているのに、手の甲こうに鋭するどい痛みが走って小さな悲鳴が自分の口から漏もれたのが他ひ人と事ごとのように私の耳に聞こえました。

「奥様、やはり部屋に戻って休みましょう、顔色が真っ白です」

「だ、だめですっ！」

　悲鳴交じりに叫さけんで私は首を横に振りました。

「おか、お継母様の言い付け、ですもの……っ、ちゃ、ちゃんと守らないと……もっと酷い目に……っ！」

　エルサが焦ったように私を呼ぶ声が遠くに聞こえます。

　その代わり私の瞼の裏には、お継母様の赤い紅を乗せた唇が緩い弧こを描いていました。

『今夜こそ、上手に食べるのよ？　スープを一滴てきでも零したら鞭打ちの上、当分、食事を抜きにしますからね』

　エルサの声をかき消すようにここにいるはずのないお継母様の声が聞こえてきて、それを拒むように両手で耳を塞ふさぎました。

『本当に食べるのが下手くそねぇ。醜いことこの上ないわ』

『見ているだけで気分が悪くなりますわ。犬だってもっとマシですのに』

『お前はこんなこともできないのか、少しはマーガレットを見習え』

　耳を塞いでいるのにお継母様だけでなく、姉様やお父様の声まで聞こえてきました。瞼の裏でお父様が鞭を片手に立ち上がります。男であるお父様の鞭は、お継母様や姉様の何倍も痛いのです。

　私は無む我が夢む中ちゆうで逃げ出そうとしましたが、力強い手に腕を摑つかまれて逃げ出すことができません。まるで深い水の底にいるように息苦しくて、体が思うように動かないのです。

「おと、お父様……お願いです、許して下さいませ……っ」

　私は、いつも一生懸命、許しを請こいました。それでもお父様は一度だって許してはくれませんでした。今日もニタリと笑ってお父様が鞭を振り上げました。私は歯を食いしばって痛みを待ちました。けれど、皮ひ膚ふが裂さけるような焼けつく痛みは一向に訪れず、代わりに私を呼ぶ低く力強い声がしました。

「リリアーナ！」

　はっきりと私の鼓こ膜まくに響ひびいたその声に私の意識は現実に引き戻され、開けることのできなくなっていた瞼をゆっくりと開きました。

　目の前に旦那様のお顔がありました。その端正なお顔は心配そうに歪ゆがんでいて、旦那様の肩の向こうではアーサーさんとフレデリックさん、他の使用人さんたちが同じような顔をしていました。反対側を見ればエルサが今にも泣き出しそうな顔をしています。

　私のことで哀しむ必要なんてこれっぽっちもないのに、なんて優しい人たちでしょうか。

　大丈夫ですよ、と伝えたいのに舌が上う手まく動きません。それどころかアーサーさんの向こうに天てん井じようが見えますし、自分の足に全く力が入っていないことにも気が付きました。けれど、それがどうしてなのかは分かりませんでした。

「リリアーナ、絶対に落としたりはしないから身を任せてくれ」

　旦那様がそう告げると、ふわりと私は自分の体が浮いたように感じました。背中と腿ももに力強い温ぬくもりがあって、ふわりと爽さわやかなコロンの香かおりがしました。なんだかそれだけのことに酷く安心して、もう大丈夫なのだと体の力が勝手に抜けていきます。

「大丈夫、大丈夫だ、リリアーナ」

　囁ささやくように震える声で告げられた言葉が、どうしてか私の心に柔らかく沁しみ込んでいくのを、薄れていく意識の中で確かに感じました。
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　待ちきれずに迎えに行った妻の部屋の前で聞こえてきた会話に、私はノックしようと上げた手を止めた。

　そこに出てきたのは明らかに男だと思われる「セドリック」という人物の名前。その人物との想おもい出でを語るリリアーナの声は弾はずんでいて、求婚までされている上に王子様とまで言っていた。

　しかし、私の燃え上がった嫉しつ妬と心しんは、乳ち兄きよう弟だいでもあるという私の専属執しつ事じの言葉によって一瞬で鎮ちん火かする。

「たとえ花で作った儚はかないものでも、不要だと指輪の一つも作らなかった旦那様よりは間違いなく奥様にとっては王子様でしょうねぇ」

　ぐうの音も出ないとは正にこのことだった。

　私は、むっつりと顔を顰しかめてノックを止め、ダイニングへと踵きびすを返した。フレデリックは涼すずしい顔で後ろをついてくる。

「……セドリックとは誰だ」

「……さあ、奥様に直接尋たずねてはいかがですか？」

　乳兄弟は素す気げ無ない返事を寄越した。

　ベッドの上にいた昨日までの一週間、アーサーとフレデリックに私が忘れてしまったありとあらゆる人々とその関係を姿絵つきで教えてもらった。自分の家族のことはもちろんだが、騎士団のこと、幼おさな馴な染じみのこと、貴族関係のこと、その中にはもちろん、リリアーナの話もあった。しかし、彼女の実家については伯爵夫妻の名前と家族構成くらいしか教えてくれなかった。詳くわしいことは奥様とお話をするきっかけにとっておきましょうと言われてしまっては、根掘ほり葉掘り聞くわけにもいかない。家族の話題は、確かにお互いを知るための会話のきっかけには相応ふさわしい。

　リリアーナが屋敷の使用人たち皆に愛されて大事にされているのはこの一週間でひしひしと感じた。何故なら世話をしにくる使用人たちが一様に冷たいのだ。特に顕けん著ちよなのがリリアーナの侍じ女じよのエルサだった。私がリリアーナに害をなすと思っている節のある彼女は隙すきあらば子を護まもる母のようにリリアーナから私を遠ざけようとする。

　そして皆、口を開けば「優しい奥様」「淑しとやかな奥様」「控えめで気遣いのできる奥様」と彼女を褒めるのだ。私に対しては「あれもこれも綺麗さっぱりお忘れになってさぞご気分もよろしいでしょう」と丁寧ながら辛しん辣らつな苦言しかないというのに。エルサに至っては主人を平然とヘタレ呼ばわりする。

　ダイニングで私は行ったり来たりしながらリリアーナを待つ。

　アーサーにもこっそりとセドリックが誰か尋ねたのだが、にっこり笑った家令は「奥様に直接お聞きになったらよろしいかと」とフレデリックと同じことを言った。

　私より十歳も年下のリリアーナにそういう相手がいたとしても責められるものではない。私とは私の都合だけの政略結婚だったというし、結婚した時彼女はまだ十五歳だ。それに何より今の私も記憶を失なくす前の私も、彼女の王子様になるには身勝手すぎるというのも重々承知している。

「……フレデリック」

　ドアの前でうろうろする私を半目で見ていたフレデリックが首を傾げる。

「その……以前の私は、リリアーナに本当に何も贈らなかったのだろうか」

「そうですね、旦那様が自らというのは一つもございません。ドレスも旦那様が当家贔屓の仕立て屋に既き製せい品ひんを頼たのんだので、エルサたちが全て奥様のサイズに仕立て直しましたしね。旦那様が一いち縷るの望みを抱だいていらっしゃるかもしれない裁縫箱と刺繡糸も、旦那様は買う許可とお金を出しただけで、選んだのは私とエルサです」

「……花の一つも？」

「花の一つも、帽ぼう子しの一つも、菓子の一つも、恋こい文ぶみの一つも、結婚指輪でさえも、旦那様は奥様に贈っておりませんし、奥様の好み一つご存じありませんでした。ふむ、こうして言葉にするとなかなかに最低ですね」

　フレデリックは、ははっと爽やかに笑った。

　だが、その目は微み塵じんも笑っていない。この乳兄弟もまた私よりリリアーナを大事にしているのだろうか。

「……それでも私が大事に思うのは、私の主である旦那様です」

　どうやらあの侍女同様、主の心を読む技能も持ち合わせているようだ。

「旦那様と奥様が崖がけからぶら下がっていたら、私は誰がなんと言おうとまずは旦那様を助けます。それで誰に恨うらまれようが憎にくまれようがかまいません。ですが、この一年の貴方あなたは……人として、紳しん士しとして、騎士として、最低だった。……だから僕ぼくは君に怒おこっているんだ、ウィリアム」

　フレデリックの緑の瞳が寂さびしそうに細められた。

　自分のものだとしっくりこない名前は、彼かれに呼ばれるとしっくりきたのを感じた。私の失われた記憶の中に確かに彼がいる証しよう拠こだった。

　次の言葉を探してとりあえず口を開けた時だった。不意にドアの向こうから悲鳴にも似た声が聞こえて顔を見合わせる。

「確認して参ります」

　そう言ってフレデリックがすぐさま廊ろう下かへと出る。しかし、ドアを開けた瞬しゆん間かん、エルサが焦ったように「奥様」と何度も呼ぶ声が聞こえ、私はフレデリックを押しのけるようにして慌てて廊下へと出た。

　目と鼻の先にリリアーナと彼女の肩を摑むエルサの姿があった。リリアーナは、何故か耳を両手で塞いで首を横に振っている。

「リリアーナ！」

　リリアーナの体がぐらりと揺ゆれて、私は慌てて駆かけ出してその細い腕を摑んで華きや奢しやな体を受け止めた。ずるずると座り込むリリアーナにつられるように私も膝をつく。私の腕の中で彼女は耳を塞いで、ガタガタと震え、まるで逃げ出そうとするかのように足あ搔がく。

「リリアーナ、私だ、しっかりしろ」

　色を失った唇が震えて、彼女は泣きそうに顔を歪めた。騒さわぎを聞きつけた他の使用人たちもぞろぞろと集まってくる。

「おと、お父様……お願いです、許して下さいませ……っ」

　吐き出された言葉と共に彼女は身を強こわ張ばらせて、何かに耐えるように目を閉じた。細い手首を摑んで耳から外させる。

「リリアーナ！」

　何回目かの呼びかけに漸ようやくリリアーナは、私を認にん識しきしたのかぴたりと抵てい抗こうをやめ、ゆっくりとその瞼を持ち上げた。

　虚うつろな銀色の瞳が私を見て、私の背の向こう、そして反対側へと向けられる。

　自分を覗き込む私たちの顔を見てリリアーナは唇を震わせた。

「だいじょうぶですよ」

　確かに色を失った唇がそう言葉を模かたどったのを私は見つけた。

　言いようのない怒りや焦しよう燥そうが私の胸を覆おおった次の瞬間、泣きたいような気持ちを抱いた。リリアーナは、静かに微笑んでいたのだ。真っ青な顔でその華奢な体を震わせたまま、ただ静かに微笑んでいる。

「リリアーナ、絶対に落としたりはしないから身を任せてくれ」

　縋ることも知らない彼女の投げ出されたままの細い手が酷く悲しくて、全てを誤魔化すように彼女をそっと横抱きにして立ち上がる。拍ひよう子し抜ぬけするほど軽く小さな体だった。

「大丈夫、大丈夫だ、リリアーナ」

　囁くように告げた声が震えてしまった。

　リリアーナは、再び目を閉じる。少しだけ増した重みに気を失ったのだと分かった。

「エルサ、来てくれ。フレデリック、モーガン医師を大至急呼んでくれ。アーサー、後は頼んだ」

　三つの返事を背に私は、彼女の寝室へと歩き出したのだった。




　時折吹く風がガタガタと窓を揺らした。傍らに置かれた燭しよく台だいの炎ほのおがゆらりと頼りなく揺らめく。

　風が吹き去ればリリアーナの少し荒あらい呼吸が静かな部屋に落ちる。私は洗面器の縁ふちに掛けられていた布を手に取り、彼女の額に滲んだ汗を拭ぬぐう。ベッドの脇わきに置かれた椅い子すに座って彼女の手を握り、時々こうして汗を拭うくらいしか私にはできることがなかった。

　高熱というわけではないがリリアーナは少し熱を出してしまった。客間に下がったモーガン医師によれば、精神的なショックからくる熱だそうだ。この屋敷に来た当初はこうしてよく熱を出して寝ね込こんでいたと彼は教えてくれた。

　私は、そんなことも覚えていない。フレデリックやアーサーが報告してくれたのだろうが記憶にない。記憶を失ってなかったとしても、覚えていたかどうかは怪しかった。

　リリアーナが言っていた通り、私の中には思い出すなんて言えるほど元から彼女に関する記憶や思い出がないのだ。

　時刻は既に午前一時を回っている。二時間ほど前にエルサを下がらせようとしたが頑がんとして聞かなかった。「信用ならない旦那様に大事な奥様は預けられない」ときっぱりと言われた。しかし、フレデリックがどうにかこうにか言い包くるめて彼女とともに出て行き、今は私とリリアーナの二人きりだった。

「リリアーナ」

　小さな声で呼びかけるが無論、返事はない。ただ苦しそうな呼吸が聞こえてくるのみだ。

　彼女は一体、この小さな体に何を抱かかえ込んでいるのだろうか。

　リリアーナは、エルサを姉のようにも母のようにも慕したっているが絶対に肌を見せないのだという。下着を先に自分で身に着けてから、エルサにコルセットを締めてもらう。風ふ呂ろも自分で入り、夜着にも自分で着替え、徹てつ底ていして肌は見せないらしい。

　エルサは男たちを追い出すとメイドをもう一人呼んでリリアーナを着替えさせてくれたが「ドレスを脱ぬがせてコルセットを外し、汗を拭ってネグリジェを着せただけで肌は一切見ていませんと必ず伝えて下さいね」と念を押された。

　首を傾げる私に、唯一、医師としてその肌の秘密を知るモーガン医師は、そうしないとリリアーナはエルサですら拒きよ絶ぜつしてしまう可能性があると教えてくれた。

『……若い娘さんがその身に背負うには、絶望にも似たものですよ』

　モーガン医師はリリアーナの秘密について悲しそうにそう呟いた。

　今日の昼もそうだった。

　親の言いつけで外に出たことがないと告げた彼女はどこか不安そうで何かに怯おびえているようにも見えた。彼女は無意識の内に細い手で鳩尾を押さえていた。彼女が不安になるとそこを押さえる癖があると気付くのは傍にいれば難しいことではない。まるでそこにある何かが顔を出さないように押し込めているかのようだった。

　私は、どうしてリリアーナに辛くあたっていたのだろう。親が決めた政略結婚だったから彼女を妻と認めなかったのかと思ったが、アーサーは違うと言った。

　記憶をなくす前の私は、女嫌いで有名で誰もが結婚などしないだろうと思っていたとアーサーは言った。私には年の離れた弟がいるので、私が結婚しなくとも後あと継つぎに問題はないから一生結婚しないだろうとも思っていて、だからいきなり結婚すると言われた時はとても驚いたのだという。しかし、自分で決めて娶めとったくせに、何が気に入らないのかリリアーナを一年もの間、無視し続けたと壮そう年ねんの家令は淡たん々たんと告げた。

　私が女嫌いだった理由は、先の戦争で武ぶ勲くんを収め英雄として名を上げた大貴族という肩書に群がった女性たちのせいらしい。覚えていないのでさっぱり身に覚えがないのだが、女の醜さを目まの当あたりにした私は女嫌いになってしまったのだそうだ。

　自分のことなのにこれっぽっちも実感というものがない。

　今の私はリリアーナを好ましく思っている。一ひと目め惚ぼれとは実に厄やつ介かいだと自分でも笑ってしまうほど、ウィリアムという男はリリアーナという美しい妻に心惹ひかれているのだ。

　彼女の性格が好ましかったのもある。控えめで穏やかで、誰に対しても優しい彼女は、見た目の美しさ以前に人として私よりずっと素晴らしい。

「……ん」

　身じろぐ声が聞こえて顔を上げる。握り締めていた左手が私の手を握り返した。

「リリアーナ」

　驚かせないように小さな声で彼女の名前を呼んだ。

　ゆっくりと長い睫まつ毛げが震えて、銀色の瞳が現れた。ぼんやりとしていた銀色の瞳は、暫くそうして私を見つめていたが私を「旦那様」と認識したのだろう次の瞬間、大きく見開かれて、彼女の体が再び強張った。

「だ、だんなさ、ま、わ、わたしっ」

　起き上がろうとする彼女の細い肩をそっと押さえてベッドに戻す。

「大丈夫だリリアーナ。私はこれっぽっちも怒っていないよ」

　できる限り優しく笑って、穏やかに言葉を掛けた。流石さすがの私もリリアーナが「怒られること」に対して恐怖を抱いていることくらいはこの数日で気が付いている。

「旦那様、私……ここは、デ、ディナーは、」

「焦らなくていい。ここは君の寝室だ。私もエルサもアーサーもフレデリックも料理長もメリッサや他の使用人たちも、この屋敷の誰も怒っていないから、安心しなさい」

　私は名残なごり惜おしかったがリリアーナの手を放し、サイドボードに置かれた水差しを手に取って、グラスに半分ほど注ぐ。リリアーナが体を起こそうとするのでグラスをサイドボードの上に一いつ旦たん置いてベッドの縁に腰掛け、彼女の背中を支える。

「私に寄り掛かりなさい。倒れては大変だ」

「でも……」

「君が十人くらい寄り掛かっても私はなんともないよ」

　茶化すように言えば、リリアーナが少し表情を緩めて私の胸に寄り掛かってくれた。グラスを渡すと両手で包み込むように持って、そっと口に含んだ。ゆっくりと空になったグラスを受け取り、おかわりを尋ねるがリリアーナは首を横に振った。

　水を飲んで落ち着いたのか、リリアーナは自分の体を見下ろして、ドレスからシルクのネグリジェになっていることに気付いたようだった。

「あ、あのっ、着替えは……っ」

　振り返ったリリアーナの真っ青な顔に、エルサとモーガン医師の言葉は正しかったのだと思いながら、もう一度、大丈夫だと声を掛けて細い肩をぽんぽんと叩たたいた。

「エルサとメリッサが着替えさせてくれたが、シュミーズは脱がせていないから肌は見ていない、汗ばんで気持ち悪いようならいつものところに替かえも出してあると言っていたぞ」

　リリアーナは、エルサからの伝言に分かりやすく表情を緩めた。

　しかし、またすぐに悲しそうな怯えを滲ませた表情になり、躊躇ためらいがちに私を見上げる。

「ほ、本当に……申し訳ありません。折角、旦那様が誘って下さったのに……」

「気にしなくていい。具合が悪くなることは誰にだってあることだ。転んで記憶を失った間ま抜ぬけな私がリリアーナを責められるわけがないだろう？」

　リリアーナの心を少しでも軽くしてやりたいが、これがなかなか難しかった。

　ぷつりと途切れた会話は、沈ちん黙もくを連れてくる。自分からはあまり喋しやべらないリリアーナと自分のことすら分からない私には、会話のきっかけになる思い出や話題がない。

　だが、ここで何か残さないと彼女との関係がこれきりになってしまうような気がして、私は次し第だいに焦り始めた。そして、焦った結果、彼女があんなに取り乱した理由以外で私が最も気にかかっていた話題が勝手に口から出ていた。

「ところでセドリックとは誰だ？　求婚されたんだろう？」

　言ってから、しまった、と思った。

　もっと親しくなってから聞こうと思っていたのに、一番の懸け念ねん事じ項こう故にうっかり口から出てしまった。できればリリアーナから見た私の顔は「余よ裕ゆうのある大人の男」の顔であってくれと祈いのった。

　だが、私の焦りとは裏腹にリリアーナはきょとんとして私を見上げる。

「セドリックは、私の異母弟おとうとです」

「……え？」

「旦那様は覚えていなくても無理はありません。会ったこともないはずですし……セドリックは、私の七つ下の弟です。もしかしてエルサに聞いたのですか？　とても優しい子で私を慕ってくれて、あの子が五歳の時にプロポーズをしてくれたのです」

「そ、そうか！　弟か、うん、弟なら問題ないな、うん、だって弟だものな！」

　私は自分の頰が勝手に緩むのを感じた。リリアーナが手を伸ばし、枕まくらの下から白い布でできた袋ふくろを取り出した。

　リリアーナが中から取り出したのは、十通ほどの手紙の束だった。

「月に一度、こうして手紙を交かわしております。ただ……私たちの結婚は、その、急なことで結婚式も当日に知らされたものですからあの子とは別れの挨あい拶さつもできないままで……」

「待ってくれ。当日、とはどういうことだい？」

　確かにフレデリックたちに聞いた結婚式の日取りは、一いつ般ぱん的な貴族の婚こん姻いんからすると婚約期間を含め異例の短期間だった。結婚式も至って簡素だったとも聞いているが、主役である花はな嫁よめが当日に知るなんてことがあるだろうか。

　先ほど、リリアーナが倒れた時のことが頭をよぎる。家族と円満な関係を築いていたとしたら、あんな風に恐怖に震えながら父親に赦ゆるしを乞うなんてことがあるだろうか。

　フレデリックとアーサーが教えてくれた彼女の家族については、父親のライモスは実父だが母親のサンドラは継母で異い母ぼ姉弟きようだいがいるということだけだ。彼女と両親の関係が良好か否いなかくらいは予備知識としてほしかったかもしれない。

　彼女は、両親の言いつけで外に出たことはないと言った。私は、病弱な娘を想うが故の両親の愛情だと思っていたが、もしかしたらそれはとんだ勘かん違ちがいだったのかもしれないと冷や汗が頰を伝う。

「それは……先ほど、君が廊下で取り乱したことと関係があるのか？」

　私に寄り掛かる細い背がびくりと揺れた。その手が震えていることに気付いて、私は自分が間違ったことだけは分かって慌ててその手を包み込んだ。

「すまない、失言だった。忘れて、く、れ……リリアーナ？」

　彼女の手に添そえた私の手が弱い力で握り返され、目を瞠みはる。

　リリアーナが私の手に縋るようにそっと力を込めた。

「……父と継母のサンドラ様は、もともと恋こい人びと同士でしたが家格が釣つり合あわず、先代のエイトン伯爵、私の祖父が絶対に結婚を許してくれなかったそうです。祖父は、古くから付き合いのあるエヴァレット子し爵しやく家けと縁えん談だんを調ととのえて、私の実の母と結婚させました。ですが、私が産まれる前に祖父母が相次いで亡なくなり、母でさえも私を産んで僅わずか半年で亡くなってしまいました。……父は、母と結婚した後もサンドラ様と関係を持っていて、喪もも明けない内にサンドラ様と再さい婚こんしたのです」

　リリアーナが淡々と告げる。

「サンドラ様と父の間には、私より数カ月年上のマーガレット姉様がいて、父は何より姉様、そしてサンドラ様を愛していました。理由はどうあれ愛する人を奪った女の娘である私は、サンドラ様に嫌われているのです。……あ、あれは月に一度くらいのことでした」

　不意に途切れた言葉は、次に震える声で恐怖を伴ともない紡がれる。

「お継母様が私をリビングに呼ぶのです。幼い弟のセドリックがそこに呼ばれることがないことだけが不幸中の幸いでした。あの子は、唯一私を慕ってくれていて、両親と姉の目を盗ぬすんで私に会いに来てくれる優しい子なのです」

　リリアーナは懸けん命めいに言葉を紡ぐ。

「部屋に入ると……私は絨じゆう毯たんが敷しかれていない床ゆかの上に座るように言われます。そこに座ると床にスープが置かれて、ティースプーンを渡されるのです。『今夜こそ、上手に食べるのよ？　スープを一滴でも零したら鞭打ちの上、当分、食事を抜きにしますからね』……紅あかい口紅を乗せた唇で愉たのしそうに弧を描いて毎回、同じ言葉を……お、お継母様が言うのです。それはとても難しいことでした。お皿を持ってはいけませんし、体を屈かがめてもいけません。ティースプーンはとても小さくて……それに何より、恐怖で手が震えてしまい、毎回、どうしてもスープを一滴、零してしまうのです。継母と姉は私がスープを零すのを待っていて、下手くそだとか汚きたないだとか言いながらくすくすと笑っていました」

　私の手を握る細い手に力が込められて、リリアーナが何かに耐えるようにゆっくりと息を吐き出した。

「リリアーナ、無理して話さなくてもいい」

　リリアーナは頑かたくなに首を横に振る。私は痛くないようにと気を配りながらも細い手を強く握り返した。

「そして、その時が訪れたらお継母様は鞭を取り出して、最初の約束通り私の手や肩、背中を打ちます。お継母様の気が済んだら姉様の番でした。二人の気が済んだら部屋に帰ることを許されて、私は『ご指導、ありがとうございました』とお礼を言って部屋に戻るのです。そして、最低、三日は食事を抜かれました……それ以外にも時折、思い付いたように私の部屋に来て、鞭で打つことがありました」

　私は言葉も出なかった。

「……旦那様が折角誘って下さったのに……私は怖かったのです。私にとって、部屋の外に出ることは、怖いことで、いつも私の一挙一動に誰かの侮ぶ蔑べつと嘲ちよう笑しようがまとわりついていて……っ、分かっているのです……子どもたちが私に鞭を向けるわけがないことも、優しい旦那様がそんなことをするはずないことも……でも、こわくてっ」

　躾しつけの一いつ環かんで鞭を、それも娘に向かって使うなどありえないことだった。それにリリアーナに向けられたそれはどう考えても躾ではない。言葉は悪いが、憂うさ晴ばらしだ。彼女はずっと、他ならない両親によって閉じ込められていたのだと気付いた。

　閉じ込められていた部屋の中が彼女の世界の全てで、その扉とびらの向こうは恐怖と痛みしかなかったのだ。頭でいくら違うと分かっていても、彼女の十五年間という人生において作られた常識を覆くつがえすことは容易ではない。嫁いできたこの侯爵家でも、安全地帯が広がっただけに過ぎないのだ。

「鞭で打たれて寝込む私の枕元であの子はいつも声を押し殺して泣いていました。痛みで動けない私を想い、私の手を強く握り締め泣いてくれる優しい優しい弟なのです……。でも、私が鞭を受けることであの子が守れるなら、それで良かったのです……っ」

　私は思わずリリアーナを後ろから包み込むように抱き締めた。リリアーナの手が私の腕に添えられる。この強く抱き締めれば折れそうなほど細く華奢な体で、リリアーナはどれだけの哀しみや恐怖や痛みに耐えてきたのだろうか。だが、それでも尚なお、彼女は弟のことを想っているのだ。なんと強く、優しい女性だろう。

　リリアーナは、自分の左手を右手で包み込み唇を寄せた。そこに幼い弟の温もりを探しているかのようだった。

　泣いているのだろうか、とその顔を覗き込んで息を吞のむ。

　リリアーナは、唇を嚙かみ締しめて涙を耐えていた。今にも零れそうなそれを必死に抑おさえ込む姿は痛々しくて、彼女を抱き締めた。

「……泣いてもいい」

「……だ、旦那様は、泣く女は見たくないとおっしゃいました……これ以上、不愉快な思いをさせるわけにはいきません……っ」

　たった三度しか顔を合わせていないというのに以前の私はそんなことを言ったのか、と自分自身を酷く嫌けん悪おした。
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　私とリリアーナがまともに言葉を交わしたのは、私が彼女を置き去りにした初夜だけだとアーサーは言っていた。だとすれば私は、夫婦が初めて共にする夜に彼女にその言葉を投げ付けたのだろう。

　リリアーナは、私の腕から抜け出そうと身をよじる。けれど、大人げない私はそれを許してやることはできなかった。ひょいと彼女の体の向きを変えて、その顔を私の胸に押し付ける。

「こうすれば私には君の泣き顔は見えないから、大丈夫だ。信じられないかもしれないが……私は君を嫌いになどならないと誓ちかうよ」

　柔らかな淡い金の髪に鼻先を埋うずめる。リリアーナの体が強張ったのに私は放してやれない。顔を上げたリリアーナの小さな頰を片手で包み込む。

「泣いてくれ、リリアーナ」

　銀色の綺麗な瞳を覗き込み、私は彼女の掌てのひらに唇を押し付けた。リリアーナ、と今の私が込められるだけの想いを込めて、懇こん願がんするようにその名を呼んだ。

「私は、不誠実で酷い夫だった。だから、これはとても自分勝手で身勝手な願いだと分かっている。記憶を失い、君を妻だとも認識できなかった夫だ。それでも……私は、君と本当の夫婦になりたい」

　リリアーナは、呆ぼう然ぜんと私を見つめている。握っていた手を離し、彼女の頰を包み込む。

「で、も……旦那様が記憶を取り戻したら、きっとまた私のことなど……嫌いになってしまうのでしょう？」

　私の手の中でリリアーナが微わ笑らった。

　その瞬間、胸が軋きしむほどの痛みと切なさが私を支配した。

　期待することも望むことも全てを諦めてしまっている儚い微笑みは、とても綺麗で、とても──哀しかった。

「そんなことはない」

　即座に否定したのにリリアーナは、信じてはくれなかった。哀しい微笑みを湛たたえたまま、そっと私の胸を押して体を離し、また淡く微笑んだ。

「……私、充分、幸せでした」

「だったら、もっと幸せそうに笑ってくれ、リリアーナっ」

　彼女が作ろうとした二人の間の空白を押し潰つぶすように抱き締めた。

「君が壊こわれてしまう前に、どうか……泣いてくれ。君は私の大事な妻だ。もう二度と君を忘れないと誓うから、どうかどうか……私を信じてくれ、リリアーナ」

　みっともなく縋るように耳元で囁いた。

「……ほんとうに、きらいになりませんか……？」

　弱々しい声が一縷の望みでも託たくすかのように問いかけてきて、私は一も二もなく頷いて、リリアーナを抱き締める腕に力を込めた。

「ならない。絶対にならない、神と剣けんと君に誓うよ、リリアーナ」

「わたしの、秘密を知っても……？」

　腕の中でまたリリアーナが自分の鳩尾を押さえたのが分かった。

　鞭で打たれ続けた体にはその痕あとが残ってしまっているのかもしれない。女性であればそれは誰にも見られたくはないだろう。

「君にどんな秘密があろうともだ」

「……ほんとうに？」

「本当に。外出だって、無理だったらそれでいいんだ。君の心の準備ができるまで、私の傍なら安心だと信じてくれるまで、いつまでだって待ち続けるよ」

　リリアーナが押し黙り、私は自分の心臓が早はや鐘がねを打っているのに今いま更さら気付いた。私の心臓は彼女に拒絶されることを恐れているのだ。

　しかし、リリアーナの手が私のシャツの胸むな元もとを躊躇いがちに摑んだことに気付いて息を吞む。リリアーナが私の胸に顔を押し付けて、細い肩を震わせた。

「ふっ……うっ……」

　聞こえてきたのは、押し殺された嗚お咽えつの欠片かけらだった。

　声の上げかたを知らないのだろうリリアーナは声を押し殺して、私の胸で泣いた。縋ることも知らない細い手は、私のシャツをただただ強く握り締めている。

　結局、リリアーナが声を上げて泣くことはなかったが、泣き疲つかれて眠ってしまうまで彼女は私の胸を涙で濡ぬらした。そんな彼女を抱き締めて横になり、私はとある決意を固めた。

　リリアーナに、心からの笑みを浮かべてほしい、そのためなら何でもしようと私は決意したのだった。
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　寝ね返がえりを打とうとしたのですが、どういうわけか全く身動きが取れません。

　それになんだかとても硬かたいお布ふ団とんに包まれています。硬いのですが優やさしい温ぬくもりを感じ、とても心ここ地ちが良いです。すりすりと擦すり寄るとますますぎゅうとお布団に包まれました。爽さわやかなコロンの良い匂においまでします。

　もう一度、深い眠ねむりに落ちそうになりましたが、そこでふと「お布団は自分から抱だき着いてこないのでは？」という疑問を抱いだき、一気に意識が覚かく醒せいしました。

　ぱっと目を開けた先にあったのは、男らしい胸むな元もとでした。

　おそるおそる顔を上げて、あやうく上げそうになった悲鳴をどうにか吞のみ込みました。

　旦だん那な様の綺き麗れいな寝顔が目と鼻の先にあり、薄うすく開いた唇くちびるの隙すき間まから、すーすーと穏おだやかな寝息が零こぼれています。

　抜ぬけ出そうにもがっしりと抱き締しめられていてびくともしません。

　そもそもどうしてこんなことになったのでしょうかと一いつ生しよう懸けん命めい、記き憶おくを遡さかのぼりました。

　昨夜は旦那様にディナーに誘さそって頂きましたので、エルサに手伝ってもらって仕し度たくを調えて部屋を出て、そうです、向かっている途と中ちゆうで実家にいた頃ころのことを思い出してしまったのです。そのあたりはよく覚えていないのですが、次に目が覚めた時には傍そばに旦那様がいて下さったのです。

　折角誘って頂いたのにディナーを台無しにしてしまった私を旦那様は怒おこることもせず、逆にとても心配して下さいました。

　その上、私が零した過去の話を受け止めてくれたばかりか、旦那様は私と本当の夫ふう婦ふになりたいのだと言ってくれました。それだけではなく、涙なみだを我が慢まんしないでくれと抱き締めてくれて、私は旦那様の胸を借りて泣いてしまったところまでは覚えているのですが、そこからの記憶がさっぱりとありません。

「ど、どうしましょう……っ」

　申し訳なさが溢あふれてきてとりあえず、どうにかこうにか抜け出そうとするのですが、やっぱり旦那様の腕うではびくともしませんでした。

　すると、旦那様が、ふぁっと欠伸あくびを零してゆっくりと目を覚ましました。寝ぼけて輪りん郭かくがふわふわしていた青い瞳ひとみと目が合って、私はまたも石のように固まってしまいました。

「おはよう、リリアーナ」

　蕩とろけそうな甘あまさを孕はらんだ笑え顔がおと声に今度は別の意味で固まりました。頰ほおがじわじわと熱を帯びて赤く染まっていくのを感じました。それでなくとも密着しているのに更さらにぎゅうと抱き寄せられます。

「だ、だんなさまっ」

　私の髪かみに鼻先を埋うずめる旦那様をかろうじて呼びます。

「んー？　ああ、そうだ、気分はどうだ？」

　大きな手が私の頰を包つつみ込むようにして撫なでてくれます。

「あ、あのっ、昨夜ゆうべ、私……っ」

「何もかも大だい丈じよう夫ぶだ。君が謝あやまるようなことも怖こわがるようなことも何もない」

　そう言って、旦那様は優しく笑って下さいました。私は安心して泣きそうになるのをこらえながら、「ありがとうございます」と精せい一いつ杯ぱい、お礼を言いました。旦那様は、うん、と一つ頷うなずくと徐おもむろに枕まくら元もとに手を伸のばして金色の懐かい中ちゆう時ど計けいを手に取りました。私のものではないので旦那様のものでしょう。

「そろそろ朝食の時間だが……」

「で、でしたらもう起きませんと……っ」

　このままでは私の心臓がもちません。旦那様は、私の心を見み透すかしたように目を細めるとくすくすと可お笑かしそうに笑って、漸ようやく私を解放してくれました。体を起こすと、心臓がばくばくと破は裂れつしそうなほど五う月る蝿さいですし、頰はまだ熱を持っています。旦那様もぐーっと伸びをしながら起き上がりました。

「なぁ、リリアーナ」

「は、はい」

　旦那様は、なんだかとても優しい眼まな差ざしで私を見つめていました。

「まず、私と食事するのに慣れよう」

「え？」

「私は君が怖がる外の世界からやって来た人間だ。その上、君を傷付けた人間だ。初めて会った時、君は私に怯おびえていただろう？」

「え、えっと、あの、それは……っ」

「ああ、すまない。怒っているわけじゃないよ。君の話を聞いた今、寧むしろ、よく逃にげ出さないでいてくれたと感謝しているのだから」

　大きな手が俯うつむきそうになった私の頰を包み込みます。

「ゆっくりでいいんだ、リリアーナ。だから、まずは私に慣れることから始めてほしい。そうして君の心に勇気が溜たまったら、一いつ緒しよに出かけよう。それは一カ月先でも、半年先でもいつでもいいんだ」

「……はいっ」

　その優しさが嬉うれしくて胸がいっぱいになって一生懸命頷きました。旦那様がくすぐるように頰を撫でてくれます。

「さて、では……ふむ。君はいつも自分の部屋で食事をしているんだったな」

　急な話題の転てん換かんに話が摑つかめず頷くほかありません。

　旦那様は、少し考え込むように顎あごを撫でた後、名案を思い付いたかのように得意げに頷きました。

「なら私も今日から君の部屋で昼と夜、食事をしよう」

「えっ？」

「堅かた苦くるしいコース料理はなしだ。私もそういうものは性しように合わないからな。食事をしながら色々な話をしよう。私は君のことが知りたい。私の空っぽの記憶にリリアーナのことを刻み込みたいんだ」

　思ってもみなかった言葉に私は、返事に困ってしまいました。

　すると旦那様は、膝ひざの上にあった私の両手を大きな手で包み込みました。

「私の我わが儘ままを聞いてくれないか、私の可愛かわいいリリアーナ」

　またあの甘い笑顔を浮うかべて旦那様が下から私の顔を覗のぞき込んできます。私はどうしてかこの笑顔にとても弱いのです。

「ぜ、絶対に、怒らないでいて下さるなら……」

　まるで試ためすような失礼な言葉を口にしたというのに旦那様は、それはそれは嬉しそうににっこりと笑ってくれました。そのことに驚おどろいて目を瞬まばたかせます。

「私が君に怒られることはあっても、私が君を怒ることなんて絶対にありえない」

　青い瞳はどこまでも澄すんでいて、真まっ直すぐで優しい光を宿していました。

『ゆっくりでいいのですよ。奥おく様さまの心が思うようにすればいいのです』

　諭さとすように優しいモーガン先生の言葉が脳のう裏りをよぎりました。

　私は、どうしたいのでしょう。旦那様を知りたいのでしょうか、私を知ってほしいのでしょうか。知るということも知られるということもなんだか少しだけ怖いような気がするのは、真実というものが決して美しいことばかりではないからでしょうか。

　でも、旦那様は昨夜、取り乱した私の事情を知ってもこうして優しく私を受け入れて下さいました。それだけで、あれほど感じていた恐きよう怖ふが随ずい分ぶんと和やわらいでいるのです。だとすればそれが答えなのでしょう。

「……私も旦那様とお話が、してみたい、です」

　情けなくも震ふるえてしまった声だったのに、旦那様はくしゃりと子どもみたいに心底嬉しそうに笑って下さいました。

「ありがとう、リリアーナ！」

「きゃっ、だ、旦那さまっ！」

　はしゃぐ旦那様にまたぎゅうと抱き締められました。けれど、旦那様はなんだかとても喜んで下さって、朝の仕度を携たずさえてエルサがやって来るまで放してはくれませんでした。

　けれどその腕の中の心地よさに馴な染じんでしまっていることに、この時の私はまだ気付いていませんでした。
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「エルサ、私、変なところはないですか？　大丈夫かしら？」

　オロオロと部屋の中を行ったり来たりする私に、エルサは小さく笑いながら頷きました。

　旦那様も既すでに自室に戻もどられて各おの々おの朝食を済ませ、今は旦那様が来るのを待っています。

　エルサが用意してくれたのは淡あわい水色のドレスです。髪もエルサが綺麗に結ゆってくれました。両サイドは編み込みになっていてとても可愛いです。エルサの手はいつも魔ま法ほうのように私の髪を綺麗に結ってくれるのです。

「今日の奥様も大変、お可愛らしいですよ。それに旦那様如ごときにそんな緊きん張ちようしなくても大丈夫ですよ」

「だ、旦那様だから緊張するんですもの」

　両手で胸を押おさえて、ふうと息を吐はき出しました。

　朝食を終えた後は、いつもならお裁さい縫ほうをしたり、読書をしたり、日によってはマナーレッスンやお勉強があるのですが、なんと早速旦那様に屋や敷しきの中を案内してほしいと頼たのまれてしまったのです。

「ねえ、エルサ」

　私は足を止めて、どうしましたと首を傾かしげるエルサを振ふり返かえります。

「……私、旦那様はもっと怖い方だと思っていたのですけれど、今の旦那様はあんまり怖くないのです。記憶を失なくしたことは……関係あるのでしょうか？」

　エルサは私の言葉に少し考えるような仕草を見せた後、ふっと表情を緩ゆるめました。

「ご安心下さいませ。旦那様は、本来はああいった性格でございます。奥様の前では不ふ機き嫌げんでむっつり黙だまったままの最低野ろ……失礼、無礼な紳しん士しだったかもしれませんが、本来は喜き怒ど哀あい楽らくのはっきりした非常に分かりやすい性格をしておいでです。もちろん、貴族という立場のある方ですので外では相手に相応ふさわしい仮面を被かぶっておいでですが、身内の前だといつもあんな感じです」

「そうなのですか？」

「はい。図体ずうたいの大きな子どもだと思って接した方が気が楽になるやもしれませんよ」

「まあ、エルサったら。ふふっ、本当に冗じよう談だんが上手ね」

　エルサがあまりにも真しん剣けんな顔で言うのでつい笑ってしまいました。あんなに大きくて立派な方なので子どものようには見えません。それに旦那様は私よりも十歳さいも年上です。

「でも、ありがとうございます。なんだか緊張がほぐれたような気がします」

「それは何よりでございます……あら、いらっしゃったみたいですよ」

　コンコンとノックの音が聞こえてドアの方を振り返ります。エルサが応対に向かう背を見ながら、去ったはずの緊張がまたも私の心臓を掌しよう握あくしようとしてきます。

　中に入って来た旦那様は藍あい色いろを基調とした服に身を包んでいました。シンプルなデザインで派手な装そう飾しよくのない普ふ段だん用の服であっても旦那様は迫はく力りよくがあります。

　旦那様は、ぱっと顔を輝かがやかせて、早速私のところにやってきました。

「うん、とても可愛らしい。まるで愛らしい水の妖よう精せいのようだ」

　するりと手を取られて手の甲こうに口づけが落とされました。一気に色んなことが起こりすぎて処理できずに心と頭が破裂しそうです。かぁっと熱を持った私の頰は苺いちごのように赤くなっていることでしょう。

「十五点ですね。一応言っておきますと百点満点中の十五点です」

　横から聞こえてきた声に顔を上げれば、冷めた表情を浮かべるエルサがいました。

「花束の一つも持ってきたらいかがですか？」

　エルサは旦那様とその後ろに控ひかえるフレデリックさんを見て眉まゆを寄せました。旦那様が私の手を放して、そっとそっぽを向いてしまいました。エルサは一体どうしたのでしょう、とオロオロしているとフレデリックさんがふふっと笑って口を開きました。

「庭師のジャマルに可か憐れんで清せい楚そな花束が欲ほしいと頼みに行かれたのですが、ジャマルは最近、物忘れも激しいですし耳も遠いので『旦那様みたいな不義理な男に渡わたす花はねえ！』と門もん前ぜん払ばらいをくらいまして……」

「日頃の行いのせいですね」

　エルサは、なんだかとっても愉ゆ快かいそうに言いました。

　ジャマルおじいさんは、侯こう爵しやく家けに仕える庭師さんです。年を取って体力も衰え耳も遠くなったので、今はほとんどの仕事を息むす子こさんとお孫さんに任せています。ですが大事な部屋に飾かざる花を育てる花か壇だんと温室は今もジャマルおじいさんが世話をしています。

「ジャマルは奥様をそれはそれは可愛がっていますからね」

「そういった理由で旦那様は花を用意するのに失敗したのでございます」

「旦那様、お花が欲しかったのですか？」

　旦那様は何な故ぜか申し訳なそうに私に顔を戻して、ああ、と覇は気きのない声で頷きました。

　きっと記憶喪そう失しつで不安に苛さいなまれる旦那様の心は癒いやしを求めているのでしょう。お花というのは見ているだけでもその可憐さや美しさで心を穏やかにしてくれますからね。

「旦那様、私があとでジャマルおじいさんに旦那様のお部屋に飾るお花をお願いしてみますね。ジャマルおじいさんは私のお部屋にもいつも綺麗なお花を見み繕つくろってくれるのです」

「え、あ、ああ、うん。ありがとう、リリアーナ……」

　旦那様は驚いたような顔をした後、どこか遠くを見つめながらお礼を言って下さいました。律りち儀ぎで優しい旦那様です。

　口元を手で覆おおってそっぽを向くエルサと俯いているフレデリックさんの肩かたが震えていますが、旦那様が咳せき払ばらいをすると二人の肩の震えは止まりました。何だったのでしょうと首を傾げますが、具合が悪いわけではなさそうなので気にしないことにしました。

「リリアーナ、不ふ甲が斐いない夫だが屋敷を案内してくれるか？」

　そう言って旦那様が私に向かって、何故か腕を差し出しました。

　一体、どうしたのでしょう。腕に何かあるのかもしれないと思い、顔を近づけますが、ほつれたり破れたりもしていません。もしや怪け我がでもと首を傾げます。

　するとエルサが私の耳元に口を寄せました。

「奥様、旦那様は腕を怪我したわけでも肘ひじに穴が開いたわけでもありません。これはエスコートしようとして下さっているのです」

　まさか、と思いましたがエルサは優しい笑えみを浮かべていますし、何よりも旦那様は腕を出したまま私の顔色を窺うかがっています。

　大丈夫ですよ、とエルサが背中をそっと押してくれたので、一歩前に出ておそるおそる旦那様の腕に手を添そえました。服の上からでも剣けんを握にぎる旦那様の腕はがっしりとしていました。すると旦那様は、とても嬉しそうに笑ってくれて私の頰も自然と安あん堵どに緩みます。

「良かった。私では嫌いやかと思った」

　旦那様の言葉に、とんでもありません、と首を横に振りました。

　距きよ離りが近いので旦那様のコロンの香かおりが鼻先を撫でて、ますますドキドキします。

「こ、こういったことをして頂くのは、初めてなので……ふふっ、なんだかお姫ひめ様にでもなったような特別で贅ぜい沢たくな気持ちです」

　侯爵家に嫁とついでから、恥はずかしながら恋れん愛あい小説というものを読むようになりました。ヒロインはお姫様であったり、町娘むすめであったり、私と同じ貴族令れい嬢じようであったりと様々でしたが、結構な頻ひん度どでこうして恋こい人びとにエスコートをしてもらうシーンがあったのです。

　ダンスのレッスンの時に相手役をしてくれたエルサとこうしたことはありますが、男性、それも旦那様にエスコートして頂くのは特別な心地です。これまで読んだ小説の中のヒロインたちも私と同じようにきっとドキドキふわふわしていたに違ちがいありません。

　浮かれていた私はこの時、旦那様が真っ赤になった顔を片手で覆って天てん井じようを仰あおぎ、エルサが「今日も私の奥様が可愛い」と頰を緩め、フレデリックさんがそんなエルサを温かく見守っていたことには気付きませんでした。




　まず旦那様を案内したのは、私が最も訪おとずれる回数の多い図書室です。

　ルーサーフォード家の図書室はとても立派で星の数ほどたくさんの本があります。私の実家にも書庫はありましたが蔵書の数も種類も桁けた違ちがいです。図書室に司書さんがいるのでどんどん蔵書の数は増えているそうです。

　司書のモニカさんは、二十三歳とお若いですが、彼かの女じよに聞けばどんな本でも見つけてきてくれる有能な司書さんです。

「それにしてもすごい本の数だな」

　背の高い本ほん棚だなを見上げながら旦那様が感心したように言いました。

「ルーサーフォード家では、我々使用人も貴重な本以外は、自由に閲えつ覧らんできるのです。貸し出しもして下さっているのですよ」

　フレデリックさんの言葉に旦那様は、へぇ、と相あい槌づちを打ちました。

　まずは私がいつも利用しているお裁縫関係の本が並ぶ棚たなへと案内します。

「いつもここで色々な本を借りて、孤こ児じ院いんのバザーの品や子どもたちへの寄付品のデザインのアイディアを頂いたり、参考にしたりしているんです」

　私は旦那様の腕から手を離して、あるシリーズの中で一番参考にしている植物の刺し繡しゆうのモチーフ集を手に取ります。植物編、動物編、日常編、幾き何か学がく模も様よう編と様々なテーマごとに一冊ずつ色々なモチーフが集められているのです。

「私は特にこの本にお世話になっているんです」

　本を差し出すと旦那様は受け取り、ページをパラパラとめくります。たくさんの絵がモノクロで載のっていて、糸の色も事細かに指定され、刺さし始めや仕上げる部位の順番なども丁てい寧ねいに書かれていますのでその通りにすれば綺麗に仕上がります。

「すごく細かいな……記憶喪失関係なくきっと私は、裁縫はしなかっただろうな」

「ふふっ、そうですね。あまり想像できません」

　そうだろうと旦那様はおどけたように肩を竦すくめました。

「リリアーナはすごいなぁ。この本の説明を読んであの刺繡を仕上げるんだろう？　この間の向日葵ひまわりもとても見事な出来だったものな」

「ありがとうございます」

　刺繡だけは自信がありますので、褒ほめられてとても嬉しいです。

「リリアーナは、特にどのモチーフが好きなんだ？」

　私が本を覗き込めるように位置を下げた旦那様に質問されました。私は旦那様の手の中にある本のページをめくり、お目当てのページを探します。

「……薔ば薇らか？」

　絵を見た旦那様が出した答えに、私は正解の意味を込めて頷きました。

「私は薔薇が一番好きなので、よく薔薇の刺繡を刺します。たくさんの花びらがドレスみたいですし、色も鮮あざやかでとても綺麗なので一番、好きな花なのです」

「薔薇か。薔薇なら私も知っているぞ。あまり花には詳くわしくはないが、薔薇や向日葵、百ゆ合りくらいなら分かる」

「でしたら旦那様、図ず鑑かんなどいかがですか？　絵図つきの素す晴ばらしい図鑑がここにはたくさんあるのですよ。お部屋に飾られたお花の名前を調べたりすれば心も安らぐと思います」

　私は旦那様の手からモチーフ集をお預かりして、図鑑が並ぶ棚へと足を向けようとしましたが「それよりも」と旦那様に引き留められます。

「それよりも君は、他に何を好んで読むんだ？」

「他ですか？　……他は、そうですね詩集も読みますし、お勉強の一いつ環かんで歴史の本を読んだりもしますが……と、特に好きなのは、その、れ、恋愛、小説です」

　なんとなく子どもっぽい好みですので旦那様に言うのは恥ずかしいです。私はもう成人しているのですが、少女向けの恋愛小説にはまってしまったのです。

　この図書室にはそういった小説は数が少なかったのですが司書のモニカさんが「奥様が読むのなら」とたくさん仕入れてくれました。もともと若いメイドさんたちから要望はあったのですが、アーサーさんから許可が下りず仕入れられなかったのでモニカさんは良い口実ができたと喜んでいました。エルサや他のメイドさんのおすすめを読んで感想を言い合うのも楽しみの一つです。

「どういった本だ？　私も読んでみたい」

「だ、旦那様がですか？」

　思わず私は驚いて目を丸くします。旦那様の向こうにいたフレデリックさんとエルサも驚きの眼差しを向けていました。

　ですが、旦那様の青い瞳は、どこまでも真っ直ぐで好こう奇き心しんにきらきらしているように見えます。とはいえ、恋愛小説は恋愛小説。とてもではありませんが旦那様向きの本とは言えません。フレデリックさんの表情からもそれは明らかです。

「確かどこかの棚に兵ひよう法ほうですとか剣けん術じゆつの指南書があったはずですが、そちらのほうが」

「私はリリアーナの好きなものが知りたいんだ、教えてほしい」

　旦那様があまりにも真剣に私に乞こうので、咄とつ嗟さに頷いてしまいました。すると旦那様は、また嬉しそうに破顔して私の手を取りました。

「小説の棚はどっちだ」

「あちらでございます」

　フレデリックさんが手で示した方へと旦那様は私の手を引くようにして歩き出しました。骨ばった大きな手は私の手をすっぽりと包んでしまいます。

　あっという間に辿たどり着ついた小説の棚の前で、旦那様が「どれだ？」と首を傾げます。私は本当に良いのでしょうかと少々の不安を抱かかえながらも、最近読んで面おも白しろかった一冊を棚から見つけ出します。

「……『ハーブ園で口づけを』？」

　旦那様が本のタイトルを読み上げます。

「どんな本なんだ？」

「オーランシュ王国という架か空くうの王国を舞ぶ台たいにした小説です。王国の辺境に住む魔ま女じよの女の子と訳ありの冒ぼう険けん者しやの青年が恋に落ちるお話なのです。魔女の女の子は左足と左目が不自由なのですが使い魔まの黒くろ猫ねこと一緒に村の人たちのためにハーブや薬草を育てて薬を作るのをお仕事にしているんです。とても明るくて元気で朗ほがらかな素す敵てきな女の子なのですよ。……この物語の始まりは嵐あらしの夜なのです」

　旦那様に本の内容を聞かれて私は一生懸命答えます。大好きな本なので旦那様にもその魅み力りよくをお伝えしたいのです。

「嵐の夜、女の子のところに見知らぬ青年がやって来るんです。それが冒険者の青年なのですけれど、青年は酷ひどい怪我をしていて女の子は傷の手当てをしてあげたんです。でも青年はその怪我が元で数日寝込んでしまうのですが……熱が下がったら自分が誰だれだか分からないって言うんです」

「困ったやつだな、私と同じだ」

　旦那様が眉を寄せます。私は、ふふっと笑って首を横に振りました。

「彼かれは噓うそをついたんです」

「噓を？」

「はい。青年は王都で公こう爵しやく家けの三男として生まれたんです。後あと継つぎではないので冒険者になって手て柄がらを立てて旦那様と同じ王国の英えい雄ゆうになったんです。でも、有名になってしまったが故ゆえに後こう継けい者しや争いに巻き込まれて命を奪うばわれそうになって王都から脱だつ出しゆつして、追手をかけられて嵐の夜、足を滑すべらせて川に落ちてしまったんです。そしてどうにかこうにか女の子のところに辿り着いたんです」

「それで素す性じようを知られたくなくて記憶喪失だと噓を言ったのか」

「そうです。女の子も青年と過ごす日々の中でそれが噓だと気付くのですが、噓を暴いたら青年がどこかに行ってしまうと思って知らないふりをし続けるんです。二人はだんだんと惹ひかれ合うようになるのですが、その噓や女の子の隠かくされた過去や色々なことが重なって、なかなか結ばれないんです。他にも魅力的な登場人物がたくさん出てきて、分類は恋愛小説なのですが、色んな人の想おもいや願いや思おも惑わく、それに絡からむ悪意も善意も何もかもが詰つまっていて、とても面白いお話でした」

「面白そうだな、私も読んでみたい」

　パラパラとページを捲めくりながら旦那様が興味深そうに言いました。冒ぼう頭とう部分を少し読み込むと、本を閉じてフレデリックさんを振り返ります。

「よし、今夜からこれを読もう。フレデリック、私の寝しん室しつに」

「かしこまりました」

　フレデリックさんが本を受け取り、大切そうに脇わきに抱えました。

「リリアーナも何か読むか？」

「いえ、私は部屋に二冊ほど読みかけの本がありますので」

「そうか。では次に行こうか」

　そう言って旦那様が腕を差し出しました。今度はすんなりとその腕に自分の手を添えることに成功しました。旦那様は優しいので、私の歩ほ幅はばに合わせてゆったりと歩いてくれます。カウンターにいたモニカさんに会え釈しやくをして、私たちは図書室を後にしました。




「リリアーナ、そう緊張しなくていい。料理長には、気取らない料理を頼んであるんだ。あまりマナーなど気にせずに食べるといい」

「は、はい」

　旦那様の気き遣づかいにかろうじて返事をしましたが緊張でカチコチです。

　屋敷の案内をしている途中で昼食の時間になり、私の部屋へと戻って参りました。他のメイドさんが昼食の仕度をしてくれていたので、料理が来るのを待っています。

「昼食をお持ちいたしました」

　そんな声が聞こえて、フレデリックさんがドアを開けて迎むかえ入れます。

　昼食を載せたワゴンを押しながらメイドのメリッサさんが入ってきました。

　メリッサさんが銀色のカバーを外して、フレデリックさんとエルサがそれぞれ私と旦那様の前に料理の載ったお皿を運んで来てくれます。一枚の大きなお皿の上にメインのキッシュと付け合わせのサラダが盛り付けてありました。

「キッシュか」

「はい。奥様の好きなチーズとズッキーニとトマトのキッシュでございます。旦那様にはチキンのソテーを挟はさんだバゲットもございます」

　メリッサさんが流れるように説明して、フレデリックさんが旦那様の前に私の顔くらいはありそうな大きなバゲットのサンドウィッチを置きました。その大きさにびっくりです。その上、旦那様のキッシュは私のキッシュの三倍はあります。

「リリアーナ、たったそれだけで足りるのか？」

　旦那様が心底、心配そうに首を傾げました。

「は、はい、いつもこれくらいで充じゆう分ぶん、お腹なかいっぱいになります」

「そうなのか？　遠えん慮りよしなくていいんだぞ？」

「いえ、本当です」

「まあ、リリアーナは女性だし、小こ柄がらだからな」

　旦那様はどうにか納なつ得とくして下さったようです。冷めない内に食べよう、と旦那様が言って両手を祈いのるように組みました。私も慌あわてて同じように手を組みます。

「豊かな恵めぐみから分け与えられた糧かてに感謝します」

「感謝します」

　早さつ速そく、旦那様はバゲットサンドを手に取り、大きくかぶりつきました。とっても豪ごう快かいですが口の周りを汚よごすことも、パンの中身がボロボロ零れることもありませんでした。

　私も気合を入れて、ナイフとフォークを手に取りました。旦那様がバゲットサンドに夢中になっているのを確かく認にんして、いつもより小さめに切り分けたキッシュを口へと運びました。無事に落とすことなく運べたことにほっとします。緊張で味が分からないのが残念ですが、今はまず食べることに専念しなければともう一切れ、口に運びました。

　口の中が空っぽになってから、お水を飲もうと顔を上げると鮮やかな青い瞳と目が合いました。ナイフとフォークを落としそうになりましたが、どうにかこらえて握り締めます。

「君は、このキッシュが好きなんだな」

　そう言って旦那様もキッシュを切り分けて口へと運びました。もぐもぐと咀そ嚼しやくして飲み込むと、確かに美う味まいなと顔を綻ほころばせます。

「ズッキーニの瑞みず々みずしい食感が楽しいし、トマトの旨うま味みと酸味をチーズのコクが上手に引き立てている。私も好きだな」

「それは、良かったです」

　自分でもよく分からない返事をして、私はまたキッシュを切り分けて口へ運びました。今度は旦那様が見ていても上手に食べられたような気がします。

「君は、とても丁寧に綺麗に食べるのだな」

　ふっと穏やかに微笑ほほえんだ旦那様の言葉を理解するのに数秒ほどかかりました。漸く整理できた頭で褒められたのだと気付いて目を瞠みはります。

「エルサや……アーサーさんが丁寧に教えてくれたのです。フィーユ料理長さんも私が食べやすいように工く夫ふうして下さって……」

　震えそうになる声で答えると旦那様は、そうか、と頷きました。

「でも、リリアーナがたくさん努力を重ねたから上達したんだな」

　旦那様の穏やかな微笑みに私は、不安に逸はやっていた心臓がだんだんと落ち着きを取り戻して、心に蟠わだかまっていたものが溶とけていくのを感じました。

　エルサやアーサーさんも褒めて下さいましたし、同じような言葉を掛かけてもらったこともあります。ですが、旦那様が私の努力を認めて下さったことが途と方ほうもなく嬉しいことに思えたのです。

「ありがとう、ございます、旦那様」

　旦那様は、どういたしまして、と言って食事を再開しました。

　なんだか泣きそうになるのをぐっとこらえて、サラダのプチトマトを口に入れました。甘あま酸ずっぱいトマトが心を落ち着けてくれます。それと同時に味がしていることに気付いて、キッシュももう一口食べてみたら今度はちゃんといつもの美お味いしさがありました。

「リリアーナは他に何が好きなんだ？」

「他には……甘いものが好きです」

「そうか。じゃあ、嫌きらいなものは？」

「嫌いというかセロリが苦手です。お薬みたいな味がして」

「本当か？　私も苦手みたいなんだ。でも一昨日おとといの夜に残したらそれから毎食、セロリが出てくるんだ」

　旦那様が嫌そうに顔を顰しかめて、サラダをフォークでつついてセロリを引っ張り出しました。大き目にざっくり切られたセロリは苦そうです。

「フィーユ料理長が『旦那様は記憶喪失だから今なら野菜嫌いも治せる』と張り切っていましたからね」

　フレデリックさんがにっこりと笑って言いました。

「記憶喪失は関係ないだろう？　私の嗜し好こうはそんなに変わっていないはずだ」

「ごちゃごちゃ言わずに食べたほうがいいですよ、フィーユは食べなかったら、倍にして返してくる男ですので」

　エルサがしれっといった言葉に心当たりがあるのか旦那様は顔を顰めたままセロリを口に放り込み、あんまり嚙かまずに飲み込むという強きよう硬こう手段に出ました。

　私は少し頭を傾かたむけてサラダを覗き込みますがセロリの姿はなさそうです。

「大丈夫ですよ、奥様のサラダにセロリは入れないように言ってありますから。奥様は他の野菜は好んで食べて下さいますし、少食ですので、折角なら美味しいものや好きなものをたくさん食べてほしいとフィーユも言っておりましたから」

　エルサが教えてくれたフィーユ料理長の気遣いに胸がいっぱいになります。

「私にもその気遣いが欲しい」

「我が儘を言わないで下さい。旦那様は立派な大人でしょう」

　不ふ貞て腐くされた旦那様にフレデリックさんが笑顔のままきっぱりと言い返しました。

　そのやり取りがなんだか可笑しくて、私はつい笑ってしまいました。すると、振り向いた旦那様と目が合って、一いつ瞬しゆん笑いが止まったのですが、旦那様もふっと笑いを零すと可笑しそうに笑い出したので、つられるように私も笑みを零しました。

　それからは緊張もどこかへ行き旦那様と雑談を交かわしながら料理を食べ進めて、無事にデザートまで完食しました。

「リリアーナ、また夜もこうして一緒に食事をしよう」

「はい」

　旦那様のお誘いに私は、躊躇ためらうことなく頷きました。

　そんな私に旦那様は嬉しそうに笑って下さり、旦那様との初めてのランチを無事に終えることができたのでした。
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「ジャマルおじいさん、これとこれはどうですか？」

「奥おく様さまのセンスは最高じゃなぁ」

　大きなつばの白い帽ぼう子しをかぶった奥様は、夏の日差しが降り注ぐお庭で小さな向日葵ひまわりをメインにした花束を手に、花か壇だんの周りを散策している。

　奥様にアドバイスをしながら庭師のジャマルが要望に応えるように花を切り、渡わたされたラベンダーを花束に加えると奥様は鼻を近づけその匂においを嬉うれしそうに楽しむ。

　旦だん那な様とのランチを無事にやり遂とげたと喜ぶ奥様は、早さつ速そく、旦那様のための花を選びに庭に来ているのだ。ちなみに旦那様はフレデリックに連行されて書しよ斎さいで仕事をしている。今までサボったツケがそこにある。

「ラベンダーの香かおりには、リラックス効果がありますからな、旦那様もきっと心が安らぐでしょうて」

「なら、寝しん室しつの枕まくら元もとにはラベンダーを飾かざったほうがいいかしら。向日葵はお部屋か書斎に飾って楽しんでもらうのです」

　奥様の提案にジャマルは白いひげを撫なでながら、うんうんと頷うなずいた。

「いいですなぁ。奥様は本当にお優やさしい。そうだ、奥様のお部屋にもラベンダーを飾ったらいかがですかな？　よく眠ねむれますよ」

「まあ、ありがとうございます、ジャマルおじいさん」

　奥様は嬉しそうに女め神がみのように美しい顔を綻ほころばせてジャマルにお礼を言った。ジャマルは、いえいえと笑って奥様の花束を受け取ると腕うでに下げていた籠かごに入れる。偏へん屈くつで頑がん固こなジャマルだが、孫よりも幼い奥様に対しては多分、この屋や敷しきの誰だれよりも甘あまい。

「エルサ、このラベンダーとってもいい匂いですよ」

　振ふり返かえった奥様が無む邪じや気きに笑いながら、私に新たに切ってもらったラベンダーを差し出し、私も鼻先を近づけて甘く爽さわやかな匂いを胸いっぱいに吸すい込んだ。

「本当によい香りですね。そうだ……少し多めに頂いて乾かん燥そうさせたものを小さな袋ふくろに入れて持ち歩けば香こう水すい代わりになりますよ」

「ううん、いいです。あんまり切ったら可哀想かわいそうですもの」

　そう言って奥様は、ふふっと笑うとラベンダーを手にジャマルと共に別の花壇へと歩き出す。私はその後を邪じや魔まにならないようについていく。

　私ことエルサは、産まれも育ちもこのルーサーフォード家だ。

　執しつ事じの父と侍じ女じよの母の間に産まれ、主一家に仕える侍女になるべく育てられた。大たい抵ていの場合、奥様になられるご令れい嬢じようは嫁よめ入いりに際してご実家から侍女を連れてくるので、私は奥様の侍女ではなく奥様と旦那様の間に生まれる坊ぼつちゃま、もしくは、お嬢じよう様さまの侍女になるべく教育を受けたのだ。

　私と旦那様、そして、夫のフレデリックは所謂いわゆる幼おさな馴な染じみだ。ルーサーフォード家の方は、使用人を粗そ末まつに扱あつかうことはせず、同じ人間であることを念頭において接してくれるので、畏おそれながら私も旦那様には幼い頃から妹のように可愛かわいがって頂いている。フレデリックは、旦那様とは乳ち兄きよう弟だいにあたり、現在は、旦那様専属執事を務めている。

　フレデリックは、旦那様とは親友で、気の置けない間あいだ柄がらだ。だから、ここ数年の旦那様のことに関して、誰よりも気をもんでいたのは間ま違ちがいない。

　当時十九歳さいだったにもかかわらず、旦那様は敵国の将の首を討うち取とり武ぶ勲くんを上げ、半年後には我わが国くにを完全勝利へと導いた。クレアシオン王国にとっての英えい雄ゆうとなり、我が国の女性の熱い視線を一手に集めることになった。だが、間の悪いことに旦那様にとって衝しよう撃げき的で屈くつ辱じよく的な出来事が重なったのも災わざわいし、自分を取り合う女たちの醜みにくい部分を嫌いやというほど知って、女おんな嫌ぎらいになってしまったのだ。

　見合い話も軒のき並なみ断り、送られてきた姿絵は日の目を見ることなく焼しよう却きやく処分された。年々、酷ひどくなっていく女性不信と女嫌いに侯こう爵しやく家けでは旦那様の結けつ婚こんは正直諦あきらめていたし、旦那様には現在別居中の年の離はなれた今年九歳の弟君がいるので、爵しやく位いと家を継つぐのはそちらになるのだろうと皆みんなが思っていた。

　だというのに、二カ月ぶりに屋敷に戻もどってきた旦那様は父と私、そして、メイド長を呼びつけて『今日、正式に婚こん約やくしてきた。一カ月後に結婚式を挙げる』と言い放った。

『結婚すれば見合い話も消えるだろう、目くらましみたいなものだ』

　本当に平然とこう言いやがったのだ。

　呆あつ気けにとられて言葉も出ない私たちに旦那様は更さらに続けた。

『披ひ露ろう宴えんもしないし、持参金もない。だからお前たちも何もしなくていい』

　ここでメイド長は気絶し、かろうじて意識を保っていた父がお相手は誰かと尋たずねた。

『オールウィン家の次女だ。それ以外のことは知らん。では私は仕事に戻る』

　ぶん殴なぐりそうになった右手を抑おさえ、私と父は再び騎き士し団に戻る旦那様を見送った。この時、殴らなかったことをフレデリックは思い出す度たびに褒ほめてくれる。

　そして僅わずか一カ月後、本当に奥様──リリアーナ様が当家に嫁とついで来られた。

　クレアシオン王国では、新婦はウェディングドレスのまま婚こん家かに向かい、夫ふう婦ふ二人で家の中へと入る。家族や使用人に迎むかえられ、教会を出る際に下ろされていた新婦のヴェールを新しん郎ろうが上げて皆に改めてお披ひ露ろ目めする。

　けれど、奥様は誰にも付つき添そわれず、結婚式にすらご両親やご姉し弟ていの姿はなく、たった一人で、侍女も付けてもらえずボロボロの旅行鞄かばんを手に侯爵家にやって来た。

　我がルーサーフォード家を馬ば鹿かにしているとしか思えない所業に家令である父もメイド長も挨あい拶さつだけしてすぐに辞してしまい、私は奥様と二人きりになってしまった。持参金もなかったので、奥様の財産はボロボロの旅行鞄の中身とその身に纏まとう随ずい分ぶんと古いウェディングドレスだけだった。

　それに奥様が来るまでの一カ月間、本当にオールウィン家のご令嬢なのかどれだけ探さぐっても分からなかった。伯はく爵しやく家けの使用人たちは、ただ「お嬢様をお願いします。全てはそちらにお任せします」と言うばかりで、リリアーナ様について何一つ教えてくれなかった。

　もともとオールウィン家の次女は貴族院の戸こ籍せきに記載はあるものの、実在するのか定さだかではなく、病弱な妹がいるという母と姉の言葉だけで誰もその姿を見たことがなかったのだ。

　それにオールウィン家は由ゆい緒しよこそあるが近年はあまり良い噂うわさのない家だった。私たち使用人は女運のない旦那様が架か空くうの偽にせ物もの令嬢を摑つかまされたのではないか、ルーサーフォード家は大貴族でとても裕福な分、そのお金が目当てではないのかと疑った。

　それに本物のご令嬢であれば、こんな嫁入りはあんまりだ。庶しよ民みんの私でさえドレスやワンピースを新調して、素す敵てきな結婚式とささやかながら披露宴を行ったのに、「大貴族のルーサーフォード家の結婚式がこれでは……」という思いもあった。

　新婦を私室に案内すると、誰にも上げてもらえなかったヴェールを私が上げた。

　この時の衝撃は今でもはっきりと覚えている。

　リリアーナ様は、これまで私が見た誰よりも美しい人だった。

　その儚はかなげな雰ふん囲い気きも相まって月から舞まい降おりた女神だと言われたら、その通りだと頷いてしまうほど、奥様は美しく可か憐れんなお顔立ちだった。その髪かみは淡あわい金色で瞳ひとみは星の光を宿す綺き麗れいな銀色。不安に曇くもるそのお顔が、花が咲さくように綻んだらそれはそれは美しいのだろうと暫しばし見み惚とれてしまったほどだ。

　急きゆう遽きよ、私が奥様の侍女に決定し、その日からお世話をさせて頂くことになった。

　ウェディングドレスを脱ぬがせた後の着き替がえも全て自分でして、バスルームで「肌はだを見られたくないのです。ごめんなさい」と泣いた奥様に、何かそこに偽物だという証しよう拠こでもあるのかと思わず疑ったが、奥様はずっと怯おびえたままで何度も一いつ介かいの使用人である私に「ごめんなさい」と繰くり返かえして、小さな体を更に小さくして蹲うずくまってしまった。そんな奥様に流石さすがの私も可哀想になり、肌が見えないようにガウンを渡すことしかできなかった。

　でも奥様は、旦那様が夜には帰って来ると言うと不安そうにしながら少しだけ嬉しそうだった。あんな馬鹿旦那でも奥様にとっては生しよう涯がいを共にする夫なのだと感心したのだが、当家の馬鹿旦那様は糞くそ旦那様だった。

　奥様は、夫婦で過ごすはずの初めての夜をたった一人で泣きながら過ごされたのだ。

　この時、旦那様を蹴けり倒たおさなかったことも夫はことあるごとに褒めてくれる。

　正直、最初の頃ころは使用人から奥様への風当たりはなかなかに厳しいものだった。何な故ぜなら奥様は、全くもって貴族の令嬢らしくなかったのだ。

　私を「エルサさん」とさん付けして呼び、使用人に対して丁てい寧ねいな口調で話しかける。その上、そのことを家令である父に注意されると今度は一言も喋しやべらなくなってしまったのだ。

　そして、当家の食事の何が気に入らないのかスープとパンしか食べなかった。主菜もデザートも他のものには何一つ手を付けず、かといって何が嫌なのかと尋ねても黙だまったままで、しまいにはそれらも食べなくなってしまったのだ。

　父は「そこらへんの平民か使用人が身代わりに寄よ越こされたのではないか」と疑って、本格的にオールウィン家に探りを入れ始め、私以外の使用人は奥様を避さけるようになった。

　そんな中、私は奥様への態度を決めかねていた。何かずっと違い和わ感かんがあったのだ。

　だんまりを決め込む奥様はいつも心細そうで、食事をする時も何かに怯えているように私には見えたのだ。

　初日のバスルームで小さくなって泣いた奥様の姿がずっと、私の心に蟠わだかまっていた。

　そして、一カ月が経たったある日、奥様はダイニングへ向かう途と中ちゆうで倒れてしまった。大至急、モーガン先生を呼んで診しん察さつして頂いた結果、栄養失調と極度のストレス、過労、不ふ眠みんによる発熱と言われた。

　モーガン先生のお薬で熱が少し下がり、お水を運んだ時、私は奥様に「少しで良いから食べてほしい」とお願いした。嫁いでまだ一カ月だというのに奥様は目に見えて瘦やせ細ってしまっていたので、懇こん願がんに近かったかもしれない。

　奥様は、黙ったままだったが私が根気強く待ち続けた結果、実家でどんな暮らしをしていたか教えてくれた。いつまた鞭むちで打たれて、殴られるのかと怖こわかったと教えてくれた。

　奥様は、拗すねて黙っていたわけでも、不ふ貞て腐くされて食べなかったわけでもなく、恐きよう怖ふに心を支配されて、何もできなくなってしまっていたのだ。

　私は、使用人がするのは失礼だと分かってはいたが、震ふるえながらぽろぽろと涙なみだを零こぼす奥様を抱だき締しめずにはいられなかった。旦那様の仕打ちが可愛く思えるほど最低な家族に奥様はずっと虐しいたげられていたのかと思うと、私も涙が止まらなかった。

　その日の内に私は奥様の事情を差さし障さわりのない程度に使用人たちに話し、翌日には、家令である父とメイド長が奥様に謝罪し、無礼を詫わびた。父も漸ようやく伯爵家の使用人から、リリアーナ様が正しよう真しん正しよう銘めいの伯爵令嬢だという証拠を摑んでいたのですんなりと納なつ得とくしてくれた。

　謝罪する私たちに奥様は逆に恐きよう縮しゆくしていたが、私に話したことで心の枷かせも緩ゆるんで安心したのか、日に日に回復し、私と一いつ緒しよならばスープとパン以外も食べてくれるようになった。

　半年ほどは慣れない生活に寝ね込こむこともあったが、それでも奥様はだんだんとこの家に馴な染じんでいった。初めて奥様の笑え顔がおを見られた時は、恥はずかしながら泣いてしまった。

　奥様は、その生おい立たちを悲観するようなことはなくいつも弟のセドリック様のことを想おもう優しい方で、私たち使用人にもいつもお礼を言ってくれる素敵な方だった。

　私や父が奥様にマナーを教えれば、スポンジのように吸収し、みるみるうちにどこに出しても恥ずかしくない貴婦人へと成長した。それでも控ひかえめで穏おだやかなところは変わりなく、なかなか丁寧すぎる口調は直らなかったが、優しく愛らしい奥様は皆に好かれて大切にされるようになった。

　ここで皆の怒いかりの矛ほこ先さきが、自分が望んで結婚した癖くせに家に帰って来もしない旦那様に向けられるのは当たり前のことだった。

　奥様は、期待をしない方だ。誰かが自分のために何かをしてあげたいと思っているとは微み塵じんも思っていない。期待をしないことで奥様は多分、ご自分の心をずっと守り続けていたのだろう。それは無意識下で行われるほど強固なものだった。

　その奥様が結婚式の夜は、自分を妻にと望んでくれた旦那様に「期待」していたのだ。十五歳の少女は、きっと結婚に夢を見ていただろうし、誰にも愛してもらえなかった奥様は、旦那様が愛してくれるのではないかと淡い希望も抱いだいていたのではないだろうか。

　それをあの旦那様は、自己中心的な理由で裏切ったのだ。

　翌朝、広いベッドの上に座すわり込んでいた奥様の虚うつろな顔は、今でも忘れられない。泣きはらした目をしているのに、愛してもらえなかったことに憤いきどおるわけでも、旦那様の身勝手さを憎にくむわけでもなく、「やっぱりね」と諦めてしまっていたのだ。

　私とて旦那様側の事情は重々承知している。とはいえ二十五歳のいい大人が十五歳の少女にする仕打ちではないと断言できる。

　奥様は、今も絶対に期待をしない。いつでも諦める準備をしているのだ。裏切られた痛みを知ってしまっている奥様は、とても臆おく病びようになってしまっている。

　そんな中、国でも指折りの騎士の癖に間ま抜ぬけな理由で記き憶おく喪そう失しつになった馬鹿旦那様は、奥様に一ひと目め惚ぼれをしたらしく（奥様は月の女神のように美しいので仕方がないと言えばそれまでだが）ご機き嫌げん取りに必死だ。正直、簀す巻まきにして軒下につるしたいくらいには不ふ愉ゆ快かいだが、奥様があんな馬鹿旦那様にも優しいお心をお持ちなので我が慢まんする。あれだけ酷いことをされながら、奥様は自分を妻として迎え入れて何不自由ない暮らしをさせてくれているからと、常に感謝の心を持っているのだ。

「エルサ」

　奥様が私を呼ぶ声に、思考の渦うずに吞のまれていた意識を引き上げ、はい、と返事をする。

「特別にエルサにも切ってもらいました。私のお花とお揃そろいですよ」

　はい、と手て渡わたされたのは立派なアジサイの花鞠まりだ。ピンクのアジサイの花は私の両手にあまるほど大きい。これ一つで部屋は明るく華はなやぐに違ちがいない。

「私は、旦那様の瞳と同じ色にしました」

　奥様の手には、鮮あざやかな青のアジサイがあった。

　初う心ぶで純真で天使みたいな奥様は、旦那様の一挙手一投足に頰ほおを赤くしているが、決して、期待はしていない。頑かたくなに旦那様が自分を構うのは「記憶喪失になって不安だから」と信じきっているのだ。それは旦那様の自じ業ごう自じ得とくなので私は絶対に否定しない。けれど旦那様にも多少の情はあるので肯こう定ていもしない。

　女嫌いを差し引けば、ウィリアム・ルーサーフォード様は、いい男なのだ。見た目や家いえ柄がらを抜ぬきにしても、真まっ直すぐで馬鹿正直で優しく愛情深い男であることを幼馴染でもある私は、知っている。

　奥様が、惚ほれてしまっても仕方ないほどに、本来の旦那様は魅み力りよく的てきな方なのである。

「奥様、そろそろ部屋に戻りましょう。クッションカバーの仕上げをしませんと」

「あ、そうですね。それにリボンも仕上げないといけませんものね」

　奥様がはっとしたように口元に手を添える。

「奥様、また何か欲ほしい花があればわしに言って下さいよ、ここになければ爺じいが市場で目め利ききをしてきますでの」

「はい、ありがとうございます、ジャマルおじいさん。おじいさんのお花はとても綺麗だから、きっと旦那様の御心もほぐれることでしょう」

　ジャマルは、それはどうでもいいと言いたげに適当に頷いていた。耳が遠いと皆が言うが、普ふ通つうの音量よりも少し小さい声で喋る奥様の言葉は、絶対に聞きき逃のがしていないのでちょっと疑ぎ惑わくの目を向けてしまうのは仕方ないことだ。

　花の入った籠を受け取り、またおいで、と言うジャマルに見送られて私と奥様は屋敷へと戻る。

　花を贈おくるつもりが、花を贈られる旦那様の顔が見ものだ。

　隣となりを歩く奥様は白い頰を少しだけ淡く染めて、優しく目を細めて手に持った青いアジサイを見つめている。その横顔のなんと純美で可憐なことだろうか。同性の私でもドキリとしてしまう。

　きっと、奥様にはまだその自覚はないのだろうけれど、そこには確かに淡い恋こい心ごころがある。私は奥様のそのお姿に心の中で改めて誓う。

　──奥様を悲しませたら、あの馬鹿旦那の方を家から追い出す、と。

　帰る家のない奥様と違い、旦那様は騎士団でも領地でもいっそ王城でも生きていけるので問題は一いつ切さいない。

「旦那様の不安が少しでも和やわらぐといいのですが……」

「奥様の優しさが詰つまっているのですから、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　そうかしら、と首を傾かしげた奥様に私は、はい、と頷く。すると奥様は、はにかんだように嬉しそうに笑って下さった。何があってもこの笑顔を護まもろうと心に誓って、私も奥様に笑顔を返したのだった。
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　初めてランチをご一いつ緒しよしたその日から、旦だん那な様は宣言なさった通り、本当に昼と夜は私の部屋で食事をなさるようになりました。

　更さらに旦那様は、私がおすすめした恋れん愛あい小説を一晩で一気に読んでしまわれました。とても面おも白しろかった、感動して泣いてしまったと旦那様は翌朝、目元を赤くして少し気き恥はずかしそうにしながらも私に教えてくれました。他にもと乞こわれたので、何冊か私のお気に入りの本を選ばせて頂きました。代わりにフレデリックさんが、旦那様が少年時代に読んでいたという冒ぼう険けん小説を教えてくれたので、私はそちらを読んでいます。

　まさか旦那様と恋愛小説の感想を言い合う日が来るとは夢にも思っていませんでしたが、とても楽しそうにしていらっしゃいますし、お仕事の合間の息いき抜ぬきになっているようなので良かったなと思っています。

　それだけではなく、お昼までの時間は旦那様に屋や敷しきの案内をしたり、本の感想をお話ししたりするのが最近の私の日課になりました。侯こう爵しやく家けはとても広いので、私も行ったことのない部屋や場所があって、そちらはエルサたちが案内してくれます。

　今日は、昼は外で食べようと誘さそって下さって、庭の大きな木の下でピクニック気分です。エルサとフレデリックさんは、少し離はなれたところに控ひかえてくれているはずです。

　蟬せみが元気よく鳴くお庭で一番大きな木の下に布を敷しき、クッションの上に座すわって頂くのは料理長さんが作ってくれたサンドウィッチです。私は玉子のサンドウィッチとトマトとレタスのサンドウィッチを頂きました。旦那様はボリュームのあるお肉系のサンドウィッチを次から次へとお腹なかに収めていきます。見ているのが楽しくなってしまうほどです。

「リリアーナは、もういいのか？」

「はい。もうお腹がいっぱいです」

「そうか……だが、本当の本当にもういいのか？」

　最後のサンドウィッチを片手に旦那様が念を押おしてきます。私は、その優やさしさが嬉うれしくて、はい、と笑って頷うなずきました。旦那様はそれで漸ようやく信じて下さったのか、ほんの三口でサンドウィッチを食べてしまいました。

「私は一応、侯爵家の跡あと取とりとして厳しく育てられたんだろう。食事のマナーは体が覚えているんだ」

　私の隣となりに座り直しながら旦那様が言いました。

「子どもの頃ころの私も堅かた苦くるしいのがあまり好きではなかったんだろうな。リリアーナとこうして食べられる方が楽しい」

「で、ですが私は、旦那様の所作はお手本のようで憧あこがれます」

　旦那様は、ばくばくとたくさん食べますが、その所作はとても綺き麗れいでむさぼるような印象は与あたえません。気付くと大量にあった料理が魔ま法ほうで消したみたいに綺麗さっぱりなくなっているのです。

「そんなことはない。リリアーナのマナーは完かん璧ぺきだし、とても丁てい寧ねいで綺麗だ」

　真まっ直すぐに褒ほめられて私は言葉に詰つまってしまいます。

「あ、ありがとうございます」

　私は勝手に緩ゆるみそうになる頰ほおを手で押さえて、どうにかお礼を言うことに成功しました。

　実家の事情から私が食事をするのが苦手だということを知ってから、旦那様は初めてのランチの時もそうですが、食事の度にこうして褒めて下さるのです。ですので、最近は旦那様とお食事を共にすることにあまり緊きん張ちようしなくなり、楽しむ余よ裕ゆうも出てきました。

　衣きぬ擦ずれの音が聞こえて顔を向けると旦那様が何な故ぜか両手で顔を覆おおって悶もだえていらっしゃいました。割と頻ひん繁ぱんに旦那様はよくこういった状態に陥おちいるのですが、具合が悪くなったのかと心配になってしまいます。

「だ、旦那様、どうかしましたか？」

「……大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと、自分の理性と本能が戦っているだけだから」

　よく分かりませんが、何かと戦っていらっしゃるようです。

　理性と本能の戦いというと、もしや、旦那様は眠ねむいのでしょうか。眠いと訴うつたえる本能と、こんなところで寝ねてはいけないという理性とのあいだで戦っていらっしゃるのかもしれません。

「旦那様、ここはお庭ですしエルサとフレデリックさんしか見ておりませんから、少しならお昼寝をしても大丈夫だと思いますよ」

　え、と声を漏もらした旦那様がきょとんとしてこちらを振ふり返かえりました。

「お仕事でお疲つかれなのでしょう？　誰だれかが呼びに来たら起こしますので……でも、枕まくらがないですね。あ、旦那様がよろしければ私の膝ひざをお使い下さい」

　私はぽんぽんと自分の膝を叩たたきました。旦那様は、青い瞳ひとみでじっと私を見つめています。

「セドリックは寝心地がいいと言ってくれていたのですけど……」

　何も言わない旦那様に私は、だんだんと自分がとんでもなく馬ば鹿かなことを言ってしまったような気がしてきました。セドリックは九歳さいの子どもですが、旦那様は二十六歳の立派な大人の男性です。一緒にされたら嫌いやに決まっています。

「申し訳ありません、旦那様、失礼を……」

「いや、全く！　全く失礼じゃない！」

　旦那様が急に動き出して、ぶんぶんと首を横に振ります。旦那様はいつも急に動き出します。最初の頃ころはびっくりしていましたが最近は慣れました。

「流石さすがは私の妻だと感心していたんだ。隠かくしているつもりだったのに私が眠気と戦っているのに気付くなんて、流石は私の妻だな、と」

「そ、そんな、買いかぶりすぎです」

　旦那様は、本当にお優しい方です。嬉しさについつい口元が綻ほころんでしまいます。するとまた旦那様が両手で顔を覆って悶え始めてしまいました。何やらぶつぶつ言っていますが、声が小さすぎて聞こえません。

　私がもう一度、声を掛かけようとしたところで旦那様が顔を上げました。

「リリアーナ、君の優しさに甘あまえて膝を借りてもいいかい？」

「はい、もちろんです」

　私がこくりと頷くと旦那様は、一度、私を立ち上がらせました。そして木の幹に近いところにクッションを置くとそこに座るように言われて腰こしを下ろしました。ご自分が使っていたクッションは私の背中と木の間に入れて下さいました。そして、私の準備が整うと旦那様はごろりと仰あお向むけに寝転がって私の膝に頭を乗せました。

「辛つらかったり、痛かったりしないか？」

「はい。旦那様も大丈夫ですか？」

「ああ。とても寝心地が良い」

「それは良かったです。ゆっくりと休んで下さいませ」

　旦那様は、ありがとう、と告げて小さく笑うと目を閉じました。疲れていらっしゃったのでしょう、そう待たずして規則正しい寝息が聞こえてくるようになりました。

　旦那様の端たん正せいなお顔が自分の膝の上にあるのはとても不思議な気持ちになります。まるで夢を見ているかのように心がふわふわします。零こぼれた琥こ珀はく色の前まえ髪がみが旦那様の目に掛かっているのを見つけて、そっと指で払はらいました。

　記き憶おくも戻もどっていないのに旦那様は、数日前から書しよ斎さいでお仕事をしています。

　旦那様は滅めつ多たに屋敷に戻られなかったので侯爵家の領地に関する報告書が溜まっていたそうで、アーサーさんやフレデリックさんの手を借りながら片付けているのです。旦那様は、領地に関してはまだ積極的に関かん与よはしていません。騎き士し団のお仕事が忙いそがしいので、家か督とくを譲ゆずったお義と父う様さまが管理して下さっているのだとエルサが教えてくれました。

　時折吹ふくからりとした爽さわやかな風がざわざわと木の葉を揺ゆらし、夏の午後ですがこの風のお蔭かげで木こ漏もれ日びの下は心地が良いです。

　そうしてぼんやりと風の音に混じる蟬の声を聞きながら私も夏の日差しに照らされるお庭を眺ながめていたのですが、話し声と足音がどこからともなく聞こえてきてきょろきょろと辺りを見回しました。

「うわっ、あの女おんな嫌ぎらいのウィルが女の子の膝枕で寝てる」

　驚おどろきと笑いの混じった声が見ていたところとは逆の方から聞こえて振り返ると、夏の日差しにきらきらと輝かがやく蜂はち蜜みつ色の髪かみに澄すんだ空色の瞳の甘い顔立ちの男の人がこちらにやって来ました。彼かれの後ろにはアーサーさんがいます。

　その人はすらりと背が高く騎士団の制服を着ていて、年は旦那様と同じくらいに見えます。ぱっと顔を向けたその人と目が合って、私はびくりと固まってしまいました。

「奥おく様さま、驚かせてしまいまして申し訳ありません。こちらは……」

「僕ぼくは君の旦那さんの友人だよ。アルフォンスだから、アルフって呼んでね」

　旦那様を気き遣づかって下さっているのか、小さな声でその方はおっしゃいました。

　けれど、私はその名前に引っ掛かりを覚えて首を傾かしげました。忘れてはいけない、とても大事な方の名前だった気がするのです。そして思い当たった名前に私は血の気が引いていく音を聞きました。

「……ア、アルフォンス、王太子殿でん下か……っ、あ、あの、わた、私……っ」

　そうです、この方は我わがクレアシオン王国の王太子殿下です。

　立ち上がってご挨あい拶さつをしようにも膝の上には旦那様がいます。旦那様の頭を放り出すわけにはいきませんが、王太子殿下に挨あい拶さつをしないという失礼もできません。
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「大丈夫だよ、侯爵夫人。折角、これが寝ているんだから楽にしていて。王太子として来たわけでもないし、そうなれば僕は君の旦那さんの部下だもん」

　そう言ってアルフォンス様は、布の上に上がると腰から剣けんを抜ぬき、アーサーさんが置いたクッションの上にどかりと腰を下ろしました。どこからともなく現れたフレデリックさんとエルサが、すぐに紅茶を出してお茶ちや菓が子しも用意してくれました。

「驚かせてごめんね？　まさかあの女嫌いのウィルが奥おくさんの膝の上で寝てるとは思わなくてさ。でも納なつ得とくだよ、君はこれの好みど真ん中だもんねぇ」

　アルフォンス様はまじまじと旦那様を見ながら言いました。

　旦那様は、よほど深く眠っていらっしゃるのか、起きる気配がありません。起こすべきかと悩なやんでいると「寝かせてあげて」とアルフォンス様に言われてしまいました。そして私が悩んでいる間にアーサーさんもエルサもフレデリックさんも姿を消しています。

　一人にしないで下さい、と泣きたい気持ちになりました。

「取って食ったりしないから大丈夫だよ。そんなに泣きそうな顔をして怯おびえないで」

　アルフォンス様の声はとても穏おだやかで優しさに溢あふれていました。包容力というのでしょうか、そういう安心感があります。少し垂れ気味の空色の瞳は、夏の空と同じくらいに青く爽やかに澄んでいます。

「リ、リリアーナ・カトリーヌ・ドゥ・オールウィン＝ルーサーフォードと申します」

　今の私にできる精せい一いつ杯ぱいの礼を尽つくして挨拶をしました。

「リリアーナか、麗うるわしい君にぴったりの可か憐れんな名前だね」

　アルフォンス様の無む邪じや気きで人ひと懐なつこい笑えみは不思議と私の緊張をゆっくりと溶とかしていきます。

「今日は、ウィルの顔を見に来たんだけど、元気そうで良かったよ。事故の後、起き抜けに『誰だ？』って聞かれたのには、流石の僕も驚いちゃったけどね」

　アルフォンス様は、軽かろやかに笑いながら言いました。

　そういえば旦那様の記憶喪そう失しつが発覚した際に、フレデリックさんと騎士団の団長さん、そして、アルフォンス様が側にいたと聞いております。

「確かにウィルがいないと騎士団としては困るんだけどさ、こいつ働きすぎだったから丁度いいと思ってるんだよ。まあ、記憶喪失まで良かったとは言わないけどね。幼おさな馴な染じみの僕のことまで忘れるなんて酷ひどくない？　僕、傷心だよ」

　言葉通りに胸に手を当てて悲しい顔をするアルフォンス様ですが、それは分かりやすく演技がかっていて思わず笑ってしまいました。すると、アルフォンス様は悲しい顔からすぐに笑え顔がおになります。

「うん、女性は笑っているほうが僕は好きだよ」

　その言葉に私は目を瞬まばたかせました。どうやらアルフォンス様の策略だったようです。

「アルフォンス様はとてもお優しい方ですね」

「でしょー？　よく言われるんだ」

　おどけたようにおっしゃるアルフォンス様に、またも私は笑ってしまいます。王太子殿下という肩かた書がきをお持ちですので、勝手ながらもっと怖こわい方だと思っていましたが、とても優しく人懐こい方のようです。

「ウィルと僕は同い年でね。ウィルの家は忠臣と名高い家で王家からの信しん頼らいも厚かったから、僕の遊び相手として父が選んだんだ。だから彼のことは三歳の時から知っているよ」

「というと二十三年のお付き合いになるのですね」

「そうそう。まあ、乳ち兄きよう弟だいのフレデリックには負けるけどね」

　アルフォンス様は優ゆう雅がに紅茶を飲みながら肩を竦すくめました。

「あ、そうだ。ウィルが寝ている間に騎士団でのウィルの話をしてあげるよ！　記憶を取り戻す手助けになるかもしれないしね」

　なんだか悪戯いたずらを思いついた子どものような顔です。

　それからアルフォンス様は、騎士団での旦那様の様子を面白おかしく話して下さいました。アルフォンス様はとてもお話し上手で私は笑ったり、驚いたりと大忙しです。

　正直、記憶をなくされるまでの旦那様は「怖い」というイメージが強かったのですが、部下の方と食堂の人気ランチを賭かけて腕うで相撲ずもうをしたり、会議で居い眠ねむりをして副団長様に怒おこられたり、じっとしている書類仕事は苦手だったりとなんだか子どものような一面もあるようでした。ですが、騎士としては本当に有能で才能に秀ひいで、剣けん術じゆつの腕うでは国内でも指折りなのだともアルフォンス様は教えて下さいました。

　アルフォンス様が話して下さる旦那様は、私の知らない旦那様ばかりで、私は妻だというのに本当に何も知らないのだなと実感しました。その傍かたわら何故かほんの少しだけ寂さびしさを感じてしまったことは心の内に秘めて、私はアルフォンス様のお話に耳を傾かたむけました。

「転んで記憶喪失になったからもう分かっていると思うけど、ウィルって変なところで抜けてるんだよねぇ。まあそこが憎にくめないところなんだけど」

　少し呆あきれたようにアルフォンス様が笑いながら言いました。

　なんともお返事し辛づらい内容ですので、旦那様の額に掛かる髪を払って誤ご魔ま化かしました。

「でもさ、女嫌いのウィルがこんな風に奥さんの膝の上で寝るようになったんだから、リリィちゃんはすごいよ」

　いつの間にか侯爵夫人からリリィちゃんになっていますが、嫌な気持ちはありません。アルフォンス様の人ひと柄がらのなせる業わざだと思います。人の懐ふところに入り込むのがとてもお上手な方のようです。

「……ねえ、リリィちゃん。これを期にウィリアム・ルーサーフォードっていう夫のこと、知ってみるのはどうかな？　ウィルが君のことを知っていくのにも良い機会だと思うんだけど」

「……モーガン先生にも同じ助言を頂きました」

　膝の上には旦那様のあどけない寝ね顔がおがあって、心がほっと緩みます。

「記憶をなくされて自分が誰かも分からなくて、心細かったのだと思います。旦那様のご家族は近くにはいらっしゃいませんし……形ばかりでも妻という肩書を持った私に興味を持たれたのです。ですが、記憶が戻ったらきっと……また」

　膝の上の旦那様は安らかな寝顔を浮うかべていますが、記憶が戻ったらこんな寝顔を私に見せて下さることはないでしょう。

「リリィちゃんは、ウィルの記憶が戻ったらまた前みたいに戻っちゃうって思ってる？」

　意い気く地じのない私は、アルフォンス様の顔を見ることができずにただ黙だまって頷きました。

「まあ間ま違ちがいなくウィルが悪いんだろうけど……ウィルがどうして女嫌いになったか、理由は知ってる？」

　前半はよく聞こえませんでしたが、後半の問いかけははっきりと聞こえました。どくり、と心臓が不安そうな音を立てました。

　顔を上げるとアルフォンス様は、どこか寂しげな表情をその顔に浮かべていました。

「旦那様はとても人気のある方なので、女性が奪うばい合いを始めてそれに嫌いや気けが差して女嫌いになったと聞きましたが……」

　そっか、とぽつりと呟つぶやくような返事の後アルフォンス様は顎あごに手を当てて上を見上げ、木漏れ日の向こうの太陽に目を細めました。そよそよと風が吹いてアルフォンス様の蜂蜜色の髪が揺れます。

「ウィルは学園時代も優ゆう秀しゆうだったけど卒業後、騎士団でもとても優秀な騎士になった。剣術だけならこの国でも五本の指に入るほど強い。それに機転も利きくし、人徳もあるし、スプリングフィールド侯爵家は王家とも縁えんのある大貴族だ。それを妬ねたんだ馬鹿があわよくば戦死すればいいと十九歳という若すぎる騎士に大隊長という肩書を押し付けて最前線に送り込んだ。……まあ、ウィルはその馬鹿の思おも惑わくに反して、見事な戦術を用いて敵将の首を討うち取って敵軍を壊かい滅めつに追い込み、我が国を勝利へと導く道を切り開いてくれた」

　アルフォンス様は誇ほこらしげな光をその瞳に宿して旦那様に視線を向けました。

「それで今は、王都を守る第一師団の師団長として我が国に貢こう献けんしてくれている。僕は王太子でいずれは騎士団を去る身だから副師団長なんだ。僕が玉座に座る頃にはウィルは団長になっているはずだよ」

「旦那様はすごい方なのですね」

　アルフォンス様は、くすくすと笑いながら頷いて、でも、と寂しそうに眉まゆを下げました。

「だからこそ、女嫌いになっちゃったんだ」

　意味がよく理解できずに私は首を傾げました。アルフォンス様は、旦那様を見ながら言葉を続けます。

「ウィルはね、自分をちゃんと見てほしかったんだと思う」

「自分を、ですか？」

「そう、自分を。ウィルは間違いなくこの国を勝利に導いた英えい雄ゆうで、由ゆい緒しよある侯爵家の当主で、その上、若くて見目も整っているしね。僕も割とモテる方だけど、やっぱり王家に嫁とつぐのは責務が重すぎるからウィルの方が女性たちの標的になっちゃってね。女性たちは、皆みんな、スプリングフィールド侯爵夫人としての地位、名めい誉よ、財産、それらを求めてウィルを欲ほつした。それが悪いことだとは僕は思わないよ。彼かの女じよたちだって貴族で、家を守るため、盛り立てるための責任と誇りがあるからね。でも限度や節度ってものがあるし……そもそもウィルは、英雄でも侯爵でも、次期騎士団長でもなく、ただのウィリアムとして求めてほしかったんだと思う」

　これは僕の推測だけどね、とアルフォンス様が顔を上げて私を見つめます。

「…………私は、お継母様とあまり良好な関係が築けていなくて」

　脈みやく絡らくのない話題の転てん換かんにアルフォンス様がぱちりと目を瞬かせます。けれど私を咎とがめることはなく、黙って話の続きを待っていて下さいます。私は、そっと旦那様の服を指先で摘つまみながら口を開きます。

「よくお叱しかりを受けていたのですが、その時のことを思い出して具合を悪くしてしまった私に旦那様は一晩中寄より添そって下さったんです。……外の世界は、私にとっては怖いものしかないと言ったら、ならば外の世界からやって来た自分にまずは慣れてくれ、と、そうして私の心に勇気が溜まったら、一緒に出かけようと言って下さったんです」

　旦那様の言葉は、胸に温かく沁しみ込んで思い出すだけでも私を幸せにしてくれます。

「……ですが、あの日から、私はこれまでとは違った意味で旦那様が怖くなってしまったのです。私を受け入れて下さった旦那様に嫌われるのが、忘れられてしまうのが……一年前よりずっとずっと怖いのです」

　旦那様は「信じてくれ」とあの夜、私に言いました。けれど、私はその言葉を信じることがどうしてもできないのです。

　初夜のベッドの上で、私は旦那様に子どもを作る気はないと言われました。貴族にとって血を繫つなぐことほど大事なことはありません。家を守るため、領地領民を守るために血を繫いでいくことはとても大事なことなのです。ですが、旦那様は、それを拒きよ否ひするほど私のことを嫌っていたのです。

　だから、どうしても信じきることができないのです。旦那様は決して、無責任な方ではありません。エルサもフレデリックさんもアーサーさんも誰もが旦那様は、この国を誰より想おもう誇り高い騎士で領民を何よりも大切に想う優しい侯爵様なのだと教えてくれました。

　この二週間で、私もその言葉が本当であると何気ない会話や仕草に実感しました。記憶は失われてしまっていても、その身に、心に刻まれている貴族としての誇りも騎士としての矜きよう持じも何一つ損そこなわれてはいないのです。

　その旦那様が貴族としての義務を放ほう棄きするほど私は嫌われていたのですから、何をどうやって信じれば良いのかなんて分かりませんでした。

「……私は、怖いのです」

　琥珀色の髪をそっと指先に絡からめます。蟬の声が先ほどより大きくなったような気がして、取とり繕つくろうように隠した私の弱さが見つかってしまうような気がしました。

「今の旦那様を知ることも、信じて……優しくされることや、旦那様が隣にいて下さることに慣れるのも……怖いのです。記憶が戻ったら、きっとまた私を嫌ってしまうのに……」

　あの夜は二度しか会ったことのない旦那様だったから、嫌われていることを知っても傷は浅く済んだのです。でも、今の旦那様に嫌われてしまったら、そう思うだけで私の胸は張はり裂さけそうに痛むのです。

「でも……信じてみたい、と思う気持ちも噓うそではないのです」

「……リリィちゃん。知ることは怖いよ。傷付くことも怖いよ。信じること以上に勇気が必要なものはないよ。裏切られることも嫌われることも哀かなしくて痛くて怖いから……僕もね、王太子という立場だから、時に親しい友人だと思っていた人を切り捨てなきゃならないことも、その人に裏切られることもある。僕はそういう立場で一生を生きていくと分かっているけれど、いまだに慣れることはないよ。大人になるにつれ、その時の哀しみを取り繕うことは上手になったけどね」

「アルフォンス様……」

「王様になる僕だって怖いんだから、可愛かわいいリリィちゃんが怖いのだって別に恥はずべきことじゃないんだよ。ただね、僕はウィルの幼馴染で親友でもあるから、彼の人としての魅み力りよく的な部分もいっぱい知ってるんだ。強くて優しくて、誠実で、でも部下とランチを賭けて勝負する子どもみたいな部分も、僕は君に知ってほしい」

　真っ直ぐな眼まな差ざしは、どこまでも真しん摯しなものでした。

「今のウィルから君に向けられる言葉や想いは、本物だよ。この僕が保証する。だから、少しでいいから信じてやってほしい……一年も君をほったらかしにしておいたのはそう簡単に許せないと思うし、信じられない気持ちだって分かるんだけど……僕は大事な親友に幸せになってほしいから、これはちょっとしたお節せつ介かい」

　アルフォンス様のお顔には、とても優しい微笑ほほえみが浮かんでいます。心からそう願っているというのが私にでも分かるほど、アルフォンス様のお言葉には大事な親友を心配し、想う気持ちが込められていました。

「無理しなくていい。寄り添うように、ただ傍そばにいるだけで、救われることもあるんだよ」

「エルサが側にいてくれるだけで私はとても安心するんです。旦那様が側にいる時は、心が温かくなります。そういう優しいものを旦那様にも感じて頂けるでしょうか」

　私の問いにアルフォンス様は、もちろんだよ、と力強く肯こう定ていして下さいました。

「ちょっとつまずいて転びそうになった時、傍にいれば支えられるでしょ？　それで充じゆう分ぶんなんだよ」

「ありがとうございます、アルフォンス様。なんだかとても心が軽くなりました」

「ふふっ、僕は寛かん容ようで優しい王様になる男だからね。それにさ、もしウィルがまた君に酷いことをしたら、今度は僕も怒ってあげる」

　いたずらっ子のようにウィンクをするアルフォンス様に私はつられて笑ってしまいます。

　そこでふとモーガン先生の言葉を思い出してアルフォンス様に問いかけます。

「あの、アルフォンス様は旦那様の記憶喪失の原因などについて何かご存じですか？」

「記憶喪失の原因？　頭打ったからじゃないってことかな？　詳くわしく教えてほしいな」

「はい。もちろんです」

　私はモーガン先生が教えて下さった旦那様の記憶喪失に関する診しん断だん結果を頭の中で思い出して整理しながらアルフォンス様にお話ししました。アルフォンス様は考え込むように顎を撫なでながら、耳を傾けて下さいました。

「……忘れすぎ、か……それに忘れたいと願ったかもしれない、うーん、予想外だな。普ふ通つうに頭打ったのが原因の間ま抜ぬけな記憶喪失だと思ってたんだけど」

「先生も推測だとおっしゃっていましたので、本当にそうと決まったわけではないのですが……何かご存じですか？」

「そういえば、機き嫌げんが悪かったかな、珍めずらしく」

　ああ、と思い出したようにアルフォンス様が言いました。

「ほら、倒たおれる前に長めの視察に行ってたでしょ。僕は留守番だったんだけどあれからなーんか機嫌が悪かったんだよ。別に人にあたるような男じゃないし、僕やフレデリックだから気付く程度のものだったけれど……でも確かあの視察はフレデリックも同行してないんだったな」

「フレデリックさんが一緒に行かないこともあるのですか？」

「フレデリックは、ウィルの一番の腹心と言っても過言じゃないからね。師団長の仕事を一番理解しているのが彼だから、長期の視察や遠えん征せいだと僕や事務官たちの補ほ佐さをするためにこっちに残すこともあるし、個人的に仕事を任せている場合もあるんだよ。よし、騎士団で何があったか、僕が調べてあげるよ」

「で、ですが、アルフォンス様もお忙しい身ですのに……」

「いいのいいの、僕の親友のことだしさ」

「ありがとうございます、アルフォンス様」

　不意に膝の上で旦那様が身じろぎました。

「……リリアーナ？　どうした？」

　旦那様は私の顔をその目に映すとふにゃりといった言葉がぴったりなほど柔やわらかい表情を浮かべました。私も笑みを返しつつ、アルフォンス様の存在をお伝えします。

「はい。あの、旦那様……その、アルフォンス王太子殿下がいらっしゃっていますが……」

　私の言葉に旦那様は一気に覚かく醒せいし、がばりと勢いよく起き上がりました。そして、アルフォンス様を見つけると盛せい大だいに顔を顰しかめました。

「約束は三時だっただろう？」

「だってさー、一昨日おととい来た時はリリィちゃんに会えなかったんだもーん」

　アルフォンス様は悪びれた様子もなく言いきりました。どうやら私が知らなかっただけで、アルフォンス様は一昨日も屋敷にいらっしゃっていたようです。私は午後は部屋で過ごしておりますし、お客様をお出で迎むかえすることはありませんので知りませんでした。

「ウィルが呆あつ気けなく落ちたのが分かるくらいに美人でびっくりしたよ。結けつ婚こん式しきの時は顔がよく見えなかったもんね」

「言っておくがリリアーナは私の妻だからな」

「書類上のでしょ？」

　アルフォンス様の飄ひよう々ひようとした返しに一いつ瞬しゆん、旦那様は眉み間けんに皺しわを寄せ、悔くやしそうに唸うなると、あっちへ行けと言わんばかりにひらひらと手を振りました。

「もういい先に書斎に行っててくれ……というか私が寝ている間に何を話してたんだ？」

　旦那様はアルフォンス様の前だといつもと雰ふん囲い気きが違います。三歳からお互たがいを知っている気の置けない友人なのですから、記憶がなくなってもそれは変わりないのかもしれません。

「楽しくおしゃべりしてただけだよ、ねー、リリィちゃん」

「はい」

「人の妻を気安くリリィちゃんと呼ぶな！」

「やだねぇ。心の狭せまい男は嫌われるよ？　僕は夫の記憶喪失に心を痛めるリリィちゃんに、君が副団長に怒られて廊ろう下かに立たされた話や嫌いなピーマンをこっそり部下に押し付けて食堂のおばちゃんに怒られた話をして心をほぐしてあげただけだよ？」

　その二つのお話は初めて聞きました。旦那様の野菜嫌いは筋金入りのようです。

「そんな話はしなくていいだろ!?　何かこうもっと別の話があるはずだろう!?」

　心なしか旦那様の頰が赤くなり、アルフォンス様はなんだかとっても楽しそうです。私は妻なのですから旦那様の味方をしなくてはと意を決して声を掛けます。

「だ、大丈夫ですよ、旦那様。セドリックもピーマンは苦手でしたからっ」

　旦那様は何故か黙ってしまい、ぼすんと倒れて私の膝に帰ってきてしまいました。そしてぴくりとも動かなくなってしまった旦那様に私はオロオロしてしまいます。

「あははは！　リリィちゃんの弟って確か九歳じゃん、あはははは！」

　アルフォンス様はお腹を抱かかえて笑い出してしまいました。

「あのっ、旦那様とセドリックを一緒にしたわけではなくてですねっ、ピ、ピーマンが苦手でも大丈夫ですよ。私、誰にも言いませんから！」

　私は自分の失言に気付いて慌あわてて弁解しますが、旦那様は私の腰に腕を回してますます動かなくなってしまいました。ふと前にもこんなことがあったのを思い出しました。私の部屋に初めて来て下さった旦那様が今と同じように私の膝に顔を埋うずめて動かなくなってしまったのです。その時、エルサが頭を撫でればどうにかなりますと教えてくれたのも幸いなことに思い出せました。

　あの時と同じようにそっと琥珀色の髪を撫でます。さらさらと指の間をすり抜けていく髪を撫でながらアルフォンス様に助けを求めたのですが、アルフォンス様はお腹を抱えたままその場に突つっ伏ぷし、まだ肩を震ふるわせておいででした。

　それから暫しばらくそのままの状態でしたが、アルフォンス様の肩の震えが止まる頃、旦那様も顔を上げて下さいました。

「リリアーナ、とても残念なんだが私はこいつと少し仕事を片付けなければならない。また夕食の時に君の部屋を訪ねるよ」

「あー、そういうこと言っちゃう？　折角、この僕が手を貸してあげようって言うのにさ」

　アルフォンス様がどこからともなく取り出した書状をちらつかせて言いました。旦那様は、むっと押し黙ってアルフォンス様を睨にらんでいます。私でしたら怖くて竦み上がってしまいそうな旦那様の睨みも、アルフォンス様はとっても楽しそうに受け止めています。

「まあ、可愛いリリィちゃんに免めんじて許してあげるけどね」

「リリィちゃんと呼ぶな！」

「はいはい、じゃあ、またねリリィちゃん。今度は、僕んちのパティシエが作ったケーキをお土産みやげに持って来るからまたお茶しようね」

　そう言ってアルフォンス様は旦那様から逃にげるように立ち上がりました。私は慌てて「はい」とお返事をします。アルフォンス様はそんな私に優しい笑顔で手を振ると、どこからともなく現れたアーサーさんと一緒に去っていきます。

「リリアーナ、他に何を言われた？　変なことを言われていないか？　大丈夫か？」

　アルフォンス様の背中を睨み付けていた旦那様が、くるりと私を振り返りました。

「旦那様の普ふ段だんのご様子を話して下さったのです。旦那様はとても優秀で素す晴ばらしい騎士様だと教えて頂きました」

　本当のことを言ったらまた私の膝の上で固まってしまいそうでしたので、言葉を換かえてみました。噓は言っておりません。

「本当か？」

「はい。私の無作法も許して下さる優しい方ですね」

「……私も記憶はさっぱりとないのだが、何故か彼のことは信頼できるんだ。同時にどういうわけか腹も立つのだが」

　多分、アルフォンス様のご様子からしていつも旦那様を揶揄からかって遊んでいらっしゃったのだと思いますが、旦那様も気付いていることだと思うので口にはしませんでした。

「君も部屋に戻るか？」

「いいえ、風が気持ち良いのでもう少しだけ、ここにいます」

「そうか。でも少しだけだぞ。木陰は涼すずしいが熱中症しようにでもなったら大変だからな」

「はい、お気遣い、ありがとうございます」

　私は素す直なおにお礼を言いました。旦那様は私の体調も気にかけて下さる優しい方です。

「では、また夕食の時に」

　旦那様は、立ち上がって伸のびをしてからいつの間にかやって来たフレデリックさんと共に歩き始めました。途と中ちゆう、何度か振り返って私を見ていたので、その度に手を振りました。すると旦那様も手を振って下さり、満足そうに屋敷に戻られました。

「奥様、大丈夫ですか？」

　エルサが入いれ替かわるようにやって来て心配そうに私に尋たずねます。

「少し、足が痺しびれているだけです。ちょっと待っていれば、すぐに治ります」

　実はずっと座っていた上に旦那様の頭を乗せていたので足が痺れてしまったのです。旦那様は気付かなかったようですがエルサには見破られてしまいました。

「エルサ」

　片付けをする手を止めてエルサが振り返ります。

「……ただ寄り添うように傍にいることを許してもらえるでしょうか」

　エルサは私の下にやってきて傍に膝をつきました。

「大丈夫ですよ、奥様。いつも言っていますが、旦那様が拒否なんてしたら私が殴なぐり倒してあげますからね」

　やっぱりエルサは至し極ごく真面目な顔で物ぶつ騒そうなことを口にします。

「ふふっ、エルサはいつも冗じよう談だんが上手ですね。……旦那様の記憶を取り戻すために私に何ができるかは分かりませんけれど、傍で少しでも支えられたらと思うのです」

「私はいつだって奥様の味方ですから、奥様が決めたことを応おう援えんしますよ」

「ありがとうございます、エルサがいてくれて本当に心強いです」

「私は奥様の侍じ女じよですから。……その気持ち、旦那様にお伝えしてはいかがですか？」

「だ、旦那様に？」

　思わぬ提案に私は目を瞬かせました。エルサは、はい、と穏やかな表情で頷きます。

「言葉にするというのはとても大切なことでございます。旦那様が嫌だと言う可能性は間違いなくありません」

「ご迷めい惑わくじゃ、ないでしょうか……」

　奥様、と私を呼んでエルサが目の前に膝をついて、いつもみたいに私の手をそっと包つつみ込むように握にぎり締しめてくれます。

「傍にいるだけで充分なことだって山ほどあるのです。何ができるかなんて、旦那様と一緒に探せばいいのですよ。お二人は夫ふう婦ふなのですから。私とフレデリックは幼馴染という特とく殊しゆな例ですが、夫婦は恋こい人びとという期間を経るにしても、お互いのことを何も知らない他人から始めるのは、貴族も平民も一緒です。……それに旦那様は本来、記憶を失ってからと同じようにお優しい方なのです。だから、だからどうか……奥様」

　エルサが私の手を握り締めて自分の胸むな元もとに引き寄せました。祈いのるように願う眼差しが真っ直ぐに私を捉とらえます。

「幸せになることを諦あきらめないで下さいまし」

　エルサは何故だか今にも泣き出しそうでした。私は侯爵家に嫁いでからずっとずっと幸せでしたのに、どうしてそんなことを言うのでしょうか。

　私はふふっと笑って、空いている手を伸ばして彼女の頰に触ふれました。

「エルサ、私は、ずっと幸せですよ」

「いいえ、エルサは欲張りですから奥様にはもっと、もっと、もーっと幸せになって頂きたいのです」

　エルサは一度、ほんの数すう瞬しゆん目を閉じるといつもの優しい笑みを浮かべ私の手を放して、いつの間にかほつれていたらしい私の髪を丁寧に直してくれます。

「今日の夕食の時にでも旦那様にお伝えしましょう、奥様」

「い、いきなりすぎないですか？」

「奥様、大切なのは勢いですよ」

「勢い……確かに、一晩置いたら絶対に言い出せないような気がします……旦那様、怒ったりしないでしょうか」

「怒ったりしたらこのエルサがやっつけてやりますから、大丈夫ですよ。フレデリックも私の味方です、というか屋敷の使用人は全員奥様の味方ですから安心して下さいませ」

　ぱちりとウィンクをして茶目っ気たっぷりに笑ったエルサに私は「なら安心ですね」と笑顔を返しました。

「……他の皆様のことも頼たよりにしていますが、エルサだけは絶対に私の味方だと信じているんです。だから、旦那様にお伝えする時も傍にいて下さいね、エルサ」

「今日も私の奥様がお可愛らしい……っ、もちろんです、奥様。エルサは一生、奥様のお傍におりますよ！」

　エルサが天を仰あおいで何やら叫さけぶと再び私の手を握って力強く言ってくれました。

「ありがとうございます」

　私はお礼を言って、彼女に貰もらった勇気で胸に決意を固めながら、エルサと共に屋敷へと戻るのでした。
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「いやぁ、それにしても本当にびっくりするくらいに美人だねえ」

　アルフォンス様は、僕が旦だん那な様を書斎に連れてくると同時に口を開いた。

　記き憶おく喪そう失しつとなってもアルフォンス様が気の置けない友人であることは認にん識しきしている旦那様は「だから嫌いやだったんだ」と呻うめくように漏もらしながら、デスクの向こうの椅い子すへと腰こしを落ち着けた。

　僕ぼくは、用意されていたティーポットの茶葉の具合を確かく認にんし、ふわりと鼻先を撫なでていく豊かな香かおりに合格を出しそれをティーカップに注ぎ、二人にお出しする。

「リリアーナは私の妻だからな。気安く声を掛かけるなよ」

　旦那様は、紅茶を受け取りながらアルフォンス様に釘くぎを刺さした。

　僕の妻のエルサがここにいたら鼻で笑うだろう独どく占せん欲に、アルフォンス様はケラケラと愉ゆ快かいそうに笑うだけだ。

「嫉しつ妬とはリリィちゃんの心を摑つかんでからしなよ」

　アルフォンス様の痛つう烈れつな一言に敢あえなく撃げき沈ちんした旦那様がデスクに突つっ伏ぷした。僕は基本的には旦那様の味方だが、奥おく様さまの件に関してはアルフォンス様の言葉に同意なのでフォローはしない。

「僕があれこれウィルのことを話したけど、彼かの女じよからウィルについて聞いてくることはなかったよ」

　空色の瞳ひとみが、意地悪い猫ねこのようににんまりと細められた。

　逞たくましい肩かたがびくりと反応したが、旦那様は顔を上げようとはしない。どうやら自分でも気付いていたようだ。

「知らない方が傷は浅くて済むもんねぇ」

　ううっと呻く声が聞こえてアルフォンス様は、ふふっと可お笑かしそうに肩を揺ゆらした。

　リリアーナ奥様は、旦那様のことを自ら知ろうとはしない。それは嫁とついできた当時からのことだ。僕はエルサの夫なので、休みの日には屋や敷しきに帰って来ていたから様子見も兼かねて、奥様と何度かお話をしたりエルサと三人でお茶を頂いたりすることも間々あった。

　奥様は、おっとりと微笑ほほえんでおられるばかりで旦那様について尋たずねてきたことは「お元気でいらっしゃいますか？」くらいもので、帰かえり際ぎわには必ず「恙つつがなく暮らせていることと、感謝の気持ちをお伝え下さい」と言われるだけだった。

　それは、旦那様が記憶喪失になって一いつ緒しよに過ごすようになってからも変わらない。

「……ベッドから起き上がる許可が出たその日に会いに行った時、私は……謝あやまる権利すら与あたえてもらえなかった」

　ゆっくりと体を起こした旦那様に、アルフォンス様は先を促うながすように小首を傾かしげた。

「リリアーナの中に私という人間は、記憶喪失になりようもないほどに存在していない」

「それが記憶喪失になる以前のお前が、今のお前に残した罪だ」

　アルフォンス様は静かに旦那様を見み据すえる。

　空色の瞳は、まるで明け方の静せい謐ひつな空のように厳おごそかな空気を纏まとって、人を吞のみ込む迫はく力りよくがある。微笑みを湛たたえたままの唇くちびるが不ふ釣つり合いに恐おそろしく思えた。

　けれど、旦那様は鮮あざやかな青い瞳を微み塵じんも逸そらさず、平然とアルフォンス様と向き合っていた。

「傍はたから見れば、私ほど身勝手な男はいないだろう。それまで疎うとんでいた妻を記憶喪失になったことで愛し始めた男だ。使用人たちからの風当たりが厳しいのも私が受け止めなければならないことだ。それでも私は、彼女と本当の夫婦になりたい」

「彼女の心に彼女が無意識の内に蓋ふたをするほど大きな傷を残したのは、君なのに？」

　長い足を組くみ替かえて、アルフォンス様は問いを重ねる。

「傷を付けたのが私だというのなら、私以外に癒いやせる人間はいない。私はリリアーナを幸せにしたいし、一緒に幸せになりたい。彼女とならそうなれる気がするんだ」

　旦那様は、一いつ瞬しゆんたりとも目を逸らさず真まっ直すぐに背筋を伸のばしたまま言いきった。アルフォンス様は、旦那様の瞳をじっと見据えてその腹を探さぐるように僅わずかに目を細めたが、ふっと表情を緩ゆるめるとカップを手に紅茶を口に含ふくんだ。

「そう。でも君とリリアーナちゃんの関係は今のところゼロだからね。ゼロに何を掛けてもゼロなんだけどね」

「だったら足せばいいだろうが」

　旦那様は大まじめに言いきる。

「お言葉ですが以前の旦那様は存在が引き算でしたので、出発点はマイナスかと……」

　思わず口を挟はさんだ僕の言葉にアルフォンス様は、ぷっと吹ふき出すと声を上げて笑い出した。そして、びしっと旦那様を指差す。

「あははは！　その通りだね！　僕としたことが甘あまかったみたい！　君の現在値はマイナスだ！」

「それならそれでいい！　マイナスにマイナスを掛ければ、プラスだからな！　つまり、俺おれはプラスの存在だ！」

　旦那様がむきになって答えるとアルフォンス様はますます可笑しそうに笑う。僕もうっかりこらえきれなかった笑いが零こぼれてしまい急いで隠かくしたがギロリと睨にらまれた。まあ旦那様に睨まれたところで痛いたくも痒かゆくもないが。

「お前たちは少しは俺の味方をしたらどうだ！」
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「やだよ。僕、可愛かわいい女の子の味方でいたいもーん」

「私はエルサに嫌きらわれたくないので、奥様の味方です」

「お前は、この間、私とリリアーナが崖がけからぶら下がっていたら誰だれに憎にくまれようと私を救うと言っただろうが！」

「多分、その場合、エルサが真っ先に奥様をお助けするので、私は残りものをと……」

「主を残りもの呼ばわりするな！」

「それは失礼いたしませんでした」

「そこは失礼しろよ！」

　旦那様が拳こぶしをデスクに叩たたき付けて項垂うなだれる。アルフォンス様は背中を丸めて、ひーひー言いながら笑っている。アルフォンス様は、笑い上戸で一度笑い出すと治まるまでが長い。

　何なんだ、こいつらはと旦那様がぶつくさ文句を言いながらアルフォンス様を睨むが、コンコンとノックの音が聞こえて気がそちらに向けられる。

「旦那様、奥様のドレスが届きましたので確認をお願いいたします」

　聞こえてきたのは、アーサーの声だった。

「分かった！　今行く！」

　ぱっと顔を輝かがやかせた旦那様は、折れ曲がっていた機き嫌げんをすぐに直していそいそと部屋を出て行く。もう僕のこともアルフォンス様のことも眼中にはないようだ。

　僕は、その背を見送って開けっ放しのままのドアを閉めた。

「あー、笑った、笑った」

　漸ようやく、アルフォンス様が笑いの淵ふちから帰ってきてくれたようだ。

　アルフォンス様は目じりに溜たまった涙なみだを指で拭ぬぐい、椅子に座すわり直した。紅茶のおかわりをすすめて、彼かれのカップに紅茶を注ぐ。

「記憶があってもなくても、人の本質ってのはあまり変わらないもんだねぇ」

　アルフォンス様がしみじみとおっしゃった。僕は、その通りでございますね、と同意して旦那様が残していったティーカップを片付ける。

　旦那様とアルフォンス様は幼おさな馴な染じみであり親友だ。僕は、基本的に旦那様の傍そばにいたので、恐れ多くもアルフォンス様は僕のことも友と認識して下さっている。僕も公おおやけには口にできないが、旦那様を揶揄からかうにはアルフォンス様と組むのが一番楽しいのだ。

「……ウィルは、優やさしすぎるんだろうねぇ。僕とか君みたいにさっぱりと切り捨てられるタイプじゃないから」

　ふっと苦く笑しようを零して呟かれた言葉に顔を上げる。

「……ウィルが女嫌いになった本当の原因、いや、きっかけは話さないのかい？　リリィちゃんもだけど、ウィル自身にも」

　空色の瞳の中に隠された感情を読み取ることは難しく、僕は早々に白旗を上げた。

「使用人一同、話す気はありません。寧むしろ、忘れていて下さった方が旦那様の心身の健康のためですし、奥様のためでもあるでしょう。あの件を軽々しく口にするような浅せん慮りよな者はこの屋敷にはおりませんので」

　アルフォンス様は、僕の返答に「そう」と頷うなずくとそれ以上、この件に触れることはなかった。

「このままリリィちゃんと上う手まくいけばいいね。ちょっと自分に自信がない子だけど、ウィルとの仲が良好になれば自信もついて、もっと綺き麗れいになるんじゃない？」

「そうなって頂ければ、と思いますがエルサが言うには、奥様は元来、お体があまり強くないそうなので無理をなさらさないか心配です」

「あー、リリィちゃんって抱かかえ込んじゃいそうだよねぇ。まあでも、今のウィルなら大丈夫でしょ。エルサもいるしね」

　しかし、何かを思い出したのかぽんと手を打つ。

「あ、そういえばウィルの記憶喪失、頭を打った以外にも原因がありそうだって聞いたんだけど、君は何か心当たりはないの？　フレデリックが一番、傍にいるでしょ？」

「それがモーガン先生にも聞かれたのですがさっぱり。ただ先日の長期視察の際に何かあったのだとは思っています。あれから暫しばらく旦那様は機嫌も悪く、調子を少々、崩くずしておられたので」

「やっぱりか、リリィちゃんにも言ったけどそこんとこは僕が調べてあげるよ。でも君も何か分かったら教えてね」

「お心こころ遣づかい、感謝いたします」

　僕が頭を下げるとアルフォンス様は「親友のことだからね」と朗ほがらかに笑ってくれる。旦那様は本当に素す晴ばらしいご友人に恵めぐまれている。

「この一年、というか結けつ婚こんしてからウィルは大分、不安定っていうかイライラしてたよね？」

「旦那様の女運のなさに関しましてはどうにもできませんが奥様として迎むかえたリリアーナ様は心がとても清せい廉れんで美しい方です。旦那様も屋敷からの報告でそれを徐じよ々じよに認めざるを得なくて、だからこそ大切にできない自分に罪悪感を抱いだいていたのですよ。八つ当たりをするような方でもないので発散のしどころが鍛たん錬れんぐらいしかなかったのでしょうね。罪悪感を抱く前に花の一つも贈おくればよろしかったのに。ヘタレにもほどがあります。ですからエルサに必要以上に警けい戒かいされているのですよ。エルサは私以上に旦那様に憧あこがれと尊敬を抱いておりましたから、悔くやしいのでしょう」

　私の妻は、口では毒を吐はくが旦那様のことを心から尊敬している。だからこそ、奥様をほったらかしにしていた情けない旦那様が許容できないのだ。

「エルサは、素す直なおじゃないからね。……でもリリィちゃんはかなり繊せん細さいそうだから、エルサみたいに優しくて強い人が側にいるのはいいことだよ」

「私のリリアーナをリリィちゃん呼ばわりするなと言っているだろうが」

　聞こえてきた声に振ふり返かえれば、旦那様が戻もどって来ていた。

「ドレスはどうだったの？」

「素晴らしいものだった。フルオーダーではないのが悔しいが。デザイナーがかなり融ゆう通づうを利きかせてくれたから素晴らしい出来だった。間ま違ちがいなくリリアーナの可か憐れんさを引き出してくれるだろうな！」

　はしゃぐ子どものように言いながら、旦那様が再びデスクに着席する。

「今夜は、彼女の部屋でディナーをと誘さそったんだ。だからさっさと仕事を片付けるぞ」

「はいはい。分かりましたよ、師団長様」

　けらけらと笑いながら、アルフォンス様が立ち上がり、懐ふところから書状と封ふう筒とうを一通取り出して旦那様に渡わたす。旦那様は、書状を確認して眉まゆを顰ひそめ、封筒の中を見て更さらに険しい表情を浮うかべる。

　少しずつではあるが旦那様は騎き士し団だんの仕事も再開しているのだ。

「……やはり、こっちの餌えさには食いついたか」

　デスクに広げられたのは、何らかの建物と思おぼしき見取り図のようなものだった。封筒のほうは手紙だったのか、旦那様は最後まで目を通すと引き出しへとしまった。

「それともう一つ」

　アルフォンス様の表情から笑えみが消えて真しん剣けんなものへと変わる。

「どうやら君の不調を嗅かぎつけられたようだ」

「……どこの組織だ？」

「それこそ心当たりが多すぎて特定しきれないよ。流石さすがに記憶喪失に関しては漏れていないようだけれど、阿あ呆ほうな師団長閣下が疲ひ労ろうでぶっ倒たおれ療りよう養よう中っていう情報は、既すでに裏社会全体に回っているだろうね」

「厄やつ介かいだな。俺は別にかまわんがリリアーナが心配だ」

「そうですね、旦那様は殺しても死にやしませんが、奥様は繊細でか弱いですから」

「一言も二言も余計なんだ、お前は」

　顔を顰しかめる旦那様を僕は微笑み一つで受け流す。

　そもそも僕はあまり旦那様の命の心配というものをしたことがない。油断するつもりはないが、この王国の英えい雄ゆう様は本当にありえないくらいに強いのだ。記憶喪失になってもそれは変わらず、僕は旦那様と再開した稽けい古こで相変わらず一本も取れない。

「君を狙ねらうよりリリィちゃんを狙った方が勝機はあると向こうも踏ふんでいるようだよ。でも、リリィちゃんは屋敷からは出ないんだろう？　だとすればそれほど危険はないだろう。ここに殴り込めるほどの組織はないし、そもそもウィルがいるんだから」

「だが油断は危険を招く。屋敷の警備体制を見直そう。リリアーナの傍にも人を増やす」

「屋敷の警備云うん々ぬんは賛成ですが、奥様の侍じ女じよに関しては増やせても一人です。アリアナがそろそろ本格的に奥様の侍女として付く予定でしたので早めましょう。奥様は大勢の人間がお傍にいると気を使いすぎて疲つかれてしまいますので」

「私の妻はなんて繊細で心優しい人だろう」

「そのドヤ顔、殴なぐりたくなるのでやめて下さい。奥様の最愛の弟であるセドリック様を間男と勘かん違ちがいして嫉妬していたと奥様にばらしますよ」

　ぶふっとアルフォンス様が吹き出した。一方の旦那様は顔を赤くして声を荒あららげる。

「なっ！　それは卑ひ怯きようだ！　そもそもお前が、弟だと教えてくれればよかっただろ！」

「奥様はセドリック様のことをお話しする時が一番幸せそうですので、ご夫婦の話題のきっかけになればと黙だまっていた心遣いでございます」

「ああ言えばこう言う！」

　旦那様は悔しそうに叫さけぶ。アルフォンス様は呼吸困難になっていないか心配なほどお腹なかを抱えて笑っている。

「ひっ、むり、むりっ、ぶふっ、九歳の子どもに、し、嫉妬……っ、くくくっ」

　笑いすぎだと旦那様が怒おこるがアルフォンス様の笑いはなかなか引っ込まず、旦那様はむすっと顔を顰めると手元の資料にさっさと意識を移した。

　それからアルフォンス様が落ち着くのを待って旦那様が口を開いた。

「しかし、よくこの敵対派組織のアジトの見取り図を手に入れられたな。これがあるとなしでは作戦の成功率は全く違ちがう」

　笑った笑ったと目じりの涙を拭いながらアルフォンス様が答える。

「そりゃあ、僕らの部下は優ゆう秀しゆうだからね。ねえ、ご褒ほう美びにまたリリィちゃんに会いに来ていい？」

　旦那様が顔を顰めれば顰めるだけアルフォンス様は楽しそうだが、僕も楽しい。

「……絶対に私の格好悪い話をしないと約束するならな」

「絶対に約束はできないけど、善処はする」

　輝くアルフォンス様の笑え顔がおに旦那様は盛せい大だいに顔を顰めた。本当に愉快だ。

　僕は優しいので、文句を言おうと口を開いた旦那様の言葉を遮さえぎり、口を挟む。

「旦那様、本当にさっさとお仕事を片付けませんと奥様とのディナーに間に合いませんよ」

　僕の言葉に旦那様は、悔しそうにまた顔を顰めるとアルフォンス様に声を掛け、真面目に仕事を始めた。アルフォンス様もお仕事のことになれば非常に真面目な方なので、私は二人が滞とどこおりなく仕事を片付けていくのをそっとサポートしながら、以前と変わらない二人の姿になんだか安あん堵どを覚えたのだった。
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　エルサを筆頭にメイドの皆みなさんが私の部屋のテーブルにディナーの仕し度たくをしてくれています。私は、ジャマルおじいさんに切ってもらった花を花か瓶びんに生けている最中です。鮮あざやかな赤のダリアと小ぶりの向日葵ひまわり、そして、大き目の葉っぱや控ひかえめな白い小さなお花と一いつ緒しよに青いガラスの花瓶に生けました。

「素す晴ばらしい出来ですわ、奥おく様さま。テーブルにお持ちしてよろしいですか？」

「はい、お願いします」

　エルサは花瓶を慎しん重ちように持ち上げて、白いクロスの掛かけられたテーブルの真ん中にそれを飾かざってくれました。

　今日は私のお部屋で、ディナーを想定した本格的なコース料理で練習をするのです。ダイニングは緊きん張ちようしてしまうのでまずは自分の部屋で、というのはとてもありがたいです。

　今夜はオフショルダーのマーメイドラインのドレスを着ています。とてもシンプルな深い緑のドレスは光こう沢たくがあり綺き麗れいですが、フリルやレース、リボンといった装そう飾しよくはありません。胸むな元もとには白銀の糸で蔓かずらの紋もん様ようを刺し繡しゆうしてあります。髪かみはエルサが丁てい寧ねいに梳といて、綺麗にまとめてくれました。普ふ段だん、項うなじを出さないのでスースーするのが少しくすぐったいです。

　全ての準備が整った頃ころ、ノックの音がして旦だん那な様がやってきました。後ろにはフレデリックさんもいます。

「リリアーナ、いつもの君も綺麗だが今夜の君は月の女め神がみのように美しくて、神秘的だ」

　ストレートすぎる褒ほめ言葉が恥はずかしくて、私は逃にげるように顔を俯うつむけました。頰ほおが火ほ照てって熱いくらいです。

　旦那様はことあるごとに可愛かわいい、綺麗と褒めて下さいます。その度に私の胸はふわふわとして、落ち着かなくなるのです。

「あ、ありがとうございます。旦那様も素す敵てきです」

　少しだけ顔を上げて微笑ほほえみましたが、深い蒼あおを基調とした正装姿の旦那様はとても素敵で直視できなくて再び顔を俯けてしまいました。

　ですので、旦那様が両手で顔を覆おおって悶もだえているのには気付きませんでした。

　暫しばらく顔を上げられなかったのですが、旦那様に名前を呼ばれて深呼吸をしてから顔を上げました。何な故ぜか旦那様は大きな箱を持っていて、私に差し出しています。

「君の好みに合うかは分からないのだが、一目見て君に似合うと思ったんだ」

　咄とつ嗟さに旦那様の言葉の意味が分からず、首を傾かしげて悩なやんだ後、その差し出された箱が私に向けられたものだと漸ようやく気付きました。似合うというからには、この白いリボンの掛けられた箱の中には、ドレスか何かが入っているのでしょう。

「……私に、ですか？　あ、あの……頂いたドレスは全部、大事にしていますし夏用のドレスも結けつ婚こんした時に仕立てて下さったものが……なのに、新しくドレスを頂くなんて」

　急にドレスをなんて、私はまた何か仕出かしてしまったのでしょうか。もしかしたら自分で手を加えて少しずつデザインを変えたのが旦那様のお気に召めさなかったのかもしれません。私がオロオロしているとエルサがその箱を受け取り、私の前に差し出しました。

「奥様、これは夫から妻への贈おくり物ものです。純然たる厚こう意いですから受け取って差し上げて下さいませ」

「君に何か悪いところがあったとか、君のドレスが変だったとか、そういうことじゃない。リリアーナに贈りたいと思って用意したんだ、受け取ってくれないか？」

　旦那様が私の手を取り、握にぎり締しめて懇こん願がんするように言いました。青い瞳ひとみは真しん摯しに私を見つめています。

　ふとアルフォンス様の「ウィルを信じてあげて」という言葉を思い出して、私は心を決めました。

「ほ、本当に頂いてよろしいのですか？」

「もちろん、さあ、開けてみてくれ」

　旦那様は嬉うれしそうに顔を綻ほころばせて、私の手を箱の白いリボンへと導きました。私は旦那様の笑え顔がおを信じて、リボンを解きます。横からフレデリックさんが箱の蓋ふたを持ち上げてくれました。

「まあ」

　私は思わず顔を輝かがやかせてしまいました。

　箱の中には、綺麗な勿忘草わすれなぐさ色のドレスが収まっていました。そっと手に取り、持ち上げます。箱から出てきたドレスはスクエア型の襟えりのプリンセスラインのドレスでした。襟には繊せん細さいな薔ば薇らの刺繡が銀の糸であしらわれていて、腰こしにはウエストを強調する濃こい青の太めのリボンが巻かれています。七分の袖そでは薄うすい水色ですが、ドレスと同じ色の糸で蔓薔薇つるばらの刺繡が施ほどこされています。

「君の普段の装いを見てシンプルな方がいいと思ったんだが……地味だっただろうか？」

　心配そうに尋たずねてくる旦那様に私は、ぶんぶんと首を横に振ふりました。

「とても素敵です」

　私は思わずドレスを抱だき締めます。胸から溢あふれる喜びが勝手に笑顔に変わっていきます。

　旦那様は何故か真っ赤になって固まってしまいました。フレデリックさんが隣となりでニヤニヤしています。エルサもニヤニヤしています。

「薔薇は一番好きな花なのです。覚えていて下さったんですね」

「あ、ああ、もちろん」

　旦那様はぎこちなく頷うなずきました。

　数日前に好きな花は何かと聞かれて、薔薇とお答えしたのを旦那様は覚えていて下さったようです。それが嬉しくてますます喜びが膨ふくれ上あがっていきます。

「派手なドレスより、こういうシンプルなデザインのほうが好きなのです。それに、この刺繡がとても綺麗で繊細で……本当に素敵です」

　私は抱き締めていたドレスを体から離はなして、今度はもっとよく見ようとしました。するとエルサがドレスを持ってくれました。

「ねえ見て下さい、エルサ。この繊細な刺繡……それにこの腰のリボンは旦那様の瞳と同じ色です。なんて綺麗な青でしょう」

　腰の青いリボンは旦那様の瞳と同じ色で、その色が私のドレスにあるなんて夢みたいです。偶ぐう然ぜんだとは思いますが、夫の色を身に着けるなんてまるで本当の夫ふう婦ふみたいです。

「ふふっ、良かったですね、奥様。明日が楽しみですね」

「はい。旦那様、本当にありがとうございます。一生大事にします」

　私は旦那様にもう一度、お礼を申し上げました。にこにこと笑えみが零こぼれて止まりません。旦那様は片手で口元を覆うと真っ赤な顔のまま横を向いてしまいました。

「気に入ってもらえたようで、良かった」

「旦那様、お顔が真っ赤です……もしや熱でも？」

「いいえ、奥様。予想以上に可愛かったので悶えているだけです。お気になさらないで下さい」

　旦那様の代わりにフレデリックさんが応えてくれました。私よりずっと旦那様を知っているフレデリックさんがそう言うのですから、熱が出たわけではないのでしょう。

「奥様、クローゼットにしまってまいります」

「ベッドの上に出しておいてもらっていいですか？　寝ねる前にもう一度、ちゃんと見たいのです」

　私は思わず我わが儘ままを言ってしまいましたが、エルサは優やさしく笑うと「分かりました」と頷いて隣の私の寝しん室しつへと箱に戻もどしたドレスを置きに行ってくれました。

「旦那様、本当にありがとうございます」

「そこまで喜んでもらえたら、私としても嬉しいよ」

　まだ少し頰が赤いですが、旦那様は私に腕うでを差し出してくれました。私は、旦那様のがっしりとした腕に自分の手を添そえました。すぐそこのテーブルですが、旦那様は常にエスコートして下さる紳しん士しなのです。

　フレデリックさんが引いてくれた椅い子すに腰掛けると旦那様も向かいに用意されたご自分の席に腰を下ろし、戻もどって来たエルサがベルを鳴らしました。料理が来るまでの間、旦那様は食前酒を楽しまれます。私はあまりお酒が好きではないので少し口を付けるだけです。

　最初に運ばれてきたのは彩いろどり鮮やかな前菜でした。

　この数日間の積み重ねと素敵なドレスを頂いたお蔭かげか少しだけ飲んだ食前酒のお蔭か私は緊張することなく、お料理を楽しむことができました。フィーユ料理長さんのお料理はいつも美お味いしいですが、今日はなんだか特別美味しい気がします。

「旦那様は昔から少々せっかちなところがありまして、子どもの頃、ご両親が夜会などで留守の時は『一度に全部料理を持ってこい』と言って横着をしていたのですよ」

　フレデリックさんが私のグラスに水を注ぎながら教えてくれました。普ふ通つうなら給きゆう仕じをしている使用人が口を挟はさむことはマナー違い反はんですが、こうして周りの誰だれかが話題を提供して下さる方が私は気が楽です。それにこうやってお話ししていれば、旦那様の記き憶おくも戻るかもしれません。

「フレディ、お前とアルはもっと私の好感度が上がるような話題を提供したらどうなんだ」

「好感度ですか。それは気が回りませんで、失礼いたしました」

　フレデリックさんは大おお袈げ裟さに驚おどろいてみせました。旦那様は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしています。お二人は乳ち兄きよう弟だいですから、もともと仲が良いのです。

「フレデリックさんは、アルフォンス様とも仲がよろしいのですか？」

「そうですね、私は基本的に旦那様のお傍そばにおりましたしアルフォンス様は寛かん容ような方ですのでアルフォンス様とよく旦那様を揶揄からかい……いえ、三人で仲良く歓かん談だんしたものです」

　なんとなくアルフォンス様とフレデリックさんに遊ばれる旦那様のお姿が浮うかんでしまいました。

「お前とアルは同じ種類の人間な気がする」

「一いつ介かいの執しつ事じが王太子殿でん下かと同じなわけがありませんでしょう？」

　フレデリックさんは、さらっと受け流してしまいました。旦那様は「そういう意味じゃない」と少々拗すねております。

「こういった子ども染じみたところのある旦那様ですので、幼い頃はエルサの服に虫を入れたり、カエルを投げたりと悪戯いたずらな一面もありましてね」

「まあ、カエルを？」

　セドリックと一緒に図ず鑑かんでは見たことがありますが、本物は見たことがありません。

「安心して下さいまし、その都度、ちゃんと報復はいたしました」

　エルサがにっこりと笑って言いました。一体何をしたのか少し不安です。

　私はそこで、エルサがフレデリックさんと幼おさな馴な染じみなら旦那様ともそうなのだと今いま更さら気が付きました。

「旦那様と私は五つほど年が離れていましたので、旦那様は私を妹のように可愛がって下さったのです」

「私も、今ではこうしてエルサと夫婦になれたので、旦那様には感謝しています」

　フレデリックさんがエルサを愛おしそうに見つめて言いました。エルサは、気き恥はずかしそうにそっぽを向いてしまいました。頰が少し赤くなっていて可愛らしいです。

「……お前たち、結婚していたのか？」

　何故か旦那様が驚いています。

　フレデリックさんとエルサは顔を見合わせました。エルサが首を横に振ると、フレデリックさんは「ああ」と小さく声を漏もらしました。

「言い忘れてしまっていたようですね。私とエルサは二年ほど前に結婚しました」

「……お前、他にも私に言っていない大事なことがあるんじゃないか？」

　旦那様は疑ぎ惑わくの眼まな差ざしをフレデリックさんに向けました。フレデリックさんは、ははっと爽さわやかに笑って、はいともいいえとも言いませんでした。旦那様は追つい及きゆうしようとしましたが、丁度、最後のデザートが来たのでお話はそこで強ごう引いんに流されてしまいました。

「奥様、そろそろ旦那様に例の件についてお話しされてはいかがですか？」

　デザートのプチケーキの盛り合わせを私の前に置いたエルサが、そっと耳打ちしてくれました。私は、そうですね、と頷きました。何度か言おうと試みたのですが、なかなか口にできなかったのです。ですがここで言わないともう後がありません。私は意を決して顔を上げました。

「あ、あの、旦那様」

「ん？」

　顔を上げた旦那様が首を傾げます。

　私はテーブルクロスで見えないのを良いことに隣に立つエルサのスカートをちょんと摘つまみました。気付いたエルサが優しく私の手に自分の手を添えてくれました。その温ぬくもりに勇気を貰もらい、私は自分を奮い立たせました。

「そ、その、旦那様の記憶喪そう失しつのことに関してなのですが……っ」

　緊張しすぎて語ご尾びが震ふるえてしまいました。旦那様はぱちりと目を瞬まばたかせ、私の言葉の先を待っています。

「私も、何か記憶を取り戻すためのお手伝いができないかと考えたのです。でも、私は侯こう爵しやく家けの使用人の皆さんと旦那様とセドリックくらいしか頼たよる人がいなくて、何もできないかもしれないのですが、えっと」

　心臓が口から飛び出そうで、あんなに頭の中で整理しておいたはずの文章はバラバラになって続きが出て来ません。傍にいてもいいですか、と多分、あとはそれだけを聞くはずなのに、心臓が五う月る蠅さすぎて。不安がまたずくりと重く這はい出てきて、私は再び鳩尾みぞおちを押おさえて顔を俯けました。

「リリアーナ」

　低く穏おだやかな声が私を呼んで、膝ひざの上にあった私の手に白手て袋ぶくろを嵌はめた大きな手が重ねられました。

　はっとして顔を上げればいつの間にか私の傍に膝をついて見上げる旦那様がそこにいました。

「記憶が、戻るかどうかは正直、私も分からない。でも、取り戻したいと思っている。君のことを少しでも思い出したい、と」

「私のこと、ですか？」

「ああ。君のことだ。この二週間、君はずっと私に寄り添って、微笑んでくれていた。それがどれだけ私の心を救ってくれているか、君に見せられたらいいのに」

　そう告げる旦那様の青い瞳は、どこまでも優しさに満ち溢れていました。心から、そう言ってくれているのだとひしひしと伝わってきます。

「わ、私も」

　膝の上で私の手を包んで下さっている旦那様の手をおそるおそる握り返します。

「倒れてしまったあの夜、旦那様がお話を聞いて下さって、それでも傍にいて下さったこと、本当に本当に嬉しかったのです」

　旦那様は、驚いたように目を瞠みはり、けれど、くしゃりと笑って私の頰に触ふれました。

「なら、私が記憶を取り戻せるように傍にいてくれ、私の可愛いリリアーナ」

「……はい」

　その手に頰を寄せて、私は緩ゆるむ頰をそのままに頷きました。

　旦那様の手はエルサの手よりずっと硬くて大きくて、けれど、同じように温かくて優しい手です。

「……わたしのつま、せかいいち、かわいい」

「旦那様、語ご彙い力りよくが著いちじるしく低下しておいでですよ」
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　片手で顔を覆った旦那様が何事かを呟つぶやき、フレデリックさんがやっぱり何事かを耳打ちすると旦那様は、ごほんと咳せき払ばらいして顔を上げました。

「リリアーナ、改めて、これからもまたよろしく頼たのむ」

「も、もちろんです、旦那様。私のほうこそよろしくお願いいたします」

　ぺこりと頭を下げた旦那様に私も慌あわてて頭を下げました。なんだかお互たがいに頭を下げ合っている状じよう況きように旦那様がふっと笑って、つられて私も笑ってしまいました。

　それからはデザートを楽しみ、翌日一緒にお庭を散歩するお約束をして、食後の紅茶を頂いて、ディナーを恙つつがなく終えることができました。

「今夜も楽しい時間をありがとう。それでは、また明日」

「私もとても楽しかったです。明日も楽しみにしています。旦那様も良い夢を、おやすみなさいませ」

　ドアの開けられた入り口に立つ旦那様は、じっと私の顔を見つめた後、急に私を抱き寄せました。そして頰に何か柔やわらかなものが触れたと同時に離されます。

「おやすみ、私のリリアーナ」

　旦那様は機き嫌げんよくそうおっしゃると固まる私に笑みを零して、フレデリックさんと共にドアの向こうへと行ってしまいました。パタン、と閉められたドアに漸く私は頰にキスをされたのだと気付きました。

　真っ赤になってしゃがみ込んでしまった私にエルサが慌てて駆かけ寄よってきます。

「奥様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え、ええ……だ、だいじょ、だいじょうぶです」

　かろうじて答えたものの、私の顔は熱でも出たかのように熱くて、心臓が緊張とは違ちがった意味でドキドキと騒さわいでいます。

　これは一体、どういうことなのでしょうか。

　どうして私の心臓はこんなにも騒いでいるのでしょうか。

　どうして私の心はこんなにも喜んでいるのでしょうか。

　いつもよりふわふわして、体が浮き上がってしまいそうです。その答えが分からない私は、混乱したままどうにか火照る頰を冷まそうと、エルサが冷やしたハンカチを持ってきてくれるまで手で顔を仰あおぎ続けることしかできなかったのでした。
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　あの夜から、旦那様と共にする時間が増えました。

　エルサやフレデリックさん、アーサーさんをはじめとした使用人の皆さん、一人一人からお話を聞いて、旦那様は記憶を取り戻そうとしておいでです。

　ですが、あまり脳や心に負ふ荷かをかけたり、無理矢理思い出そうとしたりするのはよくないとモーガン先生に言われておりますので、私は時折、旦那様に乞こわれるままに私自身のお話（ほぼセドリックのことですが）をしたり、皆さんのお話を聞きながら、旦那様の体調を気き遣づかうのが役目です。

「どいつもこいつも私の恥ずかしい過去の話をする時ばかり顔を輝かせて話している」

　私の部屋のソファに身を沈しずめ、むっつりと顔を顰しかめた旦那様につい、ふふっと笑ってしまいました。じろりと睨にらまれて頰をつつかれますが、ますます笑いが零れてしまいます。

　少し前の私なら、旦那様の眉み間けんに皺しわが一本寄っただけでも怖こわくて仕方がなかったでしょうし、隣になど座すわっていられなかったはずです。ですがこれが拗ねている時のポーズだと知った今では、旦那様のしかめっ面つらが可愛く見えてしまいます。

「皆さん、旦那様のことが大好きだから生き生きとお話しして下さるのです」

「だが、三歳さいの時のことなんて記憶があったとしたって覚えてないはずだ。そんな時のおねしょの話を引っ張り出してくるのは意地が悪い。そんなのは不ふ可か抗こう力りよくだ」

　先ほど、ベテランメイドのシェリーさんにお話を聞いたのですが、シェリーさんは楽しそうに三歳のウィリアム坊ぼつちゃまのお話を聞かせて下さいました。ただ少々、その内容に関して旦那様はご不満のようです。

「ですが当時の旦那様は、シーツを洗せん濯たくすることになったシェリーさんにお礼を言い、お仕事を増やしてしまったことに対して謝罪もされたと……幼い頃から旦那様は心優しく誠実な方なのだと知ることができました」

　旦那様がぱちりと目を瞬かせて私を振り返ります。

「シェリーさんのお話もですが、アーサーさんもフィーユ料理長さんもモーガン先生やメリッサさんも、まるで家族の想おもい出を話すように皆さん優しいお顔で旦那様のお話を聞かせて下さいます。木登りに失敗したお話、お母様に読み聞かせてもらった本のお話、つまみ食いをして怒おこられたお話、お友達と庭を探検して迷子になったお話、小さな小鳥を助けたお話、お化けが怖いと泣いてしまったお話、エルサに仕し掛かけた悪戯のお話、そのどれもこれも、お話をして下さる時に皆さんとても優しいお顔をしていました」

「そう、だろうか？」

「はい。そうなのです。悪口なんて一つも聞きませんでしたでしょう。大人になった旦那様には少し恥ずかしい思い出もあったかもしれませんが、皆さんの中の想い出と一緒にあるのは愛情だと感じました。お礼も謝罪もきちんと口にできて、お友達想いで、少し悪戯が好きな活発な子で、弱くて小さな存在を護まもろうとする優しい子で、感情豊かで可愛らしい子どもだったと教えてもらえた気がします。今の旦那様と同じですね」

　ふわりと笑みを浮かべて小首を傾げると旦那様のお顔がみるみる内に真っ赤になってしまい、今度は私が目を瞬かせる番になってしまいました。

「だ、旦那様、どうなさいました？　熱でも……エ、エルサ、どうしましょう」

　部屋の片かた隅すみでフレデリックさんと並んで控えてくれているエルサを呼びます。

「大丈夫ですよ、奥様」

「でも、こんなに真っ赤に……」

「旦那様、奥様が心配していますよ。何か喋しやべったらどうですか？」

　フレデリックさんが呆あきれた様子で旦那様の肩かたをぽんぽんと叩たたきました。

「だ、だいじょうぶだ、もんだいない。ちょっとまっててくれ、かおをあらってくる」

「旦那様、あの、倒たおれては大変ですからご一緒に」

「奥様、ここは私が付き添いますので、お茶の仕度をお願いできますか？　そろそろ午後のティータイムの時間ですからね。旦那様のことはお任せ下さい。奥様の淹いれて下さった紅茶を飲めば、すぐにでも復活しますよ」

　フレデリックさんの言葉に私は、はい、と小さな声で返事をしました。心配ですが、旦那様のことを一番理解しているフレデリックさんがお傍にいるほうが安心できるはずです。

　ふらふらと部屋を出て行く旦那様の背を追うようにしてフレデリックさんもドアの向こうへと行ってしまいました。

「旦那様、大丈夫でしょうか」

「大丈夫ですよ。旦那様は格好付けですからね、可愛らしいと言われて照れてしまったのですよ」

　エルサが小さく笑いながら言いました。

「か、格好いいと言ったほうが良かったでしょうか？　そうですよね、セドリックと違って立派な大人の男性ですもの」

　不安になってエルサを見上げるとエルサは、優しい顔で首を横に振りました。

「奥様が思ったままの言葉で旦那様とお話しすることが大切なのです。偽いつわる必要はございませんよ」

「偽っているわけじゃないですよ。旦那様は、その、本当に格好いいのですもの……」

　なんだか恥ずかしくなって両手で熱を持った頰を押さえました。頰が赤くなったのを少しでも隠したいのです。

　力強い腕や逞たくましい体、男らしく整った顔立ちはどこを切り取っても格好いいのです。それに一緒に過ごしているとさりげない気遣いや優しさに気付きますし、あんなに素敵な方が私の旦那様だなんて、夢ではないのかと心配になってしまいます。

　一年前の冷たい旦那様はよく似た双ふた子ごさんだったのではと疑いたくなってしまい、こっそりエルサに確かく認にんしたら笑われてしまいましたけれど。

「小さい頃の旦那様はきっと特別可愛らしかったのでしょうね。出会っていたとしても旦那様は十も年上ですからこの目で見ることができないのが残念ですが。……あら、でも」

　私はそこでふと何か違い和わ感かんを覚えました。

「奥様、いかがしました？」

　エルサが不思議そうに首を傾げます。

　少し思考を巡めぐらせて、何に違和感を覚えたのかを探さぐります。旦那様の小さい頃のお話は聞いていてとても楽しいものでしたし、話をして下さった使用人の皆さんも懐なつかしさを愛おしみながら話して下さいました。でも、そこに何か違和感があるのです。

「そう、いえば……大人になってからの旦那様のお話は誰もして下さいませんね」

　エルサの表情が一いつ瞬しゆん、強こわ張ばったように見えましたが、瞬きをした間にいつもの頼れる侍じ女じよの表情に戻っていました。

「残念ながら学院に入られてからの旦那様のことは我々もあまり存じ上げないのです。学院は全ぜん寮りよう制ですし、休みになるとアルフォンス様の別べつ荘そうや侯爵家の領地に戻ってしまっておりましたから、王都のこの屋や敷しきに勤めていた私たちはその頃の旦那様のことは人づてにしか知らないのです」

　学院というのは王家が設立した学校で、十三歳から十八歳までの子女が通っています。貴族籍せきの人間であれば誰でも通えますが、女性は結婚適てき齢れい期きである十五歳で一足先に卒業する方も多いです。一方、男性は十八歳まで通う方がほとんどです。

「学院を卒業されると同時に騎き士し団だんに入団してしまいましたし、騎士団も新人は寮りよう生せい活かつになりますので……それに戦争が激化すると旦那様は戦地に派は遣けんされてしまいましたから」

「戦争……」

　正直に申し上げますと実家にいた頃の私の世界はあの部屋の中だけでしたので、幼かったこともあり戦争についてはほとんど知りません。

「戦後も近きん隣りん諸国との緊張関係が続いていましたし、旦那様も英えい雄ゆうとしてそこら中にひっぱりだこでしたので、奥様と結婚される以前からここへ帰って来る暇ひまもなかったのです。幼馴染とはいえ私も他の者も青年となった旦那様のことは実はあまりよく知らないのです。お力になれず申し訳ありません」

　申し訳なさそうに頭を下げたエルサに、私は慌てて首を横に振り、その肩に手を添えて体を起こすように言いました。

「いいえ、エルサ。力にならないなんてことはありません。謝あやまらないで下さい。私も戦争を知らない身ですのに無神経なことを言ってしまいました」

「そんなことはございません。奥様が旦那様の記憶を取り戻そうと頑がん張ばっておられるのは皆、知っております。ただ戦争をしていた時のことは、一緒に戦地に行っていたフレデリックもアルフォンス様や他の戦友の方々も教えてはくれないのです。旦那様自身も『知らなくていい』としかおっしゃいませんでした。きっと私たちが知るには、戦地とは哀かなしみの多すぎる場所なのでしょう」

　哀しみの多すぎる場所、私はエルサの言葉を口の中で繰くり返かえしました。

　私には想像することもできないような、哀しくて辛つらい場所なのでしょう。そこを生き抜ぬいた旦那様は間ま違ちがいなく強い方です。騎士としても、人としてもです。その旦那様が忘れてしまいたくなるほどのこととは一体、何なのでしょう。

　ここの誰も、アルフォンス様も、旦那様が戦争で様子が変わったとは言いません。そう考えれば、戦争というものは旦那様の中できちんと整理がされているのでしょう。今回の記憶喪失の原因になったとは考えにくいように思います。

　ならば戦争以外の何かが青年になってからの旦那様に起こったのでしょうか。

　なんとなくエルサもその話題を避さけているような気がしました。でもそれは意地悪ではなくて、私のためを想ってくれているに違いありません。エルサは少々、過保護なのです。この一年で培つちかったエルサへの信しん頼らいは簡単には揺ゆらぎません。

「奥様、アリアナが茶葉とデザートを運んで来てくれましたよ。今日はブルーベリーのパイのようです。どの茶葉にするか一緒に選びましょう」

　そう言って微笑むエルサに笑みを返して、私は旦那様に淹れる紅茶を選ぶためにソファから立ち上がり、大切なことを思い出します。

「エ、エルサ、話を戻してしまいますが、やっぱり可愛らしいではなく、きちんと旦那様は格好いいです、と訂てい正せいしたほうがいいのでしょうか？」
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「私の妻が今日も世界一可愛い」

「はいはい、惚気のろけは後にしてさっさとその赤い頰をどうにかして下さい。その顔で戻ったら奥様に心配をかけるだけですよ」

　辛しん辣らつなように見えて優しい執事は、水を差し出しながらそう言った。

　私は自分の部屋でフレデリックが用意してくれた水で顔を洗って、どうにか火照った頰を落ち着けている最中だ。

　リリアーナは、人を褒めることに一いつ切さいの躊躇ためらいがない。私だってリリアーナを褒める時に躊躇いなど一つもないけれど、私の数倍は純じゆん粋すいで素す直なおな彼かの女じよの言葉は、容易たやすく私から余よ裕ゆうや冷静さを奪うばうのだ。

「彼女は人の感情を本当によく見ているな」

「……お育ちになった環かん境きよう故ゆえに、そういった感覚が磨みがかれたのかもしれません」

　フレデリックが目を伏ふせて、ぽつりと呟いた。

　両親と姉に虐しいたげられて育ったリリアーナは、人の顔色を常に窺うかがって怒らせないようにしている。話をする時も慎重に丁寧に言葉を選んでいるのが分かる。

　それでもここ最近は私が眉間に皺を寄せても、事故直後のように泣きそうになることはない。今日のように綻ぶように笑って、私の隣にいてくれる。その微笑みを見る度たびに私はほっと安あん堵どするのだ。

　私の記憶を取り戻す手伝いがしたいと言ってくれたリリアーナは、私と一緒に色々な使用人に私の小さい頃の話を聞いて、私を知ろうとしてくれている。

　自分の記憶を取り戻すより、彼女が笑ってくれている事実があれば充分だと言ったらリリアーナはきっと困ってしまうだろう。彼女は自分の笑顔がどれだけ私を癒いやしているかを知らないからだ。

　私は私の過去をいくら話されてもどれもこれもなんだか靄もやがかかってはっきりしない。彼かれらが大切にしてくれていた想い出が、私の中にもあるはずなのにどこを探しても見つからない。深く深く探ろうとするとずきりと頭が痛むことを、私は誰にも言っていない。

　私の中の何かが、私の記憶を封ふうじ込めているのだ。

「なあ、フレディ」

　伏せられていた長い睫まつ毛げが持ち上がり、その瞳が私を映す。私は幼馴染であるという執事の青年を見つめ返して口を開く。

「……私は、本当に……本当の本当に、リリアーナに惹ひかれていなかったのだろうか」

　フレデリックは、ぴくりとも表情を変えないまま口を開く。

「知りませんよ」

「……冷たいな」

「僕ぼくは貴方あなたではないのですから、知るわけがないでしょう。そもそも結婚のことに関して、貴方は僕に相談の一つもしてくれませんでしたからね」

　変わらなかった表情が胡う乱ろんなものに変わった。

「アルフォンス殿下には、橋はし渡わたしという役目を頼んでいたようですが、殿下以外の人間には貴方は一切何も教えてくれませんでしたからね。いきなり前日の夜に『明日、婚こん約やく式をする』と言われた時には、思わず殴なぐりそうになりました」

「そんなに急だったのか？」

「ええ、本当に突とつ然ぜんでした。僕も奥様のお姿を初めて見たのは婚約式の時ですよ。ただ、終始俯いておられたので、あの時はお姿だけで僕はお顔も見られませんでしたが」

「い、嫌いやだったのだろうか？」

「それこそ知りませんよ。僕は奥様のことに関しては、エルサを通してしか知りませんから。……まあ、自分より十も年上のおっさんと結婚するんですから嫌だったんじゃないですか」

「まだお兄さんだ！　お前だって同い年だろうが！」

　フレデリックは、あろうことか鼻で笑って肩を竦すくめた。

「はいはい、お兄さんでよろしいですよ。……あの時点で貴方が好きだったか嫌きらいだったかは分かりませんが、あの時の奥様は旦那様がというよりお父上の伯はく爵しやくが怖かったのでは、と思っておりますが」

　その言葉に、父親の幻げん影えいに怯おびえていたリリアーナの姿を思い出す。自分よりもか弱い存在に手を上げるなど私からすれば考えることもできない所業だ。だが、私は暴力こそ振るわなかったが、彼女の心を傷付けていたのは同じではないか、と考えてしまう。

「……彼女の言葉で自分のしたことを教えられる私は、本当に最低な夫だ」

　フレデリックが眉まゆを微かすかに寄せて不思議そうな顔をする。

「どうして今、彼女が隣で微わ笑らってくれるのか、本当は分からないんだ。だから、せめて彼女と出会った時のことは思い出したい。たった三回しか会ったことがないというその記憶だけは思い出したい。それと私が頑かたくなに彼女に冷たくしていた理由もだ。どれほどウィリアムという男が最低だったとしても。それを知ることができたら、与あたえられた罰ばつとして受け入れる。一生、私がどこの誰かなんて思い出せなくたっていいんだ」

　初めてフレデリックの表情が分かりやすく驚きに彩られて、私はははっと軽かろやかに笑う。

「記憶がなくなって不安なのは確かだが、私にはリリアーナがいて、私をよく知るお前たちがいる。私が本当はどんな人間なのか分からないけれど、リリアーナはお前たちが教えてくれる幼い頃の私を今の私と同じだと言ってくれた。なら、私はそれでいい」

「……いいかも、しれませんね。僕が貴方の過去を捏ねつ造ぞうし放題です」

　ふっとフレデリックが表情を緩めて笑った。

「やめろ、捏造するな。するならなんかこう、格好いい私を捏造してくれ」

「期待しないでお待ち下さい」

「期待させてくれ、頼むから」

　じろりと睨んでも飄ひよう々ひようと受け流されて、どちらからともなく吹ふき出して笑い合う。

　私は、記憶こそないけれどやっぱり彼とはずっとこんな風に軽口を叩き合える仲だったと、それだけは断言できる。

　だから、本当は気付いている。

　彼が、彼らが私の青年になってからの日々を、もっと詳くわしく言えば学院時代から終戦後暫くまでの日々を決して語らないことに、とうに気付いている。

　屋敷の者はまだ分かる。屋敷に勤める彼らは全寮制の学園やはるか遠い戦地のことは知らないのだから当然だ。だが、彼は生まれてからずっと私の傍にいてくれた人だ。

　その彼が絶対に語ってくれない教えてくれないその部分に、私がリリアーナに冷たくあたったその理由が隠されているはずだ。

　だが彼は、絶対に教えてくれないだろう。多分だが、彼を含ふくめて多くの使用人は、リリアーナと良好な関係を築いている今の私を良しとしている。だから彼女に冷たくあたっていた頃の私の感情や記憶を思い出させて、同じことの繰り返しになるのを避けたいのだ。

　それともう一つ、私自身を想ってくれているのだろう。

　間ま抜ぬけな事故で記憶喪失になった私に彼らは本当によく尽つくしてくれている。リリアーナに冷たくあたり、自分勝手に振ふる舞まい、ろくに帰って来もしなかった主人を、口では文句を言いながらも、彼らは本当に大切にしてくれている。

　だから、知りたいと願うことは、彼らにとっては望むことではないだろう。

　でも、私は知りたい。もう二度とリリアーナを傷付けないために、私を支えてくれる彼らを落らく胆たんさせないために、自分勝手だと分かってはいるが彼らが隠してくれているそれを暴いてしまいたいのだ。

　黙だまり込んだ私にフレデリックが「どうかしましたか」と声を掛けてくれる。

「いや、何でもない。リリアーナの可愛さを思い出していた」

　赦ゆるしてくれ、と心の中で小さく懺ざん悔げを唱えた。

「ああそうですか。さてそろそろ奥様のところに戻りましょう。お茶の仕度も調った頃合いでしょうから」

　懐かい中ちゆう時ど計けいで時間を確認したフレデリックの言葉に頷いて腰を上げる。彼がドアを開けてくれて部屋を出ようとしたところで、フレデリックが「そういえば」と何かを思い出したのか私を見上げる。

「詳しよう細さいは教えて下さらなかったのですが、婚約式の夜、僕は貴方にリリアーナ様はどんな方でしたかと聞いたんです」

「私は何と答えたんだ」

「星が」

「星が？」

「それだけです」

　短すぎるそれに拍ひよう子し抜ぬけする。もっとないのかと問う私にフレデリックは肩を竦める。

「ありませんよ。僕だってその先を求めたのに教えてくれなかったんです。それどころか『もう寝る』と部屋に籠こもってしまったんですから」

　うっと言葉を詰つまらせた私をフレデリックは、ほら行きますよ、と部屋から押し出す。

　正直、私は何度、自分にがっかりしたか知れない。もっと何かしらのヒントを残しておいてほしかった。日記の一つでも書いていてくれれば良かったのに「騎士団の日誌ですら僕や事務官に書かせていたんですからあるわけないです」と冷たい目をしたフレデリックに言われたのは目覚めた翌日のことだ。今の私からしても性格上、書くわけがない。

　でも今はちゃんと書いている。主にリリアーナのどこかどう可愛かったかというもので、フレデリックは度たび々たび私の目を盗ぬすんで燃やそうとするが、今度こそ忘れたくないのだ。

「奥様のこと、これからは本当に大切になさって下さいね、他の何を忘れても、憎にくんでも……奥様のことだけは大事にして下さい」

　後ろから掛けられた言葉に首を捻ひねって振り返る。ただ真まっ直すぐに私を見つめる双そう眸ぼうに、私は笑みを返す。

「もちろんだ」

　私の返事にフレデリックは、ふっと表情を緩めると微かに顔を俯けた。しかし、すぐに顔を上げて「前を見て歩いて下さい」と素っ気なく言う。私は素直に顔を前に戻してリリアーナの部屋に向かう。

　だから私は知らなかった。フレデリックが、酷ひどく苦しげな顔で私の背中を見つめていたことを。
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「足元に気を付けて、こっちだ」

　旦だん那な様に手を引いて頂きながら、侯こう爵しやく家けのお庭を進んでいきます。

　今日は、ジャマルおじいさんが個人的な趣しゆ味みで管理している温室に招待して下さったのです。旦那様も行くと言ったらすごい顔をしていましたが、最終的には旦那様も招待して下さいました。

「奥おく様さま！　こっちですよ！」

　ジャマルおじいさんの声が聞こえて辺りを見回せば、小川の向こう、大木の陰かげに小さなガラス張りの温室が見えて、その前にジャマルおじいさんが立っていました。

　小川の前に差さし掛かかり、旦那様が足を止めれば、自然と私の足も止まります。

　川といっても旦那様なら少し勢いを付ければ一歩で軽く渡わたれてしまうような小さなものですが、私は自分の運動能力にはちょっと、いえ、大分自信がないのです。ただ、小川の真ん中には平らな石が置かれていて私でも手を貸してもらえれば渡れるはずです。

「あの、旦那様、手を」

　貸して下さいと続けるはずだった言葉は、振ふり返った旦那様の悪戯いたずらを思い付いた子どもみたいな顔を見た瞬間、うっかり吞のみ込んでしまいました。

「リリアーナ。暴れないでくれよ」

「きゃっ」

　どうしたのですかと尋たずねる前に体がふわりと浮うかび上がって、私は軽々と片かた腕うでで旦那様に抱だきかかえられていました。ぐらりと体が揺ゆれて、咄とつ嗟さに旦那様の首に腕を回します。

「そうそう、そうやって摑つかまっていてくれ」

　軽かろやかに笑って、旦那様は長い脚あしでぴょんと小川を渡ってしまいました。私を抱かかえているのが噓うそみたいな足取りで、そのままジャマルおじいさんの下に歩いて行きます。

　私が状じよう況きようを理解しようと目を白黒させている間に温室に辿たどり着ついてしまいました。

「奥様を返せ、若造」

「返すも何もリリアーナは私の妻だ」

　むすっとした顔で旦那様が返します。

「最近、とんと耳が遠くて、何を言っとるか分かりませんなぁ」

　流石さすがはジャマルおじいさんです。全く動じていません。

「旦那様、下ろして下さいますか？」

　少し落ち着くと今の体勢が恥はずかしくなって、旦那様にお願いします。

「だめだ。下ろしたらこの爺じいは私が入る前にドアを閉めて鍵かぎをかけるに違ちがいない」

　ジャマルおじいさんは聞こえないようでいて、何な故ぜか舌を出しています。旦那様のこめかみがひくひくしていました。バチバチと見えない火花が散っているような気さえします。

「おじいさん、私、とても楽しみにしていたのです。早さつ速そく、案内して頂けませんか？」

　私はなんとかしてこの状況を打破しようと試みました。

「そうですな、奥様。ささ、ご案内しましょう。旦那様も……仕方ないからどうぞ」

「お招き頂き光栄だ、ジャマル」

　下ろすよ、と一言前置きして旦那様がそっと下ろして下さいました。

「すまない、リリアーナ。気を遣つかわせてしまったな」

「いいえ、そんなことは……それよりも抱えて下さってありがとうございます。お蔭かげでエルサが選んでくれたドレスも靴くつも無事です」

　私が微笑ほほえめば、旦那様も小さく微笑みを返して下さいました。「こちらですよ、奥様」と呼ぶジャマルおじいさんの声にお返事をして旦那様が差し出して下さった腕に摑まり、小さな温室のドアを潜くぐります。

「……すごいですね、旦那様」

「ああ。これは、なんというか不思議な空間だな」

　壁かべも天てん井じようもガラス張りの温室は横に生えていたあの大木にめり込むかのように建っていて、事実そこだけは大木が壁の代わりになっています。どれもこれも見たことのないような植物ばかりが並んでいて、不思議で奇き妙みような形のお花もたくさんありました。

「ここは初代の温室でしてな。建てられたのはわしが生まれるより少し前のことです。この木は当時はまだ小さな木でしたが、予想以上に大きくなってしまったようですなぁ」

　ははっとジャマルおじいさんは笑って、皺しわの目立つ手で愛おしそうに木の幹を撫なでます。

「ここの植物は見たことがないものばかりだな」

　旦那様が物もの珍めずらしげに鉢はちを覗のぞき込んで言いました。

「わしがあちこちを旅して手に入れたものです。国外から仕入れたものもありますよ。それはここよりずっとずっと南にある国で手に入れた花で、夏がもっと濃こくなれば、鮮あざやかな紅あかい花をつけますぞ」

「まあ、見てみたいです」

「ええ、また花が咲さいたら奥様をご招待しますよ。お部屋にお持ちしたいところですが、この花は切ってしまうと長持ちしませんのでな」

「そうなのですね」

「色々と花も木も個性がありますからな」

　そう言ってジャマルおじいさんは、色々な花の特とく徴ちようを教えてくれました。

　一年に一度、初夏の満月の夜にだけ花を咲かせる植物、根っこには毒があるけれど薬にもなる薬草、虫を食べる花、火事の時にだけ種を飛ばす木、何十年に一度だけ花を咲かせて枯かれてしまう植物。

　私も旦那様も夢中になっておじいさんの話に耳を傾かたむけました。植物のことなら何でも知っているおじいさんのお話は、小説を読んでいるかのように面おも白しろいのです。

「むかーし、一度だけ、旦那様がここへ来たことがありましたなあ」

　私の顔より大きな葉を撫でながらジャマルおじいさんがしみじみと零こぼしました。

　そういえば、まだおじいさんには旦那様の思い出を聞いていませんでした。

「ふざけて周りが見えず鉢を落としてわしにこっぴどく叱しかられて、乳う母ばに泣きついておった子が、今はこんなに綺き麗れいな奥様を貰もらって、国一番の騎き士し様に。立派になられましたな」

　ジャマルおじいさんは、愛おしむように目を細めて旦那様を見上げました。

　伸のばされた皺だらけの手を受け止めるために旦那様が身を屈かがめれば、先ほど、大木の幹を撫でた時と同じように愛おしげにジャマルおじいさんが旦那様の頰ほおを撫でます。

「本当に立派になられましたなぁ」

　先ほど、睨にらみ合って大人げない掛け合いをしていた分、少しだけバツが悪いのか旦那様は困ったような顔で小さく笑えみを零しました。

「だというのに、こんなに素す晴ばらしい奥様を一年も無視しおって、しまいには記き憶おく喪そう失しつだとはなんともまあ、情けないっ！」

「あだだだっ！」

　顔を顰しかめたおじいさんが、頰を撫でていた手で、ぎゅうと旦那様の頰を抓つねりました。

「痛いだろ！」

「奥様のほうが痛かったはずじゃ、この若造」

　旦那様がぐっと言葉を詰つまらせてしまいました。抓られた頰が赤くなっていて、私は再びの険悪モードにおろおろと二人の顔を交こう互ごに見ることしかできません。

「全く、あんな女のことなどさっさと忘れてしまえばいいとは思っておったが、まさか奥様のことはおろか自分のことまで忘れるとは、ああ、なんとも嘆なげかわしいことじゃ」

「あんな、女？」

　旦那様が訝いぶかしむように眉まゆを寄せます。ジャマルおじいさんは、しまったと言わんばかりに片手で口を押おさえ、顔を背そむけました。

　心臓がひやりと冷たく鼓こ動どうを刻んで、私は思わず自分の手を胸むな元もとで握にぎり締しめました。

　ジャマルおじいさんの口ぶりからして、間ま違ちがいなく私のことではないのは確かです。

　私はどうして今まで、その考えに至らなかったのでしょう。女おんな嫌ぎらいになったのは戦いくさの後ですから、それ以前には、もしかしたら旦那様には大切に想おもう女性がいたのではないでしょうか。

「あんな女、とは誰だれだ？」

「さ、さあのう、わしは何か言いましたかな？」

「ジャマル」

　旦那様はただ静かにおじいさんを見み据すえてその名前を呼びました。

　ジャマルおじいさんは、暫しばらくの間、目を左右に泳がせてなんとかして逃にげようとしていましたが、一秒たりとも目を離はなさない旦那様に観念したのか、はぁ、とため息を一つ零すとその重い口を開きました。

「旦那様が戦争に行く前に婚こん約やくしていた女のことです」

「婚約者、がいたのか、私に？」

「ええ、とはいえ婚約は戦後すぐに解消しましたがな。あんな不義理な女と結けつ婚こんしなくて正解でしたぞ、旦那様」

　ジャマルおじいさんは、思い出すのも嫌いやそうに言いました。

　不義理というからには何か不ふ手て際ぎわがあって婚約の継けい続ぞくができなくなって解消に至ったのは分かりますが、一体、何があったのでしょう。エルサやフレデリックさんたちが話してくれなかったのは、触ふれたくなかったのはこのことだったのだと直感的に気付くと同時に、旦那様の異変に気付いて顔を上げます。

「だ、旦那様？」

「ど、どうしたんじゃ？」

「……うっ、ぐぅ、はぁっ」

　血の気を失った真っ白な顔で旦那様が両手で頭を抱えています。頭が痛むのだと気付いた時には、旦那様の大きな体はぐらりと揺れて温室の床ゆかに膝ひざをついていました。

「旦那様っ！」

　傍そばに膝をつくとぐっと腕を摑まれて縋すがるように抱き込まれます。痛みに呻うめく声が肩かた口ぐちから聞こえて、私は旦那様の背に腕を回して労いたわるように撫でました。

「お、おじいさん、外にエルサがいるはずです、すぐに呼んできて下さい……！」

「わ、分かった！」

　ジャマルおじいさんが慌あわてて温室を飛び出していきます。

「……アーナ、リリアーナ……っ」

　嚙かみ締めるように弱々しく名前を呼ばれて、私は抱き締める腕に力を込めます。

「はい、リリアーナはここにおります、旦那様」

　旦那様は、何度も私の名前を繰くり返かえすように呼んで、エルサとフレデリックさんが温室に飛び込んでくるのと同時に意識を失ったのでした。
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　旦那様が意識を失った後、エルサたちは、ジャマルおじいさんに詳しよう細さいを聞いたのか、なんだかとても苦しそうな顔をしていて、私は詳くわしく話を聞くことはできませんでした。

　すぐに駆かけつけて下さったモーガン先生曰いわく、思い出したくない記憶を脳が拒きよ絶ぜつしたのではないかとのことで、起きてみないと旦那様の記憶がどうなったのかは分からないそうです。

　私のことを思い出してしまったかもしれない、逆に忘れてしまったかもしれない。旦那様の寝ね顔がおを前に途と方ほうもない不安と恐きよう怖ふに覆おおい尽つくされそうな心を叱しつ咤たし、首を横に振って雑念を払はらいます。今は旦那様の無事が何より大事なのですから。

　毛布の上に出ていた旦那様の手をそっと自分の手で包つつみ込んで、お布ふ団とんの中に戻もどそうとすると大きな手がもぞりと動いて握り返されました。

「…………んっ、……リリア─ナ？」

　青い瞳ひとみがゆっくりと瞼まぶたの下から現れて私を捉とらえると、その唇くちびるが私の名前を呼んで下さいました。その瞬しゆん間かん、私は安あん堵どにじわりと視界が滲にじんで頰を涙なみだが伝っていくのに気付きましたが旦那様の手を離したくなかったので、隠かくすこともできません。

「リ、リリアーナ、どうしたんだ？　ん？　なんで私はベッドの上に……？」

「まだ起き上がらないで下さいませ。お倒たおれになったのですから」

　起き上がろうとしていた旦那様を慌てて止めます。旦那様は目を瞬まばたかせると大人しくベッドへ体を戻しました。代わりに体を横に向けると、私の手を握る手とは反対の手で私の頰の涙を拭ぬぐって下さいます。温かくて大きな手はいつもと同じように優やさしいままで、ますます安心して涙が零れてしまいました。

　すぐにフレデリックさんがモーガン先生を伴ともなって戻って来て、旦那様を診しん察さつして下さいます。

　そうして分かったことは、旦那様はジャマルおじいさんから聞いた「女」の話は全く覚えておらず、植物の話をした辺りまでしか記憶がなく、気付いたらベッドの上だったということでした。

　もちろん、旦那様にはどこまで記憶にあるかと聞いただけで、倒れた原因になったお話はしていません。

　ですが、旦那様が隠していた事実が一つ明らかになりました。

　前々から記憶を取り戻そうとすると頭痛がするという事実を旦那様は隠していたのです。モーガン先生にもフレデリックさんにもエルサにも怒おこられた旦那様は、おどおどしながらいまだに涙が止まらない私の頰を撫でます。

「すまない、リリアーナ、心配をかけたな」

「も、もう体の不調を隠すのは、おやめ下さいませ……っ。心臓がもちません」

「分かった、約束する。もう隠さないから、泣きやんでくれ、リリアーナ」

　ぐいっと抱き上げられたかと思えば、あっというまに私は旦那様の腕の中に収まっていました。力強い腕の中でその心臓の音を耳にしながらゆっくりと呼吸を整えれば、漸ようやく私の涙は止まってくれました。

「私の可愛かわいい奥様を泣かすなんて言語道断、明日から旦那様のサラダはセロリを山盛りにするようにフィーユに言っておきますからね」

「うぐっ、わ、分かった」

「旦那様、奥様も、今夜はとりあえずゆっくりお休み下さい」

　フレデリックさんの気き遣づかわしげな声が聞こえます。

「分かった。大だい丈じよう夫ぶか、リリアーナ」

「はい、旦那様に名前を呼ばれたら安心してしまって、申し訳ありません」

「いいや、それで君が安心してくれるなら何度でも君の名前を呼ぶよ、リリアーナ」

　優しい眼まな差ざしが私の顔を覗き込んで、私は変わらず私を映してくれている青に、ゆるりと頰を緩ゆるめました。すると旦那様も微笑んで下さいます。

　名残なごり惜おしいですが旦那様の腕を抜ぬけ出して、エルサの手を借りてベッドから下ります。

「おやすみなさいませ、旦那様、良い夢を」

「ああ、おやすみ。リリアーナ、安らかな夢を」




　自分の部屋へと戻って見慣れた私室に辿たどり着つき私はゆっくりと息を吐はき出しました。

「……旦那様、覚えていて下さいました」

「意識を失う間ま際ぎわまで奥様を呼んでいたとジャマルから聞きました」

　エルサがベッドの横に置かれたサイドテーブルに燭しよく台だいを置いてくれました。三本の蠟ろう燭そくの上で揺れる淡あわい炎ほのおが柔やわらかに部屋を照らします。

「きっと、奥様のことだけは忘れたくなかったのでしょう。だから何度も、何度も刻み込むように奥様の名前を呼んで、縋ったのかもしれません」

　エルサが隣となりに腰こし掛かけて私の顔を覗き込みます。エルサの言葉に、不ふ謹きん慎しんにも私は嬉うれしくなってしまいます。

　いつの間にか私の中であんなに怖こわかった旦那様が、心の半分を占しめるくらいに大きくなっていることに気付きました。もちろん以前の旦那様を憎にくんでいたことも嫌っていたこともありません。ただ、感謝こそしていましたが、私にとっては夫という肩書を持つ見知らぬ人でした。

　ですが、今はどうでしょうか。名前を呼んでもらえただけで涙が出てしまうほど、彼かれの記憶の中に私が残っていた事実にとても安心してしまうほど、旦那様が私の中で大切で大きな存在になっているのです。

　それはとてもくすぐったいことであり、同時に、怖くもありました。

　旦那様の記憶が戻れば、きっとこの幸福は容易たやすく壊こわれてしまうでしょう。今日、私はそれをまざまざと実感したのです。

　今ある幸福は、記憶喪失という曖あい昧まいなものに守られた偽いつわりのものでしかないのです。

「……エルサ」

「…………私がお話しできるのは、僅わずかなことだけです」

　紺こん色いろの瞳が逃げるように伏ふせられて、握り締められた彼かの女じよの手がシーツに皺を作ります。

「確かに旦那様には婚約者がいらっしゃいました。旦那様より一つ年下の、同じ侯爵家のご令れい嬢じようです。旦那様が十七歳さいの時に決められた婚約でした。ですが、旦那様は結婚する前に戦争に出向くことになったのです。戦地と王都は遠く離れていて、お二人の心もすれ違い、婚約の継続ができなくなる事件もありまして、婚約は破は棄きされました」

「……旦那様はまだその方のことを想っていらっしゃるのでしょうか」

　勢いよく顔を上げたエルサが、まさか、と首を横に振りました。

「ありえません。あの女のせいで旦那様は女性不信になってしまったのです。……あの女は旦那様を裏切ったのです」

「裏切った？　でも、女嫌いになったのは旦那様を巡めぐって女性が争ったからではないのですか」

「それも本当です。あの女の件はきっかけで、加速させてしまったのがご令嬢たちなのです。勝手に旦那様を取り合って、醜みにくく罵ののしり合って、お互たがいに怪け我がまでさせようとしてそれを庇かばったフレデリックが怪我をしたものですから、あれが多分、とどめでしたね」

「ま、まあ、お怪我を？」

　初めて聞く話に目を瞬かせます。

「ご安心下さい。手首を少々捻ひねっただけですし、もう何年も前のことでございます」

「そうですか、良かったです」

　旦那様は使用人であってもとてもとても大切にするお方です。それにフレデリックさんは幼おさな馴な染じみでもある大事な乳ち兄きよう弟だいですから、怒いかりも一ひと入しおだったでしょう。

「奥様、今夜はもうお休み下さい」

「はい。エルサもよく体を休めて下さいね」

　エルサは私の言葉にお礼を言うと立ち上がり、燭台を手に取り火を消しました。そうすればカーテンの隙すき間まから月光が差し込むだけになって夜の深さを実感します。

　私がベッドに横になるとエルサがそっと布団を掛けてくれました。

「おやすみなさいませ、奥様」

「おやすみなさい、エルサ」

　ぱたり、とドアの閉まる音を聞いて、私は暗い天てん蓋がいを見上げて息を吐き出しました。

　今日一日で色々なことがありすぎて頭の中が雑然としています。

　旦那様の中でその婚約者さんとの出来事は忘れてしまいたい記憶に分類されているのかもしれません。モーガン先生は、記憶喪失は自己防衛だとも言っていましたから、先ほど目覚めた時に覚えていなかったのでしょう。

　今回分かったことは、婚約者さんとのことは負の感情を伴って旦那様の心や記憶を揺さぶるものだったということです。

「もっと心温かな記憶から思い出すにはどうすればいいのでしょうか……」

　ぽつりと呟つぶやいた独り言が静かな部屋にやけに響ひびきます。

　婚約者さんのことが気にならないと言ったら噓になりますし、寧むしろとてもとっても気になります。旦那様が本当は心に彼女を残していて、だからこそ辛つらくて忘れたかったのでは、と考えてしまいます。

　けれどそれは記憶のない旦那様に確かめようもないことです。

　温かく優しく私の傷を癒いやしてくれる旦那様に、心穏おだやかに幸せであってほしいのです。

「記憶を取り戻すべきなのか、分からなくなってしまいました……」

　記憶を取り戻して私のことを嫌ったり忘れられたりするのはとても悲しいことですが、あんなに苦しむ旦那様を目まの当あたりにしてしまうと私の悲しみなんて些さ細さいなものです。

　月が雲に隠されてしまうように、記憶を取り戻すという目標が渦うずまく思考の中に隠れてしまった気がして、なかなか寝付けずにいたのですが、何度目かの寝返りの時、ふと孤こ児じ院の子どもたちがくれたお菓か子しの箱が目に留まりました。

「……温かくて、優しい想い出……」

　そっと箱を撫でました。

　子どもたちと遊び触れ合う時間を大切にしていたという旦那様。孤児院の子どもたちと過ごせば、心穏やかに過ごせるのではないでしょうか。子どもたちとの記憶が戻ったとしても、旦那様の負担にはならないような気がします。

　けれど、それは同時に旦那様と一いつ緒しよに出かけることを意味しているのだと気付きました。

　不思議なことに、初めて出かけようと誘さそわれた時よりもずっと心は凪ないでいました。

　不安が全くなくなったわけではありません。

　ですが、あの時と違って私は知っているのです。旦那様が頼たよりになる人で、誠実で、子どもっぽいところもあるけれど、とても優しい人だということを。

　ピーマンとセロリが苦手で、冒ぼう険けん小説がお好きで、じっとしているのは得意ではなくて、体を動かすのが大好きで、フレデリックさんやアルフォンス様と仲が良くて、エルサにはなかなか勝てなくて、怒ったり、拗すねたり、くるくると表情が変わって、けれど、私にとびきり優しい笑え顔がおを下さる旦那様を私は知っているのです。

　知ることは、怖いことだと思っていたのに、旦那様の人ひと柄がらを知った今、記憶喪失になる前の旦那様に感じていた恐怖はありませんでした。

「……旦那様、私の心に勇気が溜たまりました」

　囁ささやくように告げて、お菓子の箱を優しく撫でました。
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　旦那様が温かい想い出を肌はだで感じられる場所、それが孤児院だと気付いた私は、翌日早速、エルサたちに相談を持ち掛けました。

　記憶喪失になる前、それこそ子どもの頃ころからご両親に連れられて、学院時代はアルフォンス様やご学友の方と、騎士になってからはお一人で、或あるいは仲間の方と旦那様は何度も孤児院を訪問しては、子どもたちと楽しく過ごされていたそうです。

　悲しい思い出がそこにあったらと不安になったのですが、フレデリックさんが「孤児院ではいつも楽しく過ごされていたので大丈夫ですよ」と太たい鼓こ判ばんを押して下さいましたし、モーガン先生にも「良い考えですね」と言って頂けました。

　当時のことを思い出すかどうかは分かりませんし、思い出さなくてもこの際、いいのです。無意識の内に記憶を封ふうじ込めることは疲つかれることだと思いますから、子どもたちの笑顔に癒されてほしいという願いもありました。

　ですが、私はまだこの件に関して旦那様にお話しできていませんでした。

　倒れてから二日間はモーガン先生に言われて安静にしており、その後は再び書しよ斎さいでお仕事に励はげんでおられるのですが、それからずっとお忙いそがしいようでなかなか食事以外の時間を一緒に過ごせなくなってしまったのです。今日に至っては尚なおのことお忙しいようで、お昼もご一緒できませんでした。

　そういうわけでエルサたちに相談して賛成してもらえた後、すぐにでも言えば良かったのですが、モーガン先生に安静にと言われていた旦那様に言うのは憚はばかられて躊躇ためらっている内にやっぱり厚かましいのでは、とか、お忙しいのにご迷めい惑わくではと迷いが生まれてずるずると今日に至ってしまいました。バザーの日はもうすぐそこに迫せまっていますし、一度、断ってしまっていますのでお忙しい旦那様をお誘いしてもバザーの日に訪問するのは無理かもしれません。とはいえ、まずは旦那様にお話ししなければ何も始まりません。

「……本当に孤児院にお誘いして、旦那様は子どもたちと楽しく過ごせるでしょうか」

　私はエルサやアリアナさんと夏のバザーに向けて作ったクッションカバーやリボンなどを大きな箱に詰めながら、呟きました。

「大きな子どもでございますから、きっと楽しんで下さいますよ」

「もう、エルサったら」

　エルサのいつもの冗じよう談だんに、緊きん張ちようが和やわらいでいつの間にか止まっていた手を動かします。

　バザーが開かれる数日前には、いつもこうして先に寄付品を送ります。昨年の秋から私の作ったものも仲間入りしたので、今回の夏のバザーで私にとっては四回目の作業です。バザーに行く行かないに関わらず、私にとっては大事なお仕事です。

　孤児院へ送る箱の中には、寄付の品以外に子どもたちへのプレゼントもあります。刺し繡しゆうを施ほどこしたシャツやリボンなど色々です。メイドさんたちと一緒に作る手作りのお菓子も毎回、必ず入れています。もちろん、子どもたちのお手紙のお返事も忘れずに入れます。

「奥様、今回の差し入れ、クッキーはいかがですか？　さくらんぼのジャムがまだたっぷりあるので、さくらんぼジャムのクッキーが良いと思うのですが」

　一緒にお手伝いをしてくれていたアリアナさんの提案に私は顔を上げます。

　アリアナさんは、私より二つ年下のメイドさんです。とても明るくて元気で可愛らしい方です。あとお菓子が大好きで、よく食べる方です。

「さくらんぼジャムのクッキーですか？　美お味いしそうですね、いいかもしれません」

　ならさくらんぼのクッキーで決まりですねとアリアナさんが笑ったその時、コンコンと控ひかえめなノックの音が聞こえて、エルサがすぐに向かってくれます。どうしたのでしょう、と首を傾かしげていると旦那様が入って来ました。フレデリックさんのお姿はないのでお一人のようです。

「何をしているんだ？」

「バザーの品を送る準備です。いつもこうして数日前に差し入れと一緒に先に送るので、エルサたちに手伝っていただいているのです」

　私の言葉に、成なる程ほど、と頷うなずいて旦那様が箱の中を覗き込みます。

　その横顔は顔色もよく元気そうですが、心配なものは心配なのでお声を掛けます。

「旦那様、お仕事はよろしいのですか？」

「ん？　ああ、大丈夫だよ」

「先日倒れたばかりなのですから無理はなさらないで下さいね」

「ありがとう。君は本当に優しいな」

　旦那様はふっと笑みを零すと私の頰をくすぐるように撫でました。

「……奥様、孤児院訪問の件、今こそお話しされてはどうですか？」

　すすっと近寄って来たエルサが私の耳元で囁きます。私は、ぴくりと肩を揺らし、反射的に旦那様を見上げました。旦那様がきょとんとして首を傾げます。

「どうしたんだ、リリアーナ」

「ええっと、あの……」

　旦那様を目の前にしたら一気に緊張してきました。視界の端はしっこでエルサとアリアナさんが「頑がん張ばって下さい」と応おう援えんしてくれています。

「ゆっくりでいいよ」

　いつものように温かな手が私の頰を包み込んで、その温ぬくもりにふっと息を吐き出しました。私は真まっ直すぐに旦那様の青い瞳を見つめ返します。

「旦那様、その……ゆ、勇気が溜まったので、一緒に孤児院に行きたい、です……っ」

　緊張で声が上うわ擦ずってしまいましたが、伝えたいことはきちんと言葉にできました。

　ぱちり、ぱちり、と二度、瞬きをした後、旦那様は、ふわりととても嬉しそうな笑みをその端たん正せいなお顔に浮かべました。

「もちろんだ、私の可愛いリリアーナ」

　その言葉を耳にした途と端たん、安堵が体中を駆け巡りました。

「まさか君から誘ってくれるとは思っていなかったから、とても嬉しい。……頑張ったな、リリアーナ」

　ぽんぽんと旦那様の大きな手が私の頭を撫でて下さいます。

「あ、ありがとうございます」

　褒ほめて頂けたのが嬉しくて勝手に顔が緩んでしまいます。引き締めようとするのですが、上う手まくいきません。

「ところで、リリアーナ。最初に誘った時はバザーの日にと言ったが……訪問はバザーの日ではなく、バザーが終わった後の普ふ通つうの日でもいいだろうか」

　旦那様が申し訳なさそうに切り出しました。

「私は一応、この国で重要な立場にある。孤児院に行く時は護衛が常に付いているんだが、バザーの日は重要な任務と日程が被かぶっていて、護衛に必要な人数を集められないんだ」

「もちろんです。旦那様の都合が良い日でかまいません。旦那様の安全が一番です」

　私が慌てて頷くと旦那様が、ほっと息を吐き出しました。

「ありがとう、リリアーナ。護衛といってもあまり心配しないでいいからな。貴族なら普通のことだし、こっそりと見守っていてくれるから気にしなくていい。それに何より君のことは私が」

「ご安心下さいませ、奥様。何があろうとこのエルサが奥様をお守りいたしますから」

　ぐいっと急に現れたエルサに手を取られます。

「まあ、エルサ。ありがとうございます。そうね、私にはエルサがいますから心強いです」

　私に何かあると優しい旦那様は気にしてしまうでしょうから、エルサがいてくれれば他の方も旦那様を守るのに専念できるはずです。ずっと前になりますが、フレデリックさんが「エルサはびっくりするほど強いですよ」と何故かほっぺに手形を残していた朝、真しん剣けんな面おも持もちで教えて下さいました。

「エルサ、私のセリフを奪うばうな！」

「私は奥様と旦那様の懸け念ねんを少しでも減らせたらと思っているだけでございます」

　いつも通りの二人をにこにこ眺ながめていると、フレデリックさんがやって来ます。

「旦那様？　奥様の顔を見に行くだけではなかったのですか？　さっさと行ってさっさと帰って来るのではなかったのですか」

　どうやら今日は本当にお忙しいようです。フレデリックさんの言葉に旦那様はしょんぼりしながら私を振り返ります。

「そうだった。……リリアーナ、用事があって騎士団に顔を出してくる。ディナーまでには帰るから待っていてくれ。一緒に食べよう」

「はい。お気を付けて行ってらっしゃいませ」

「ありがとう。君とのディナーを楽しみに頑張るよ。ああ、そうだ。騎士団で護衛騎士たちの予定も確かく認にんしてくる。そんなに先にはならないと思うから、楽しみにしていてくれ」

「分かりました。楽しみにお待ちしております」

「では、行ってくる。エルサ、アリアナ、頼たのむぞ」

　にこっと笑って私の頰をくすぐるように撫でた旦那様は、フレデリックさんと共に出かけて行きました。

　久しぶりの旦那様のお出かけに少々寂さびしくなってしまっているのに気付いて私はふるふると首を横に振りました。こんなことではいけません、もっとしっかりしなくては、と自分を鼓こ舞ぶします。

「奥様、きちんと言葉にされて、流石でございます」

「エルサが背中を押してくれたお蔭です。ありがとう、エルサ」

「私は奥様の侍じ女じよでございますから」

　私の言葉にエルサは誇ほこらしげに笑ってくれました。

「さあ、奥様、こちらの準備を終えて、旦那様が帰ってくるまでに差し入れのクッキーも仕上げて、旦那様に味見をして頂きましょう」

「奥様、孤児院にお出かけになる日には、パウンドケーキなど子どもたちへのお土産みやげにいかがですか？　私、奥様のパウンドケーキ、大好きです！」

　無む邪じや気きに笑うアリアナさんにエルサが「こら」と窘たしなめますが、大好きという言葉がとても嬉しかったので、いいんですよ、と笑います。

「なら、その時は余分に焼いて、おやつにもしましょう。どんなケーキがいいか考えておいて下さいね」

「お任せ下さい、奥様！　アリアナ、頑張ります！」

　とんと胸を張ったアリアナさんに私は微笑ましくなりましたが、教育係でもあるエルサは「仕事を頑張りなさい」と呆あきれ気ぎ味みに笑っていました。
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「……星、夜、月、輝かがやく、一等星、星座、星ほし占うらない、流れ星、願い事、星、ほし……星」

　口の中でぶつぶつ呟きながら頭の中でぐるぐると星に関連する言葉を並べ立ててみるが何一つぴんとこない。紙に書き出してみても同様だ。

　私は騎士団の執しつ務む室で、婚約式の日の夜にフレデリックに言ったという「星が」という言葉の意味を思い出そうとしていた。思い出そうとするとずきずきと頭が痛むのだが、倒れるほどでもないし思考を止めればすぐに治まる程度のものだ。

　リリアーナのことと、彼女に冷たくあたっていた原因について記憶を取り戻そうと決めた私だったが、何一つ進展していない。

　それどころかジャマルの温室で倒れて以来、誰も以前のように私の過去について話してくれなくなってしまった。どうやらジャマルが口にした過去の話で、私は記憶を取り戻しそうになり、脳が拒きよ否ひして酷ひどい頭痛を起こして倒れてしまったらしく、皆みんな、口が重くなってしまったのだ。

　一進一退とは正にこのことだ、と私は項垂うなだれる。

　だが、まさかリリアーナ自ら、孤児院に行きたいと誘ってくれるとは思っていなかった。

　以前の私は彼女の外出を禁止していて、それが実家にいた頃から当たり前だった彼女は、外へ出ることのトラウマもあって受け入れてしまっていた。そんな彼女が、あんなに怖がっていた私と共に一緒に出かけたいと言ってくれたことは大きな進歩だ。

「星占いでも始める気？　それとも新しい星座の考案？」

　聞こえてきた声に顔を上げれば、呆れ顔のアルフォンスが私の手元を覗き込んでいた。万年筆を握っていた私の手はたくさん、星を描えがいて無意味に線で繫つないでいた。

「なんだこれ」

「僕ぼくが知るわけないでしょ。はい、報告書」

　差し出された紙の束に顔を顰めつつ、それを受け取り目を通す。それは先日、アルフォンスが屋や敷しきに来た時に教えてくれた、私たち夫ふう婦ふを狙ねらっていた組織に関するものだった。

「君の立てた作戦は成功だよ。かなりの痛手を負わせたから、当分は大人しくしていると思うよ。組織的にも立て直す時間が必要だからね」

「そうか、ありがとう。これで安心して、リリアーナと孤児院を訪問できる」

　礼を述べれば、アルフォンスは「これが僕の仕事だからね」と笑った。

　リリアーナに言ったことは噓ではない。人の多いバザーでは護衛が足りないのは事実だ。だがそれは私のではなく、リリアーナの護衛のことだ。

　私は自分の身は自分で守れるが、リリアーナの安全を考えれば慎しん重ちようにならざるを得ない。私をどうこうするよりリリアーナを人ひと質じちにするほうが、敵側も容易いと考えていたようだ。ただ、本当のことを言ったら彼女を悪戯に怯おびえさせてしまうだけだろうから、このことは私の胸にしまっておく。

「それで、星がどうしたの？」

「……フレデリックが、婚約式の日の夜、リリアーナについて私が『星が』とだけ言ったと教えてくれたんだ。だから何のことだかずっと考えているんだが、さっぱり」

「リリィちゃんが星好きとか？」

「いや、花とか裁さい縫ほうの方が好きだ」

「星を見に行く約束をしたとか」

「……すると思うか？」

「絶対にないね」

　自分で言いだした癖くせにアルフォンスはきっぱりと否定した。

　何の手て掛がかりもない中、私は頭を捻る。

「でも、最近もどこかで星に関する何かを思い浮かべたような気がするんだ」

「ふーん、ならそれを思い出す方がいいんじゃない？　さっぱり忘れちゃってることよりかは思い出せる確率高いよ、きっと」

「それはそうなんだが……」

　絶対にどこかでリリアーナに関連して、星に関する何かを見たか聞いたかしたはずなのに、それがどこだったのか思い出せないのがもどかしい。

　そうこうしている内に帰かえり仕じ度たくを頼んでいたフレデリックが戻って来て、アルフォンスに挨あい拶さつをする傍かたわら、私は立ち上がり椅い子すの背もたれに掛けていたジャケットを羽織る。

「まあ、何はともあれ夫婦揃そろっての初めてのお出かけだろ？　楽しんでおいでよ」

「ああ、そうさせてもらう。後のことは頼んだぞ。そろそろ私も復帰するからな」

「分かったよ、任せといてくれ、師団長様」

　ひらひらと手を振るアルフォンスに見送られるようにして私は、フレデリックと共に執務室を後にしたのだった。
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　これは一体、どういうことなのでしょう。

　ガラガラと車輪の回る音、二頭の馬の蹄ひづめの音が交差する孤こ児じ院に向かう馬車の中、どういうわけか私は旦だん那な様のお膝ひざの上に横抱だきにされる形で座すわっているのです。

　向かいの席には、エルサとフレデリックさんが並んで座っているというのに、どうしてか私は旦那様のお膝の上にいるのです。

「あ、あの、旦那様、降ろして下さいませ」

「だめだ。さっき座席から落ちかけたじゃないか。もし君が怪け我がでもしたら私は寝ね込こんでしまうよ？　それに妻はこうして夫の膝に乗るのが普ふ通つうだ」

　旦那様は当たり前のことを言っているというような顔をしていらっしゃいますが、エルサはフレデリックさんの膝の上には乗っていません。

　確かに旦那様の言う通り、車輪が石にでも跳はねたのか大きく揺ゆれた車内で私は座席から落ちそうになりましたが、隣となりに座っていたエルサがすぐに押おさえてくれましたし、私自身も踏ふみとどまることができましたので、落ちかけただけで落ちてはいないのです。だというのに腕うでを摑つかまれたかと思うとあれよあれよと言う間に私は旦那様の膝の上に収まり、旦那様の隣にいたフレデリックさんがエルサの隣に移動したのです。

「それにしてもやっぱり、このドレスは君によく似合っている。本当はフルオーダーにしたかったんだが、このドレスを見せてもらった時、君にぴったりだと思ってサイズを直して、袖そでも変えてもらったんだ」

　旦那様は膝の上の私を見ながら、満足そうに目を細めました。その目がとても優やさしくて、でもそれ以外の何かも宿しているような気がして、私は恥はずかしくなって顔を俯うつむけました。ですが、馬車という限られた空間で、更さらに旦那様の膝の上という時点で逃にげ場ばがどこにもないのです。

　いくら旦那様と一いつ緒しよだとはいえ、不安だった私は旦那様が下さったドレスを選び、エルサに着せてもらいました。このドレスを着ているだけで、ほんの少しだけですが自分にも自信が持てるような気がするのです。とはいえ、今現在のこの状じよう況きようでは余計なことを考える余よ裕ゆうもなく、私の心臓はドキドキしすぎて破は裂れつしそうです。

「だ、旦那様のジャケットの刺し繡しゆうもとても素す敵てきです」

　私は話題を変えようと試みました。

　旦那様は、夏らしい深緑のジャケットとベスト、ワイシャツにスカーフタイというお姿なのですが、ジャケットの身み頃ごろにはくすんだ金の糸で見事な刺繡が施ほどこされているのです。

「リリアーナは、刺繡が好きだからな。楽しんでほしくてこれにしたんだ」

　蕩とろけてしまいそうな甘あまい笑え顔がおに私は、話題の選せん択たくミスに気付きました。きっと今の私は、トマトよりも赤い顔をしているに違ちがいありません。

「お、お気き遣づかい、ありがとうございます」

　ふわふわとした心と騒さわがしい胸に、確実に寿じゆ命みようが縮まっているような気がいたしました。

「日程が決まってから楽しみにしていただろう？　だから一緒に来られて良かった」

「……旦那様」

　優しいお言葉と笑顔に胸がじんわりと温かくなります。

「もちろんとても楽しみにしていたのですが、私もその、旦那様に楽しんで頂きたくて」

「私に？」

　きょとんと旦那様が首を傾かしげました。

「はい。以前から旦那様がよく孤児院に来て子どもたちと息いき抜ぬきがてら楽しそうに遊んでいたと……このところ心が疲つかれるようなことが続いていましたでしょう？　ですから、子どもたちと触ふれ合あうことで旦那様の心のお疲つかれが癒いやせればと思ったのです」

　できれば最初に思い出すのは、苦しいことや悲しいことではなく、楽しいことであってほしいという願いも含ふくんでいます。これは私の勝手な願いなので口にはしません。

　旦那様が記き憶おくを取とり戻もどすことについて、不安がないわけではないですが、前よりかは落ち着いていられるような気がします。それはこうして触れ合って、話をして旦那様のことを知ることができたからかもしれません。

「ああ。私の可愛かわいいリリアーナ。ありがとう、その心こころ遣づかいがとても嬉うれしいよ」

　蜂はち蜜みつより甘い笑えみを浮うかべた旦那様の顔が近づいてきたかと思えば、額にふわりと触れるものがあって、またいつぞやと同じくキスされたのだと気付いて意識が遠のきそうになります。

　ああ、どうしましょう。機き嫌げんよく私を甘く見つめる旦那様の視線からどうにか逃げつつ火ほ照てる頰ほおをどうにか冷まそうと試みていると、神様は私に味方して下さったのか漸ようやく馬車が停とまりました。

「旦那様、着きましたので、奥おく様さまを降ろして差し上げて下さい。そのまま抱っこで降りたら奥様が気絶なさいますよ」

　馬車が完全に止まり、御ぎよ者しやさんがドアを開けると私を抱かかえたまま立ち上がろうとした旦那様にフレデリックさんが言ってくれました。私がその通りだとこくこくと頷うなずくと、旦那様は何な故ぜか残念そうな顔で私をそっと座席に座らせて下さいました。

　私の顔の赤みが落ち着くのを待って合図を出すと、すぐに御者さんがドアを開けてくれました。ですが、外に立っていた人物を見て旦那様がバタンとドアを閉めてしまいます。

「旦那様、今、気のせいでなければアルフォンス様が……」

「気のせいだ、リリアーナ。多分、降りる場所を間ま違ちがえたんだ。孤児院の前の道は狭せまくて馬車が入れないから、いつも近くの広い通りに停めるんだが、間違えたんだな」

「間違えてないよ、酷ひどいなぁ」

　バタンと再び勢いよくドアが開いて、久しぶりーとやっぱりアルフォンス様が笑っていました。

「なんでいるんだ」

「来たかったから、来ちゃった！」

　ケラケラと笑ってアルフォンス様が無む邪じや気きに言いきります。仲が良いのはいいことですね。

「アルフォンス様、先日はきちんとご挨あい拶さつもできずに申し訳ありません」

「そうだね、失礼ったらないよ」

　顔を顰しかめたアルフォンス様に私はどうしましょうと慌あわてます。

「だから、アルフって呼んでくれたら許してあげる」

　にこにこと無邪気に笑うアルフォンス様に私は毒気を抜かれてしまいました。思わず、ふふっと笑ってしまうと「笑ったなぁ？」とアルフォンス様は形ばかり眉まゆを寄せました。空色の瞳ひとみが優しいままなので、全く怖こわくありません。

「では、精せい一いつ杯ぱいのお詫わびの印としてアルフ様と呼ばせて頂きます」

「よしよし、僕ぼくは寛かん大だいだからね、許してやろう」

　鷹おう揚ように言ってのけるアルフォンス様に私はくすくすとどうしても笑ってしまいます。この方は本当に人の気持ちを察して、余計な力や緊きん張ちようを取とり払はらうのがお上手です。こんな私ですら王太子殿でん下かという肩書があると知った上で、こうしてお話ができるのですから。

「旦那様……男の醜みにくい嫉しつ妬とほど見苦しいものはございませんよ。あとご自分で蒔まき散らかした種でございますので、自じ業ごう自じ得とくですからね」

　フレデリックさんの淡たん々たんとした言葉に旦那様を振ふり返かえると不機嫌な顔をなさっていました。私は旦那様の腕に添そえていた自分の手を慌てて引っ込めて、一歩下がりました。久々に、拗すねているのではなく怒おこっている顔で、どうしていいか分からなくなってしまいます。

「も、申し訳ありません……っ、王太子殿下と勝手に口をきくなど……っ」

　頭を下げようとしたのですが、旦那様の大きな手が私の肩かたを押さえてしまいそれは叶かないませんでした。

「違う！　これはあれだ、あの、そう、日差しが眩まぶしかったからしかめっ面つらになっていただけだっ、リリアーナが謝あやまる必要などない、眩しかっただけだから！」

「そ、そうですの？」

「そうだ。それに私は、自分の妻が友人と話したからと怒るような狭きよう量りような男じゃないぞ？　それがたとえ、王太子殿下であってもだ！」

　旦那様が必死に頷きますので、私はほっと胸を撫なで下おろしました。確かに今日はよく晴れていて夏の日差しは目に痛いくらいに眩しいです。勘かん違ちがいしてしまって恥ずかしいです。

「エルサ、私の日ひ傘がさを旦那様に差さし掛かけて……」

「必要ないぞ、大だい丈じよう夫ぶ！　もう慣れたからな！」

　旦那様が慌ててエルサを振り返ります。

「あら、貴婦人のように日傘を差されるのも一興でしたのに」

　私の優ゆう秀しゆうな侍じ女じよは既すでに日傘を構えていましたので残念そうに頰に手を当ててため息を零こぼしました。フレデリックさんが片手で口元を覆おおいそっぽを向き、アルフォンス様はフレデリックさんの肩に顔を埋うずめる形で二人とも肩を震ふるわせています。

「……もう嫌いやだ。行こう、リリアーナ。あんなやつらは置いて行く」

　さあ、行こうと言って旦那様が一歩を踏み出し、私も足を踏み出しました。




　以前エルサに教えてもらったのですが侯こう爵しやく家けが運営する孤児院は、一いつ般ぱんの人たちが暮らす住居区にあるそうです。元はどこかの商家の使用人さんのための寮りようだったそうで、広いお庭付きの三階建てのなかなか大きなお家うちです。ここで身寄りのない二十数名の子どもたちとお世話をする数名の大人が一緒に暮らしているそうです。

　ここへ来るまでは、広い通りから一本入っただけですので五分もかかりませんでしたが、馬車を降りて少しだけ目にした初めての町は、驚おどろくほどたくさんの人で溢あふれていました。一本裏に入っただけで、急に静かで穏おだやかな住宅街になるのも驚きです。

　ついつい、あちこちに目移りしてしまいます。くすくすと小さく笑う声が聞こえて顔を上げると可お笑かしそうに笑う旦那様と目が合い、恥ずかしくなって私は目を伏ふせました。

「す、すみません……子どもみたいな真ま似ねを。こうした場所は初めてだったもので……」

「初めて？」

「はい。両親は私を外に出したがらなかったので……王都にはこんなにたくさん人がいて、色んな建物があるのですね。驚いてしまいました」

　私の言葉に隣を歩いていたアルフォンス様が首を傾げます。

「結けつ婚こんしてから初めてのお出かけなんだっけ？」

「はい。伯はく爵しやく家けの娘むすめがこんな不器量だと家の恥はじだと言われていましたので。良くして下さっている侯爵家の皆みなさんにそのようなご迷めい惑わくはおかけできません」

　言いながら、日傘をきゅっと自分に寄せました。旦那様やアルフォンス様の容姿は目立ちますので案外、人の目がこちらに向いているのに漸く気付きました。

　旦那様やエルサは可愛いと言ってくれますが、やはり自信は持てません。初めてのことに浮かれて忘れておりました。

「は？　不器量？　誰だれが？　あ、もしかしてリリィちゃんのお姉さん？」

　アルフォンス様は私と旦那様を交こう互ごに見て首を傾げています。

「いえ、姉様はとても綺き麗れいですので、私のことです」

「はぁ？」

　アルフォンス様は心底訳が分からないといったご様子で首を傾げました。すると旦那様の腕に掛けていた私の手に大きな手が重ねられます。顔を上げれば旦那様と目が合います。

「リリアーナ、君はとっても美しいし、綺麗だ」

「そのお言葉だけで充じゆう分ぶんです。ありがとうございます、旦那様」

　私は本当に充分ですのに、旦那様は腑ふに落ちなかったようです。

　なんとなく気まずい空気が漂ただよってしまい、申し訳ない気持ちが出てきました。けれど孤児院の門を潜くぐると同時に、元気で幼い声がその空気を取り払ってくれました。

「あ、侯爵様だ！」

「侯爵様！　アルフ様も一緒だ！」

　賑にぎやかな声と足音がいくつも聞こえて、顔を上げると五人の子どもたちが元気よく駆かけ寄よって来ました。年ねん齢れいは三歳さいから十歳くらいと幅はば広ひろく、一番年上と思われる男の子が小さな女の子の手を引いています。それ以外の子どもたちは、嬉しそうに旦那様に抱き着きました。旦那様も膝をつくようにして子どもたちを受け止めます。アルフォンス様も同じように抱き着いてきた七歳くらいの女の子を抱き上げました。

　アルフォンス様は、孤児院の子どもたちには、アルフという名前で通しているそうで、王太子という身分も隠かくしているのだと旦那様がこっそりと教えて下さいました。

「ビル、この間より大きくなったな」

「うん！　いっぱい食べていっぱい寝るからね！」

　旦那様に抱き着く八歳くらいの男の子が誇ほこらしげに胸を張りました。大好きな侯爵様が自分たちのことを忘れたなんて子どもたちにとっては悲しいことこの上ないでしょうから、旦那様は孤児院に来るにあたって一いつ生しよう懸けん命めい、孤児院の子どもたちのことを姿絵とフレデリックさんたちのお話で覚えたのです。

　それに記憶がなくとも、子どもの成長は早いですから、大きくなったと言ってもおかしくはありませんし、子どもにとっては嬉しい言葉です。セドリックもそうでした。

「ねえねえ、侯爵様、この綺麗な人はだぁれ？」

　小さな女の子と手を繫つないでいた十歳くらいの男の子が私を見つけて首を傾げました。すると子どもたちの視線が一いつ斉せいに私に向けられました。

　真まっ直すぐに向けられるその眼まな差ざしに、体が緊張で強こわ張ばります。けれど、次の瞬しゆん間かん、向けられた言葉と笑顔に私は目を瞬まばたかせました。

「ふわぁ、とっても美人！」

「とっても綺麗！　お姫ひめ様みたいだわ！」

「そうだろう、そうだろう？　女め神がみのように美しいこの人は、私のお嫁よめさんだよ」

　旦那様がくすくすと笑いながら私を紹しよう介かいしてくれました。

　私は軽くスカートを摘つまんで挨拶をします。

「リリアーナ・ルーサーフォードです」

「お姉さんがリリアーナ様!?」

　子どもたちの顔がぱぁっと一斉に輝かがやきました。

「見てみて、ほら、これ私のお気に入りなの！」

　アルフォンス様に抱っこされていた女の子が茶色の髪かみを結ぶリボンを私に見せてくれました。青い小鳥と緑の葉っぱを刺繡した白いリボンは、バザーに出す品とは別に孤児院に寄付したものでした。

「あのね、このね、とっても綺麗なリボンをありがとう」

　女の子の心の底から嬉しそうな笑顔に私は胸がいっぱいになりました。そこには噓うそも偽いつわりもお世辞もありません。純じゆん粋すいな好意と感謝の心がそこにありました。

　言葉に詰つまってしまった私の手が小さな手に握にぎられます。

「リリアーナ様にずっとずっと会いたかったんだよ、リリアーナ様はいつも美お味いしいお菓か子しもくれるしね、ほら見て、僕もこれお気に入りなの！」

　男の子が着ているシャツの胸には剣けんの刺繡がしてあります。これも私が刺さしたものでした。見れば他の子どもたちもどこかしらに私が刺繡をしたり、作ったりした服や小物を身に着けてくれていました。

　私は腰こしを屈かがめて男の子と視線を合わせました。

「気に入ってもらえて、とても嬉しいです」

　少しだけ感動に声が震えてしまいましたが、男の子はにこっと小さな歯を見せて笑ってくれました。

「おひめさま、きれいねー」

　一番小さな女の子がよちよちと歩いてくると私の顔に手を伸のばしました。私は日傘を傍かたわらに置いてしゃがみ、女の子の小さな頰に触れました。ふわふわと柔やわらかい頰は子どもらしい温ぬくもりがあります。

「わぁ！　お姉さんのおめめ、お星さまと同じ色だ！」

　ビルくんが旦那様の腕から抜け出すと、私を見上げて言いました。すると子どもたちがこぞって私の瞳を覗のぞき込んできます。

　お星さま、と私は小さく呟つぶやきました。父母や姉に汚い曇くもり空ぞらの色と言われた瞳を子どもたちは、そんな美しい言葉で飾かざってくれます。それが嬉しくて笑みを零すと子どもたちは驚いたような顔をします。

「……リリアーナ様、本当に女神様みたい」

　ビルくんの言葉に私は首を傾げます。

「リリィちゃんの笑顔が綺麗すぎてびっくりしたんだよ、ね、皆」

　アルフォンス様がくすくすと笑いながら言うと、子どもたちは一斉に頷きました。

「侯爵様のお嫁さんは、お姫様だったんだね！」

「リリアーナ様の髪、とっても綺麗ね。瞳がお星さまの色だから、こっちはお月さまの色だわ！」

　泣きそうになってしまうのは、子どもたちの言葉はどこにも噓や偽りやお世辞がないからかもしれません。世界中の人に私は美人よと言うことはできませんが、それでも先ほどまでよりもずっと自信を持って顔を上げられる気がするのです。

「……ありがとう。ねえ、皆の名前を教えて下さい。お手紙で名前は知っているけれど、会うのは今日が初めてですから」

　私の言葉に子どもたちが次々に名前を教えてくれました。

　旦那様に抱き着いていたのはビルくん、アルフォンス様に抱っこしてもらっていたのがアリスちゃん。一番小さな女の子はユリアちゃんでユリアちゃんの手を引いていたのはトーリスくん、剣の刺繡のシャツを着ていたのは、ザックくんだそうです。

　そして名乗り終えると、まだあっちにもいるよ、と私の手を引きます。旦那様を見上げると、とても優しい眼差しで私を見守っていて下さったことに気付きました。

　子どもたちに旦那様の心を癒して頂くつもりが、まさか真っ先に私が救われてしまうなんて予想外です。

「リリアーナ、君が思っていたより世界は優しいだろう？」

　どこまでも温かな慈じ愛あいの込められた言葉に私は、はい、と素す直なおに頷きました。




　子どもたちに手を引かれて案内されたのは、皆が暮らすお家の玄げん関かんです。

「侯爵様、ようこそおいで下さいました。アルフ様も……もしやそちらの方が？」

　玄関のドアが開いて現れた中年の男性が、私たちに気が付くと顔を綻ほころばせて出で迎むかえてくれます。

「ああ、手紙で伝えた通り、彼女が私の妻のリリアーナだ」

　私は、旦那様が紹介して下さったので挨拶をしようとスカートを摘まみたかったのですが、子どもたちの小さな手で両手が塞ふさがっていたので軽く腰を下りました。

「初めまして、リリアーナ・ルーサーフォードと申します」

　男性の後に続いて出て来た、男性と同じ年くらいの女性と反対側にいた若い女性もぽかんと口を開けて固まってしまいました。何か失礼があったのかと不安になって旦那様を見上げると、旦那様は可笑しそうに笑って私の頰を撫でました。

「リリアーナが綺麗すぎて見み惚とれているんだよ」

「……だ、旦那様、揶揄からかわないで下さいませ」

「いえ、侯爵様の言う通りで……本当にお綺麗でびっくりしました」

　男性が気き恥はずかしそうに頰を指で搔かきながら言いました。女性たちもうんうんと頷いています。

「私は院長のハリソンと申します。こちらは私の家内のコレット、こちらは娘のエマです」

　初めましてとコレットさんとエマさんが人ひと懐なつこい笑顔で挨拶をしてくれました。お二人はとても良く似た親子で、少し細身なところとたっぷりの赤毛は同じですが、エマさんの瞳の色はお父様のハリソンさんと同じハシバミ色でした。

「奥様、こうして来て下さったということはお体の調子はよろしいのですか？」

　コレットさんに問われて、私は一いつ瞬しゆんなんのことかと思いましたが、そういえば初夜の時に旦那様が私は病弱だという設定にすると言っていたのを思い出し、はい、と頷きました。

「旦那様と侯爵家の優秀なお医者様のお蔭かげで、こうして外に出てくることができるようになりました」

「侯爵家のモーガン先生は、本当に素す晴ばらしいお医者様ですからねぇ。あんなにすごい人なのにここの子どもたちのことも快く診みて下さるのですよ」

「先生もここの子どもたちはとても元気で良い子ばかりだから、逆に元気を貰っているとおっしゃっていました」

　まあ、とコレットさんは笑って、近くにいた子の頭にぽんと手を置きました。

「確かにうちの子たちは、時々元気すぎて手を焼きますけど、みーんな良い子なんですよ」

「はい。とても元気で優しい良い子たちばかりです」

　私が褒ほめると子どもたちが小さな胸を誇らしげに張りました。

「あのね、あのね、リリアーナ様の刺繡はね、とっても綺麗だからいつもすぐに売れちゃうんだよ」

　アリスちゃんが私の手を引っ張りながら教えてくれます。

「そうなのですか？」

「ええ、本当に。とても繊せん細さいな作品で人気が高く、あっという間に売れてしまうのですよ。先日のバザーでもすぐになくなりましたよ」

　私は嬉しくなって、ついつい綻ぶ頰を引ひき締しめようと頑がん張ばりましたが、どうしても緩ゆるんでしまいます。あれこれ試し行こう錯さく誤ごしながら頑張って作った甲か斐いがあるというものです。

「ハリソンお父さん、僕たちリリアーナ様を案内してもいい？」

　ビルくんがハリソンさんに尋たずねます。どうやらハリソンさんは、子どもたち皆のお父さんのようです。きっとコレットさんがお母さんなのでしょう。

「……よろしいですか？」

　私は旦那様を見上げました。旦那様は「かまわない」と言って下さったので、子どもたちはとても嬉しそうです。

「いいか、失礼なことはするなよ？　あと乱暴な真似もだめだからな、奥様はお体が弱いんだから走ったり、急せかしたりするなよ？」

　ハリソンさんが言い聞かせ、子どもたちは、はーい、と元気な返事をしましたが、どこか心配そうです。病弱なのは設定だけなので大丈夫ですよと言いたいのですが、旦那様の噓がバレてしまいますので曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かしました。

「リリアーナ様、こっちだよ！」

「あっちにね、皆で育ててる花か壇だんがあるの！」

　そう言って私の手を引く子どもたちに自然と笑顔を返しながら、私たちは孤児院を案内してもらうことになりました。




「ここを、こーして、こーするの！」

　隣に座り込むアリスちゃんの小さな手が器用にお花を編んで何かを作っていきます。

　今、私は庭の木こ陰かげでアリスちゃんに相手をしてもらっています。普ふ段だん、お庭を少し散歩するだけの私は、情けないのですが子どもたちの体力についていけずに疲れてしまったのです。それに気付いた旦那様に木陰で休むように言われて、あっという間にエルサとフレデリックさんが仕し度たくを調えてくれました。

　子どもたちが泣きそうな顔で「リリアーナ様、大丈夫？」「具合悪い？」と私を心配してくれました。私は、大丈夫ですよ、と笑いかけたのですがなかなか子どもたちは笑ってくれず、見かねたアルフォンス様が子どもたちを連れ出してくれました。旦那様は、先ほどまで心配でたまらないと私に張り付いてエルサと仲良く口くち喧げん嘩かをしていたのですが、子どもたちも寂さびしがっているでしょうから、と私が言うと預かっていてくれとジャケットを私の膝に掛け、渋しぶ々しぶ、本当に渋々、子どもたちの下へ行きました。何度も何度も振り返り、「絶対に動いちゃだめだ！　旦那様命令だからな！　絶対だぞ！」と念を押しながらでしたが、それが嬉しくて笑ってしまったら旦那様は何故か顔を赤くしてしまいました。

「でーきた！　お花のかんむり！」

　アリスちゃんは出来上がったそれをぽんと自分の頭に載のせます。

「まあ、すごいです。上手ですね」

　私が褒めるとアリスちゃんは得意げに胸を張ります。

「えへへ、私が一番上手なの！　そうだ、リリアーナ様にも教えてあげる！」

「本当ですか？　是ぜ非ひ、教えて下さい」

「なら、お花を貰ってくるから待っててね！」

　そう言うが早いかアリスちゃんは花壇の手入れをしていたコレットさんのところへ駆けて行きます。その小さな背を目で追えば、男の子たちが木の棒を手に旦那様に勝負を挑いどんでいる姿がありました。傍そばにはアルフォンス様とフレデリックさんもいます。

「侯爵様たちをやっつけろ！」

　旦那様たちに向かって勝負を挑んで、ぽいっと優しく芝しば生ふの上に転がされても子どもたちは何度も飛び掛かっていき、旦那様は楽しそうに笑いながら子どもたちを受け止めます。

「ふふっ、旦那様も子どもたちも、とても楽しそうです」

「ええ、本当に」

　傍に控ひかえていてくれるエルサもくすくすと笑いながらその光景を眺ながめています。

　結婚したばかりの頃ころの私は、まさか一年と数カ月後、こんな風に子どもたちと楽しそうに過ごす旦那様を、こんなにも穏やかな幸福を胸に眺めるようになるなんて想像したこともありませんでした。そもそも旦那様が記憶喪そう失しつになること自体が想定外でしたが。

「リリアーナ様！　見て見て、こんなにいっぱい、きゃっ！」

「アリスちゃん！」

　スカートを籠かご代がわりにたくさんのお花を貰ってきたアリスちゃんが私の目の前で転んでしまいました。その拍ひよう子しにたくさんのお花が私に降ってきて、目を瞬かせます。

「ご、ごめんなさい、リリアーナ様！」

「大丈夫ですか、奥様」

　アリスちゃんが慌てて体を起こして、エルサが隣に膝をつきます。

「大丈夫です。降ってきたのはお花ですからね。アリスちゃんは怪我はないですか？」

「うん、大丈夫」

　こくりと頷くアリスちゃんにほっと胸を撫で下ろします。

「お花がリリアーナ様に……あ、でもリリアーナ様、髪にお花がいっぱいでお姫様みたい！　これも貸してあげる！」

　そう言ってアリスちゃんが自分の頭に載せていた花か冠かんを載せてくれます。

「まあ、ありがとう。どうかしら、エルサ」

「私の奥様が今日もお可愛らしい……っ、大変、お似合いですよ」

　何かに悶もだえていたエルサが褒めてくれて、アリスちゃんも「きれーい」と喜びながら、もっとしてあげるね、と散らばっていたお花を私の髪に飾ってくれます。

　ふと視線を感じて顔を上げれば旦那様と目が合いました。

　にこりと向けられた笑顔がなんだかたまらなく幸せで、私は頰を緩めて笑みを返しました。
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　その衝しよう撃げきは凄すさまじかった。

　子どもたちがリリアーナを取り囲んで口々に「瞳がお星さまの色だ」と言った。その瞬間、私は記憶喪失になって初めて彼女に会ったその時、子どもたちと同じように彼女の銀色の瞳に星の輝きを見つけたことを思い出した。

　フレデリックから聞いた「星が」という言葉は、多分間違いなくリリアーナの瞳に対する感想だったのだろう。記憶喪失前の私は、彼女の瞳に他に何を想おもったのだろうか。

　ただ珍めずらしいと思ったのだろうか。綺麗だと思ったのだろうか。それ以外に何かを感じたりしたのだろうか。

　一本も私から取れないことに業ごうを煮にやしたのか、しまいには棒を放り投げて小さな体全部を使って子どもたちが突つっ込んでくる。それを捕つかまえて、柔らかな芝生の上にひょいと転がすが楽しそうな笑い声とともにすぐに復活して飛び掛かって来る。

　ふと視線を向けたその先で、リリアーナと目が合った。何故か分からないが彼女の淡あわい金色の髪は花だらけになっていて、可愛らしい花冠をその頭に載せている。まるで花のヴェールを被かぶっているように愛らしくて自然と笑みが零れてしまう。

　私の笑顔に呼応するようにふわり、と花が綻ぶような美しい微笑ほほえみがその顔に浮かんで、鮮あざやかな花に彩いろどられた綺麗な星色の瞳が緩やかに、幸せそうに細められた。

　とてもとても綺麗で、美しくて、彼女の笑顔は毎日隣にあったはずなのに、心臓を素す手でで鷲わし摑づかみされたような感覚に陥おちいる。子どもたちが「侯爵様？」と声を掛けてきてくれるが、こらえる余裕がない。

「……ああ、そうだ」

　ずきりずきりと痛む頭の裏側に鮮せん烈れつに蘇よみがえるものがあった。

　私は思わず駆け出した。

　古めかしく厳おごそかな教会、仏ぶつ頂ちよう面づらの父親、無表情のフレデリック、そして、俯いたまま身を小さくした彼女の姿。婚こん姻いん誓せい約やく書しよの上の女性らしい繊細な文字が綴つづる彼女の名前、神父が告げる婚こん約やく式の終しゆう了りようの声。

　私の歩ほ幅はばは広すぎて彼女が転んでしまいそうになって仕方なく緩めたそれに、彼女はあの凜りんと澄すんだ声でお礼を言ってくれたのだ。

　その瞬間、交わった貴とうとく輝く星の瞳に今の私と同じように心臓を揺さぶられたのだ。

　木陰で休む彼女に駆け寄り、彼女の前に立たち尽つくす。

「だ、旦那様？」

　焦あせったようにリリアーナが私を見上げる。がくりと膝をついて、その小さな顔を両手で包つつみ込んだ。

「……思い出した」

　手の中の美しい顔かんばせが強張って、不安そうに星の瞳が私を見つめる。

「君と初めて出会った、あの婚約式の日のことを」

　上の娘をしつこいほど薦すすめる父親の後ろで小さくなっていた彼女の姿。隠れてしまった星を私はもう一度見たいと願って、こう言ったのだ。

「『私はその娘が良い』」

　はっとリリアーナが息を吞のんだ。

「私はあの日、すぐに俯いてしまった君の、この美しい星を閉じ込めた瞳をもう一度、見たいと思った。もう一度……それで、この瞳が微笑みと共に細められたらとても美しいだろうと、色鮮やかな花を添えたらもっと、際きわ立だって美しいだろうと、そう思ったんだ」

「旦那様」

　じわりと星色の瞳が潤うるむ。

「もどかしいな、すごくもどかしい。どうしてあの日、私は君を置き去りにしてしまったんだろう。どうして君と言葉を交かわさなかったんだろう。だが、それでも、私は君を選んでいた──私の中に君を見つけられた」

　勝手に零れた笑みは、多分、とても不格好だった。

　くしゃりとリリアーナも不器用に笑って、ぽろぽろと涙なみだを零す。私は彼女の頰に唇くちびるを寄せて、その涙を拭ぬぐう。

「リリアーナ、私は確信をもって言える。……君にどんな秘密があろうとも嫌きらいになどならない。もう二度と絶対に忘れないと約束する。私は何度だって誓ちかうよ。神と剣と、そして、君に。……だから笑ってくれ、リリアーナ」
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　ねだる私の我わが儘ままにリリアーナは、長い睫まつ毛げを瞬かせる。その拍子に透とう明めいな涙が白い頰を伝って落ちていく。

　ふわりと私の腕の中で微笑みが咲さく。

　それが無む性しように愛おしくて、私は壊こわさないように、けれど優しく強く彼女を抱き締めた。
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「落ち着いたかい、リリアーナ」

　静かな談話室に旦那様の声が落とされました。はい、と頷きながら振り返れば旦那様はゆるりと微笑みます。

　開け放たれた大きな窓からは時折、吹ふき込む風がカーテンをふわりと広げています。

　子どもたちは急に泣き出した私をとても心配してくれましたが、アルフォンス様が上手にとりなして下さいました。

「奥様と侯爵様は、仲直りしただけだよ」

　その言葉に子どもたちは何故か旦那様に「女の子に意地悪しちゃダメなんだよ」とか「ごめんなさいちゃんと言った？」と詰つめ寄よっていました。たじたじになっている旦那様の向こうで、アルフォンス様は私と目が合うと見守るような優しい眼差しをくれました。

「信じるのも悪くないでしょ」

　悪いた戯ずらにそう笑うアルフォンス様に私は、はい、と答えました。

　その後、少し休んでおいでと言われて私たちは孤児院の談話室に案内してもらいました。子どもたちは食堂のほうにおやつを食べに行っていて、エルサたちもそちらにいます。気を遣つかって二人きりにしてくれたのでしょう。

「……旦那様も、具合が悪いとかそういったことはありませんか？」

「もちろん。不調は隠さないとも約束しただろう」

「はい、そうですね」

　ふふっと笑うと伸びてきた手が私の頰を包み込んで、私はその大きな手に擦すり寄よります。

　旦那様が私のことを一番に思い出して下さったこと、何より旦那様の中にきちんと私の存在があったこと、その事実は私の涙るい腺せんを壊すには充分でした。

「……本当は今日、旦那様の記憶を取り戻すためにここに来たかったのです。戻したいというよりは、戻って下さったらいいなという気持ちでしたけれど」

「私の記憶を？」

「はい。辛つらいことや悲しいことが記憶や心を激しく揺さぶるのは仕方がないことですが、私は旦那様に温かな記憶から思い出してほしかったのです。それには子どもたちと遊んだ記憶はぴったりだと思って、エルサやフレデリックさんや皆さんに協力して頂いたのです」

「リリアーナ……」

「まさか、私のことを最初に思い出して下さるなんて予想外でしたけれど」

　小さく笑えば、旦那様もふっと表情を緩めます。

「私は、君のことを一番に思い出したかったんだ」

　優しく優しく、頰を撫でられます。手の温もりとそのお言葉が嬉しくて、私はますます笑みを深めました。

「……リリアーナ」

　改まって名前を呼ばれて視線を上げます。

　青く澄んだ瞳がじっと私を見つめていました。

「思い出せたのは、まだ婚約式の時のことだけなんだ。それ以外のことはまださっぱりで、何であんなに女嫌いを拗こじらせていたのかもよく分からない。フレデリックたちが教えてくれたこと以外に何か理由があるんだとは思うんだが……」

　旦那様の言葉に私は無意識の内に不安の居い座すわる鳩尾みぞおちに触れていました。けれど、私の心が不安に覆い尽くされるよりも早く旦那様の大きな手が私の手をすっぽりと包み込んでしまいます。

「……私、旦那様は私のことを思い出したら、嫌いだったという気持ちも思い出してしまうと……そして、嫌われてしまうと思っていたのです。前はそれでもきっと耐たえられました。でも今は、もう耐えられそうにないのです……っ」

　囁ささやくように告げた本音に声が震えてしまいました。

「前も言っただろう。何を思い出しても君を嫌いになんかならない。君は思い出したら嫌われてしまうと言ったけれど、私は君を嫌ってなんかいなかった。初めて会った婚約式の日、君のこの美しい瞳に囚とらわれたんだ。でも女性に対して不信感が強かった私は、どうしてもその気持ちを認めることができずにいたんだと思う、よく分からないが、信じるのが怖かったのかもしれない。ああ、自分のことなのにはっきりしなくて、もどかしいな」

　私の手を包む大きな手に少し力が込められました。苦しげに寄せられた眉に私は首を横に振ふってその手を握り返しました。

「焦らないで下さいませ、無理をするのはいけません」

「……君は本当に優しいな」

　私の手を包む大きな手と優しい笑顔は、私の弱さも不安も寂しさも何もかもを包み込んでしまいます。

「……これからゆっくりとまばらに記憶が戻っていくかもしれないし、ある日突とつ然ぜん、全部戻るかもしれないし、或あるいは、一生戻らないかもしれない。その上、私たちは夫ふう婦ふとしてとても未熟だ。お互たがいを知り始めたばかりで、知らないことのほうがまだ多い」

　旦那様の紡つむぐ言葉に耳を傾かたむけ、青い瞳を見つめます。

「覚えてないが、私にも秘密の一つ二つあるかもしれない。だがそれでもいいんだ。私と君はこれから始まるんだ。人生はまだ長い。君はまだ十六歳で、私だってまだ二十六歳だ。何十年と時間がある。その時間を贅ぜい沢たくに使ってお互いを知っていこう。私の失った記憶はたかだか二十六年分だが、これから刻んでいく何十年分の記憶には必ず君がいてほしい。だから、君の笑顔は私が必ず護まもるから、どうか私の記憶に、私の隣にいてくれ、私のリリアーナ」

　ちゃんと旦那様の優しいお顔を見たいのに、視界は滲にじんで上う手まくいきません。けれど、心がとてもとても温かいもので包まれて、涙が止まりそうにないのです。

　この胸に溢れる感情に名前はまだ付けられないけれど、この感情は私を幸福にしてくれるに違いありませんでした。

「旦那様は約束して下さった通り、記憶を思い出しても変わらずにいて下さいました。それがどれほど嬉しかったか、私がどれほど安心したのか全てお伝えできたらいいのにと思ってしまいます。旦那様は私の……世界で一番、格好良くて素敵な旦那様です。だからこれからもお傍にいさせて下さいませ、旦那様」

　とめどなく溢れる感情に身を任せるまま微笑んでそう告げると、いつぞやのように旦那様の頰がじわじわと赤くなって、困ったように形の良い眉が下がってしまいました。

「ううっ、私はどうにも君には勝てそうにない。ありがとう、これからもどうか私の隣にいてくれ、私の可愛いリリアーナ」

　旦那様の顔が近づいてきて今度は頰に柔らかなキスが落とされます。そうすれば、私の頰も呆あつ気けなく旦那様と同じだけ赤くなってしまいました。

「だ、旦那さまっ」

「ははっ、お揃そろいだな」

　無邪気な子どもみたいに笑う旦那様に毒気を抜かれて、私もいつの間にか声を上げて笑っていました。

「改めて、夫婦として私たちのペースでゆっくりと歩んで行こう」

　ふわりとカーテンを膨ふくらませた風が談話室に入り込んで私たちの髪を揺らします。夏の風はどこまでも爽さわやかで、とんと背中を押してもらえたような気がして、私は、はい、と心からの笑顔と共に返事をしたのでした。





おわり
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　こんにちは、初めまして春はる志し乃のと申します。

　この度たびは『記き憶おく喪そう失しつの侯こう爵しやく様に溺でき愛あいされています　これは偽いつわりの幸福ですか？』をお手に取って頂き、心より御お礼れい申もうし上あげます！

　原げん稿こう中、愛あい猫びようたちに「え？　僕ぼく（私）と遊ぶ方が先でしょ？」とパソコンのキーボードの上に座すわる、マウスを勝手に操作し文章を打ち込む場所を変える、パソコンの電源ボタンを押おして強制終しゆう了りようなどの妨ぼう害がいを受けました。ですが彼かれらには癒いやされもしつつ奮ふん闘とうし、こうして形になりました。

　お手に取って下さった皆みな様さまに楽しんで頂ければ、作者としてこの上ない幸福です！




　このお話は、リリアーナという臆おく病びような奥おく様さまが政略結けつ婚こんで結ばれた旦だん那な様の記憶喪失をきっかけに旦那様と、そして自分自身と向き合っていくお話です。

　とはいえ、旦那様はある日突とつ然ぜん、記憶喪失になってしまい、それまでの冷たい態度から一転、奥様大好きになってしまうわけですからリリアーナの戸と惑まどいは相当なものだろうなぁ、と思いながら書いていました。

　リリアーナはとても臆病でか弱い女の子です。でも、大切な人たちのためになら強くなれる優やさしい子でもあります。

　物理的に強くなるのも大変ですが、心を強くするのはとても難しいなと私自身、実感する日々です。だからこそ恐きよう怖ふの対象だった旦那様と最後には穏おだやかに笑い合えるくらい頑がん張ばったリリアーナを、奥様大好き侍じ女じよのエルサと一いつ緒しよにこれでもかと褒ほめ倒たおしたいです。

　作者としては、ウィリアムにはとにかく頑張ってもらって、世界一、いや、宇宙一、彼かの女じよを幸せにしてほしいなと願っております。もちろん、作者として私も頑張ります。




　さて、最後になりましたが本作を出版するにあたり、担当様やイラストを担当して下さった一いち花げ夜よる先生をはじめとして関わって頂いた全ての皆様、こうしてお手に取って下さった皆様、ＷＥＢ掲けい載さい時から応おう援えんし続けて下さった皆様、支えてくれた家族、書しよ籍せき化かを我わが事のように喜んでくれた友人たちに心から感謝いたします。

　またお会いできることを願っております。





春志乃









電子書籍特典　書き下ろし短編

『旦那様と奥様のティータイム』







　私は仕事に一区切りをつけ、妻つま、リリアーナとのティータイムの時間を確保した。テラスにいるという妻に会いに書しよ斎さいを後にする。

　一週間ほど前の孤児院訪問中に婚約式こんやくしきの記き憶おくを取り戻した私だが、これまでと何かが劇的に変わることはなく、日々は穏やかに過ぎている。少し変わったことと言えば、以前よりもリリアーナとの心の距きよ離りが近くなったと感じることだろうか。

　テラスのある一階に降りて少し進むと、甘い匂いが廊ろう下かに立ち込めていた。

「そういえば、菓か子し作りをすると言っていたな。この間のパウンドケーキもとても美お味いしかったし、今日は何だろう」

　私は、孤児院へお土産みやげで持って行ったリリアーナお手製のアプリコットのパウンドケーキを思い出して頰ほおを緩ゆるめる。子どもたちも「美味しい」と嬉しそうに食べていた。

　リリアーナが教えてくれたのだが、パウンドケーキは焼いてから最低でも一日以上、出来れば三日は寝かせたほうがバターが生き地じに馴な染じんでより美味しくなるらしい。

　確かに、侯爵家に帰ってから食べたアプリコットのパウンドケーキは、しっとりとして本当に美味しかった。つい夢中になって出されたものを全部食べてしまい、侍じ女じよのエルサに「奥おく様さまがまだ一切れしか食べていらっしゃらないのに！」と怒られて、同じく侍女のアリアナにも「私はまだ味見しかしていなかったのに」と落ち込まれてしまった。

　だが、当のリリアーナは、謝る私にこれ以上ないくらいににこにこして、とても嬉しそうに「旦だん那な様さまのお口に合って良かったです」と言って喜んでくれた。

　その笑顔は、言葉にできないくらいに可愛かわいらしくて、とても愛いとおしかった。

「はぁ、リリアーナが可愛い……っ」

　あの時のリリアーナを思い出して、可愛さにときめく胸を押さえながらテラスへ急いだ。




「旦那様、お待ちしておりました」

　テラスへと出れば、くるりと振り返ったリリアーナが嬉しそうに顔を綻ほころばせた。

「お仕事は順調ですか？」

「ああ。大きな案件が片付いたからな。少し気が楽になったよ」

「それは良かったです」

　安心したように言う妻の頰を撫なでると、彼女はくすぐったそうに笑う。

「さあ、奥様、旦那様、お席へどうぞ」

　エルサに声を掛けられて、用意された席へと向かう。二人掛けのソファにぴったりと寄り添うように座ると、目の前に橙だいだい色いろの果実を使ったタルトが置かれた。

「これはプラム……いや、アプリコットか？」

「はい。パウンドケーキに使った時にたくさんコンポートを作っておいたので、今日はアーモンドクリームと焼いてタルトにしてみました」

「そうか、パウンドケーキもとても美味しかったし、楽しみだ。さっそく、頂こう」

　食前の祈りを捧げてから、フォークでタルトを切り分けて口へ運ぶ。甘ずっぱくやわらかなアプリコットが、香ばしいアーモンドクリームの生地と相性抜群だ。

「うん、今回のタルトもとても美味しいよ、リリアーナ。これならいくらでも食べられる」

「ありがとうございます、旦那様」

　リリアーナは気恥ずかしそうに頰を緩める。最初のころに比べると愛らしい顔に浮かぶ表情も自然で余分な力が抜けているのが分かって、それだけでも私は嬉しくなる。

　ふとリリアーナが何かを言いたそうに私を見つめていることに気が付いた。

「あ、あの、旦那様」

「ん？」

「せ、先日、旦那様の幼い頃のお話をお聞きして、私、旦那様のことを幼い頃と変わらず可愛らしいと言ってしまったのですが、お恥ずかしい思いをさせる気はなくて……っ」

「ん？　んー、そうだったか？」

　いつのことだったか、と首を傾かしげると「シェリーにおねしょの話を聞いた日です」とエルサが余計な助言をくれた。リリアーナの可愛さにノックアウトされて自室に熱を冷ましに戻った日だ。大分前のことだが、色々なことが落ち着いて、ふと思い出したのかもしれない。驚くほど根が真ま面じ目めなリリアーナのことだから、そんな前のことでも私が不快に思ったのかもしれないと真剣に悩んでしまったのだろう。

「た、確かにお話の中の幼い旦那様は可愛らしかったのですが、今も子どものように可愛らしいという意味ではなくてですね、ええと、今は、今は格好いいのです！」

　胸の前で拳こぶしを握にぎりしめ、リリアーナが意を決したように告げた。

「へ？」

　何とも間抜けな声が口から零れて、じわじわと頰が熱を帯びる。しかし、真っ赤なリリアーナは、無意識のうちに私の腕に手を添えて身を乗り出すようにして、尚なおも懸命に言葉を紡つむぐ。

「だ、旦那様は物語に出てくる王子様みたいにとっても格好良くて素敵ですし、いつもとてもお優しくて、お仕事にも一生懸命で尊敬しています。こんなに素敵で格好いい方が、私の旦那様だなんて夢のように思ってしまう時だってあるほどなのです……っ！」

　必死なリリアーナは、自分が何を口走っているのかよく分かっていないのかもしれない。純粋な彼女は、時々とても大胆なのだ。

　私は彼女に負けず劣らず赤くなった顔を片手で隠す。

「あ、ありがとう。そんなにも褒めてもらえると、嬉しいよ」

「ずっと気になっていたので、お伝えできて良かったです。聞いて下さってありがとうございます、旦那様」

　私の言葉にリリアーナはぱぁっと顔を輝かせて、安心したように笑った。すごく可愛い笑顔にますます私の頰は熱くなる。これ以上は耐えられそうになく、タルトを食べようと促うながせば、素直な彼女は「はい」と頷いてフォークを手に取る。

　彼女の前では、余裕な顔を保っていられる男でいたいのに、一向に上手くいかない。

「……旦那様は一生、奥様には勝てないのでしょうねぇ」

「奥様に勝てる者がそもそも当家にはいないもの。その中でも旦那様は最弱ですけど」

　アリアナとエルサの小声でのやり取りに私は何も言えない。全くもってその通りだ。

　幸せそうにタルトを食べるリリアーナを眺めながら、再びタルトを口へ運ぶ。

　先ほどよりもずっと甘さが増しているのは、多分、隣の彼女がとびきり可愛いからに違いなかった。



















記き憶おく喪そう失しつの侯こう爵しやく様さまに溺でき愛あいされています




これは偽いつわりの幸こう福ふくですか？

【電でん子し特とく典てん付つき】
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